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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　日吉丸晃


口絵デザイン　朝倉哲也
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　　　　□□□





　自分の机つくえの中にひっそり手紙が入ってるとくれば、そりゃ想そう像ぞうするのはたった一つ。


　当然のように、王道な展てん開かいを期待するのが男の宿命。今までそんな経けい験けんが無ないからって関係無い。未来のストーリーは、都つ合ごうのいい妄もう想そうで組み立てるのが正しい姿すがた。


　封ふうを開ければ、放課後校こう舎しや裏うらで待ってます、なんてことになっててだな。


　行けば、頰ほおを染そめて俯うつむいた可愛かわいい子が待ってる訳だ。


「私っ、藤ふじ倉くらさんが転校して来たときからずっと……」


　声を詰つまらせる彼女の肩に、そっと手を触ふれラブラブランデブー。甘々な学園生活が始まる訳だよどうするよ。


　……って有り得ないなぁ、きっと。


　冷静になってブツを確かく認にん。多分どこでも売ってるシンプルな茶ちや封ぶう筒とうは、ラブレターにしちゃちょっと無ぶ愛あい想そうで無む味み乾かん燥そうすぎる。


　なんだろねこれ。


　透すかして見てもさっぱり意味不明。そもそも差出人不明。宛あて先さきも不明とくれば開けていいのかも疑ぎ問もんだ。


　でも気になる。


　もしかして、ひょっとして、そうだ名前を書くのも恥はずかしいような無愛想で照れ屋な女の子なのかもしれないじゃないか！


　びりびりびりびり。


　誰だれにも気付かれないよう、机の下で封を開ける。


　こーゆーのは勢いきおいが大切だよなぁ。さて内容。


　あー、なるほど無愛想。


　新聞の切り抜きを貼はり付つけたそれは、まるで犯行声明の如ごとし。


　なるほどー、犯はん罪ざいマニアの女の子なんだー、はは、ははははは……。笑いが乾かわいてカラカラだ。


『藤倉』『冬麻』『お前』『ハ』『トップ』『３』『に』『相応し』『ク』『無い』『すぐに』『降りろ』『さもなくば』『お前』『ノ』『パートナー』『が』『危険』『ナ』『メ』『に』『あう』『だろう』


　解かい読どく。


　──藤ふじ倉くら冬とう麻ま、お前は《トップ３》に相応ふさわしく無い。すぐに降りろ。さもなくば、お前の《パートナー》が危き険けんな目に遭うだろう。


　御み城しろ学がく園えん《トップ３》、これは学園内で権力を持つことを意味するものではないが、特権として全寮で唯ゆい一いつひとり部屋となるＳ棟とうで暮くらすことができ、《パートナー》と呼ばれる生徒が《トップ３》の生活面などなどを支ささえることになる。


　だからこそ大小様々な嫉しつ妬とを受けやすいポジションではあるが、二年《トップ３》の一人、巫み城しろ都みやこは学年トップという成績と、御城学園オーナーの孫まご娘むすめという地位でそれらを捻ねじ伏ふせ、秋あき月づき春はる太たは１９０オーバーの長身に端たん整せいなルックス、及および人当たりの良さという武器で周しゆう囲いに愛されている。さらに言えば春太は成績でも学年二位と全くもって申し分無い。


　問題は残る一人、平へい凡ぼんなルックスに学年最下位の成績を誇ほこる藤倉冬麻──要するに誰のことって他でも無い自分のことな訳だ。


　さて、俺が恨うらみを買うのはいいとしよう。《トップ３》の実質がどうあれ、俺おれみたいなのが選ばれてることに納なつ得とくいかないってやつもいるだろう。そこは理解できる。分からない話じゃない。


　しかし、だ。


　だからって泉いずみちゃんに手を出していいってことにはならんだろうこのボケナス差出人ふざけんな！


　怒いかりに任まかせて脅きよう迫はく状じようをぐしゃぐしゃのびりびりにして、更さらには塩をまいて焼しよう却きやく炉ろに投げ込む。おまけに去り際ぎわに焼却炉にミドルキック三連発ずがんずがんずがん！　グッバイアディオス脅迫状、アーメン。





　　　　○





「トーマさんっ、ここは春になったら桜さくらでいっぱいになるんです。そしたら、みんなでお花見ですっ！　泉すっごく楽しみです」


　桜並木を見上げながら本当に楽しそうに話す泉ちゃんを見ていると、つい頰ほおが緩ゆるんでしまうが警けい戒かいは決して怠おこたらない。いつどんなことがあるか分かったもんじゃない。つまりは脅迫状で言うところの、俺の《パートナー》が泉ちゃんである。小学生に間違われそうな小ささとは正反対に、中身はかなりしっかりしてるってことは分かっているものの──それでも守ってやらなきゃ、なんて思う。だから今回のことは全く話していない。自分だけでなんとかなればそれでオッケー。変に心配かけたくないってところ。


「────で、きっと────ですよ」


　こんなときは《トップ３》と《パートナー》は極力行動を共にすべき、なんて決まりをありがたく思う。所しよ詮せんは同級生のやっかみ程度だからたいしたことはないだろう。いざとなれば体を張はってでもなんとかすればいいって話だ。


「────、────しくない、ですか？」


　しかし今後のことを考えるとさすがに成績はなんとかしなきゃなぁ……。生まれついての容よう姿しや身長はしょうがないにせよ、努力でなんとかなる部分はどうにかしなきゃいけない。今回上う手まく乗り切ったところで第二第三の脅迫状が出てこないとも限らない。なんとかどうにか……なるのか？　ここは今や屈くつ指しの進学校だぞ？　いやいや待て待て千里の道も一歩から──


　ふと。


　涙目で見上げる泉ちゃんに気付く。


　しまったほとんど話を聞いてなかった！　なんて後悔する間も無く、


「やっぱり楽しくなかったんですそうに決まってます泉はだめだめですもうだめですパートナー失格なんです。もういっそ死んでお詫わびを──」


　おおおおおおストップストップストップ！　ひさびさ発動鬱うつモード！


　へっぽこ頭ず脳のうフル回転で会話の切れ端はしをひたすら拾い直し、そして再さい構こう築ちく。よしいける！　これで正しい。きっと大丈夫、だよね？


「いやいやもうお散歩大好き！　泉ちゃんと一緒なら最高に楽しい！」


「えぅ？」


「よし！　春になったらみんな交まじえて盛せい大だいにお花見としゃれこもう！　宴会グッズも買って大おお騒さわぎに楽しくやろう！　よしこれ約束！」


「はいですっ！　約束ですっ！」


　泉ちゃんの表情が明るくなってひと安心──と思いきや一いつ瞬しゆん視し界かいに入る何かの影かげ。


　右手で瞬時に叩たたき落す。テニスボールだった。


「ト、トーマさん大丈夫ですかっ？」


　たたっと駆かけ寄よってくる泉ちゃんに「オッケー全く問題無し！」と一言。テニスボールぐらいならたいして痛いたくも無い。ただ「怪け我がしてないですか痛くないですかごめんなさいごめんなさい」なんて自分のことのように心配してくれる泉ちゃんを見るにつけ、やっぱり話さなくて良かった、なんて思う。


　さてこれが始まりを告げるほんの軽いジャブだったって分かるのは少し後の話。





　　　　○





「へぇ、そりゃなんとも大変な話だな」


　場所は学園寮Ｓ棟、春太の部屋。


　夜食のカップ麵めんをすすりながら、まったく大変じゃ無さそうに春太が言う。


　いつも何か食ってるような気がするが、背が高いぶんエネルギーを大量に消費しているのかもしれない。昼食にどんぶり三杯をあっさり平らげる様さまは常じよう人じんの沙さ汰たとは思えなかったが、それが毎日ともなるとさすがに慣なれてきてもう何も言ってない。きっと春太にとっては普通の食事なんだろう。


「春太、お前真しん剣けんに考えてくれてるのか？」


「んあ？　俺はいつだって真剣だっての」


　だからそれだったら食いながら話すのは勘かん弁べんしてくれないかってことで。


　そんな気持ちを察さつしたのか春太は箸はしを置いて──ずず、と残りを吸い込むように飲み込む。要するに食べ終えただけという話。まぁ、いいけどそれでも。


　ふぅ、と息を一つ吐はいて、春太は、ぱんと両手を合わせる。


　おお本気モードか秋月春太。期待してるぞ二年《トップ３》！　自分もそうだってことはとりあえず棚たな上あげ。頼たよりにしてます春太さん。


「脅迫状そのものが無いとどうしようもねぇな」


　あー、そんな気はしてたんだ。捨ててから気付いた自分に乾かん杯ぱい。


「悪い。やっぱまずかった？」


「何か手がかりがあるかもしれないからなぁ。まぁいいか。とにかくこう書いてあったんだな？　『お前の《パートナー》が危険な目に遭う』って」


　記憶力は別段良いほうじゃないが、あれぐらいの文面なら大丈夫。間違い無いはずだ。小さくこくりと頷うなずく。


「ならちょっと引ひっ掛かかることがあってな。テニスボールが飛んできたって言ってただろ。それ、もしトーマスが叩たたき落してなかったら、泉に当たってたのか？」


　どうだっただろう。あれは、確か──


「いや、右側から飛んできたから、数歩前に居た泉ちゃんには当たらなかったと思う。ってことは何だ？　犯人はコントロールが悪いとか」


「んー、そういうことじゃ無くてだな」


　その時、ばん！　と扉とびらが開いて、


「うぃーす！　愛いとしのカンナちゃん到とう着ちやくー」


　いつも通りの軽いノリで入ってきたのは、春太の《パートナー》、カンナだった。両手には大きな買い物袋。よほど重いのか、ずれた眼鏡めがねを直す余よ裕ゆうも無いらしい。おそらくドアは足で開けたんだろう。それでも騒さわぐためにあるようなテンションはいつだって健けん在ざいで、場を常に明るくしてくれるのは悪くないと思う。


「おっ、なんやなんや！　トマぴょんと春やんで何話しとったんや？　猥わい談だんか？　猥談やな！　男二人で話すことといったら猥談で決まりやなっ！」


　荷物をどさどさと放り出し、あっという間にちょこんと座る。ポジションはちょうど俺と春太の真ん中あたり。いつの間にやら眼鏡も正常な位置へ。


　にししー、といたずらっぽく笑う様子はどうしようも無く嫌いやな予感がする。


「トーマぴょんっ」


　頰ほおを人差し指でつつかれる。ぞくりとする。嫌な予感はさらに倍。


「あれやな。うちと春やんとのこと参考にと思たんやろ？　でもなトマぴょん、初めてやからって何も緊きん張ちようすることあらへんよ？　下へ手たでもええねん。大切なのは愛情と誠せい意いと根気やな。いずみんかて初めてやろけど、割れ物扱あつかうようにそっと触ふれて──」


「なななななななッ！」


　凄すごい勢いで後ずさりして壁かべにがつん！　貼はってあったポスターが剝はがれてべろん。春太が「のわっ！　俺のプラティニが！」と駆け寄って来て膝ひざ蹴げりを食らう。視界に星がきらきらりん。春太ひとこと「あー、悪ぃトーマス」。


「……いや、気にすんな」


　ぼうっとした頭でなんとか返す。頰やら耳やらがやたら熱いのはきっと別問題。


　あーもう、動どう揺ようしすぎだ俺……。


「相変わらずトマぴょん、リアクション大きいな。そない照れんでもええのに」


「……無茶言うなよ」


　健全な高校二年生男子の傍そばに、泉ちゃんみたいな可愛い子がいつも居るってことがどれだけ危あぶない状じよう況きようか分かってないのかカンナは。しかも一つ屋根の下だし。部屋隣となり同士だし。常に出来るだけ可か能のうな限りそーゆーことを考えないようにして、どうにかやっていけてるんだから、その、もう勘弁してくれ……。


「なんならうちと予行演習しとく？」


　再び壁にがつん！　そして床にばたり。


　こう見えても純じゆん情じようなんだってどう見えてるかはよく知らないけどあーもうとにかくもう駄だ目めだ駄目だ駄目だもう駄目だ。カンナとのやり取りは精神的ダメージが大きすぎる……。


　けらけら笑うカンナは不ふ意いにぴたり、と視線を止め、


「なんや春やん、ノーリアクションやな」


　見れば春太は買い物袋をごそごそ漁あさり、既すでにコロッケパンにかぶりついている。まだ食うのか胃袋は宇う宙ちゆうなのか。


「あー悪ぃ、なんだっけ？」


　春太の淡たん白ぱくな応対に、カンナの視線が厳きびしくなる。


「なるほどなるほどよー分かった！」


　ばん！　と床の叩かれる音。沸ふつ点てんの低いカンナはここから修しゆ羅ら場ば突とつ入にゆうが予想される。俺の脳が早期撤てつ退たいを勧すすめるアラームを鳴ならす。びー、びー、びー。


「春やんはうちとトマぴょんがやっても別段気にせーへんっちゅーこっちゃな！」


「んなこと思ってねぇって」


「なら少しは慌あわてるとか壁に激げき突とつするとかしたらええやろ！」


「激突は無理。キャラ的に無理」


「なんやその態度は！　春やんうちのこと愛してないんか！」


「あー、その、まぁ、何だ」


「言えへんのんか。あーもう分かったよー分かった、愛してないんやそうなんやそうに決まってるんや。ええいもういっそトマぴょんと──」


　不ふ穏おんな台詞せりふを言い終わる前に、ひっそりと修羅場からの離り脱だつに成功。巻まき込まれる前に逃にげるのがポイント。手慣れてしまうぐらいありふれた展開ってところでもあり、こっそりとドアを閉めて完成。


　ドア越しに怒ど声せいのかけらが聞こえてくる。


「ああっ！　トマぴょんおらへん！　なんでやなんでやなんやもう全部春やんのせいや！　こんのアホ春！　なんとかせいなんとかっ！」


　春太は大変だな……、とつくづく思う。





　　　　○





　異い変へんは翌日の朝から始まった。


　えらく古典的な上うわ履ばきの中に画が鋲びようって展開が皮切り。一限後はバレーボール、二限後はバスケットボール、三限後を挟はさんで四限後の昼休みにはとうとう野球の硬こう式しき球の襲しゆう撃げきを受けることになる。ちょうど泉ちゃんが傍そばにいるから、出来るだけ不ふ審しんに思われないようバシバシ叩き落とす俺の右腕も限界に近い。そもそもボールの危険度が上がってる。硬式球相手だとさすがに派は手でな音がしたらしく、「トトトトトーマさんっ、さっき何か折おれたみたいな音がっ」なんて言う泉ちゃんに笑顔で応対、オッケーオッケー大丈夫。「でもでも顔がひきつってますっ！」「あー、ちょっと昼メシ食べ過ぎたかも」「えぅ？」「春太にちょっと影えい響きようされてさ」「むー、食べ過ぎは良くないですよ」「やっぱ身長伸のばしたくて」「どうしてですか？」「やっぱ身長って高いほうがいいかなぁ、とか」「トーマさんは今のままでも充分かっこいいです」「本当？」「ホントのホントですっ！」あからさまなお世せ辞じを言わせてごめんよ泉ちゃん、なんて思いながらも、そんな穏おだやかで和なごやかで優やさしいやり取りに幸せを感じつつようやく放課後に至いたる。
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　終了のチャイムと同時に教室を駆かけ出だす。


　今日はこっちから泉ちゃんを迎えに行こうと決めた。


　転校してきたばかりのころ、精神的な支えになってくれたのは泉ちゃんだった。今でもそれは変わっていない。こっちのほうが守られてばかりの毎日、ってのがかっこ悪いが正直なところ。だからせめてこんなときぐらいは、出来るだけ傍に居いて、危険なことから守らなきゃって思う。借りを返すとか世話になってるお礼だとか男としての意地だとかそんなことじゃなくて──いや、それが無いとは言い切れないけど、行動原げん理りはもっと単純。泉ちゃんは大切な人だから、それだけのことだ。





　手すりを使って階段を一気に飛び降り、あっさり到とう着ちやく一年生のフロア。


　ただ慣れないことをやると変に緊きん張ちようするもので、泉ちゃんの居る一年Ａ組の教室の前で、うーんこのまま入っていいものか、それとも待ってるべきか、いやいや誰かに声をかけて──なんて悩なやんでいると逆に声をかけられた。


　三つ編あみのいかにも真ま面じ目めそうな女の子だった。泉ちゃんと比べるとかなり大人びた印象だが、これは泉ちゃんが幼おさなすぎるせいかもしれない。


「何か用ですか、藤倉さん」


「え？　名前をどうして──」


「有名ですから」


　有名？　そりゃどういうわけで──って《トップ３》だからってことだろうな一応。自分がそんなのだって忘れることのほうが多いけど。


　それはともかく本題本題。


「えっと、悪いんだけど泉ちゃんは──」


「……ちゃん付けですか。軽けい薄はくなんですね、噂うわさ通り」


「え？　噂って」


　そこで三つ編みの女の子はにっこりと、いかにもわざとらしく作ったような微笑ほほえみを向け、


「泉なら中に居ますよ」


　と吐はき捨すてるような一言。目だけが笑ってないのがやたらに怖こわい。


　どんな噂が流れてることやら。とほほ……。


　教室に足を踏ふみ入いれると同時に起こる異様なざわめき。ひょっとしたらこれもその噂ってやつのせいなんだろうか。残ってる生徒はそんなに多くないにも拘かかわらず、周囲で急に会話が始まったような気がする。なんだなんだなんなんだ。


　窓まど際ぎわの席で一いつ生しよう懸けん命めい何かを書いていた泉ちゃんがこっちに気付いて駆け寄って来る。


「トーマさん、来てくれたんですね！」


　いまにも跳はね回まわらんばかりに嬉うれしそうな表情の泉ちゃん。


「ま、たまにはいいかなって思って」


「たまにはじゃないです。今回が初めてです」


「あれ？　そうだっけ？」


「そうですよ」


　泉ちゃんが小さく微笑んで手を握にぎってくる。


　うわうわうわうわ、えーと、ちょっと、周りの目もあって恥ずかしいんだけど……。


「ずっと気にしてたんです。トーマさん、泉と一緒に帰るの嫌じゃないかなって。でも、来てくれたってことは、嫌じゃないってこと、ですよねっ！」


　そんなもちろん嫌なんかじゃないし、でもここからＳ棟なんて歩いて数分の距きよ離りなわけで──こんな些さ細さいなことで喜んでもらって、いいのか？


　泉ちゃんはくるりと振り返ると、「すぐに日につ誌し書いちゃいますから、待っててください！」と元気な声で席に戻る。


　そこで再び教室内のざわめきが大きくなり、小しよう心しんな俺としてはどうにも居い心ごこ地ちが悪くなる。さっきのも印象悪いんだろうなぁ、きっと。《トップ３》ってのは女の子がついてちやほやされるんだ、なんて思われてるのかも。視線が痛いぞ廊ろう下かに出るか？


「あの、二年《トップ３》の藤倉さん、ですよね？」


　今度は女の子三人組に声をかけられる。


「ごめん私パス」「えー、ミキが言うって約束じゃん」「やだやだ、だって失礼だし」「ここまで来てそれ無しでしょ」「だったら自分で」「えー、あたしだってそんなの」「あーもう私が聞くから！」なんて一連のやり取りの後。


　ぶつけられた質問は意外なものだった。


「あの……泉と都みやこさんとで二ふた股またかけてるって本当ですか？」


　？　有り得ない名前と縁えんの無い単語が出てきたような？


「……泉ちゃんと、誰で、何？」


「泉と、都さん──二年《トップ３》の巫城都さんです。その二人に藤倉さんが二股かけてるって噂が立ってて」


　正直、泉ちゃんとは一緒に居ることが多いから、そんな噂が立てられるのは分からなくもない。が、さすがに巫城のお嬢様は無理がないか？　二年のカリスマ巫城都とどうやったら付き合えるっていうんだ。そりゃ話ぐらいはするけどそれが限界。こっちがびびってるだけだって分かってるけどしょうがない。


「えっと、それすんごい誤ご解かいだと思うんだけど」


　二股以前に、そもそもどっちとも付き合ってない、なんて寂さびしい現実が。


「じゃあ藤倉さんは、泉ひとすじってことでいいんですよね？」


「いやそれもなんか違って──」


「都さんが本命ってことですか？」


「あのそういうことじゃなくてね？」


「最低！　二人とも遊びだなんて──」


　そこでオオオオとざわめき最高潮。憤ふん慨がいとも嫉しつ妬ととも取れる感情の渦うずがぐるぐる教室中を駆け回る。待て待て誤解なんだって！　と主張したってもはや無む駄だだ。このままここに居たら確実にヤバい。刺さされる消けされる殺ころされる。脅迫状どころの騒ぎじゃない。


「終わりましたー。トーマさんじゃあ帰り──」


　途と中ちゆうまで言いかけた泉ちゃんを小こ脇わきに抱かかえて一年Ａ組をダッシュで脱出。「ああっ、さらわれたぞ！」「ひどい！　横おう暴ぼう」「所有物とか思ってるんじゃない？」「最低！」「泉ーっ、そんな男にだまされちゃダメだよーっ！」


　いつの間に悪役になってんだ俺……。





　校こう舎しや沿ぞいをゆっくり歩くいつもの帰り道も、今日ばっかりはいつもと違う。なにせテニスボールバレーボールバスケットボール野球の硬式球ときたら次は何だってことになる。段々エスカレートする向こうの攻こう撃げきにそろそろ我が慢まんも限界だ。さっきの噂にしたって精神的ダメージを狙ねらってるのかもしれない。これで俺の一年Ａ組での立場は最悪なものになったに違いなく、泉ちゃんにしたって少しクラスに居づらくなるかもしれない。思おも惑わく通りか脅迫状の犯人め、捕つかまえたらどうしてくれようか。


「泉ちゃん、そういえば今日、何か変わったことって無かった？」


　立ち止まった泉ちゃんは首を傾かしげる。


「特には無かったと思いますけど、えーと、えーと……あ、ありましたっ！」


「どんな？」


「トーマさんが放課後来てくれましたっ！」


　頰を染そめて嬉うれしそうに目を細める泉ちゃんはもうこれでもかってほど可愛くて、なんだか今日一日変なことなんて一つも無かったような気がしてくる。少なくともこの笑顔を守るためなら少々の右手の痛みなんてなんのその！　いくらでも叩き落としてやるぜ何でも来い！


「危あぶないです！」


　え？


　突然に泉ちゃんのタックルをお腹なかにくらって、アスファルトの地面に倒れこむ。


　ちょうど今まで居た場所に落ちていたのは、黒々とした砲ほう丸がんだった。


　おいおいいくらでも叩き落としてやるってそりゃいくらなんでも──なんて思った瞬間、無む意い識しきに体が動いた。上体を起こして泉ちゃんを守るように覆おおい被かぶさる。抱だき締しめる。


「あのあのっ、急にそんなっ、えと、ト、トーマさん？」


　そこで頭にがつんと衝しよう撃げき。視界はあっさりブラックアウト。


　落ちてくる花か瓶びんとはそりゃまた王道なことで……。


　薄うすれていく意識の中で、


「えぅっ、誰か、誰か来てくださいっ！　トーマさんがえぅっ、トーマさんが死んじゃいます助けてください！　お願いです誰か、助けてっ、くだっ」


　ぼんやりと泉ちゃんの涙声を聞く。


「大丈夫泉ちゃん、そう簡単に死んだりしないって。こう見えてもけっこう石頭だから！」


　ちなみにこれは声になって無かったらしい。





　　　　○





　目め覚ざめたら翌日の早朝、なんていう最低な事じ態たい。ひょっとしたら思った以上に疲つかれてたのかもしれない。そういえばずっと周りを警けい戒かいしてたからなぁ、とまだかすかに痛む後頭部をなでる。


「まったく、どうしてまず私に相談しないのですか」


　巫城のお嬢じよう様さまが呆あきれたように言う。


　俺の部屋にはＳ棟メンバーのうち二年生にあたる全員が集まっていた。つまりは二年《トップ３》巫城都、秋月春太、俺、に加えて春太の《パートナー》カンナの四人。


「あれ？　泉ちゃんと八や千ち代よちゃんは？」


「一年は今日、月イチの試験ですからもう学園のほうです。しかし、泉はなかなか貴方あなたから離れようとしなくて苦労しました。昨晩はずっと傍そばに居たようですよ。後でちゃんとお礼を言っておくように」


「『居たようですよ』って。トーマス、都ちゃんもずっと居たぞ。感謝しとけよ」


　お嬢様は顔を真っ赤にして春太に反論する。


「秋月も居たでしょう、そんな私と泉だけみたいな──」


「うちはとっとと寝とったけどな。ごめんなー、トマぴょん」


　いやいやそこはまぁどうでもいいところで。泉ちゃんは大丈夫かな、なんて思うけど八千代ちゃんがついてるならまず安心か。


「頭は痛むか？」


　春太が顔を近づけてくる。長身なだけに、姿勢を低くしているといかにも窮きゆう屈くつそうでなんだか悪い気がする。


「あー、もうだいぶ痛くない。でもなんか右手がすんごい腫はれてるような……」


　見ると確かに青黒く腫れていて、巫城のお嬢様が頭を抱かかえる。


「どうしてそんなことに……。あぁ、気付かなかった私の不注意です。頭のほうばかり気にしていたものですから」


「ひょっとして折れてる？」


「確実にヒビは入っているでしょうね」


「硬式球を打ち返したんだよな、ありゃかっこ良かった」


　見てたのか春太。ならちょっとは助けてくれって思うのは間違ってるのか。


　お嬢様はますます頭を抱えて「どうして貴方はいつもそんな無茶ばっかり……」と呟つぶやく。毎度毎度申し訳無いけど、これは性しよう分ぶんなんで許して欲しい。


「さて！」


　春太がぱんと手を叩く。


「トーマスがこんな目に遭ったんじゃ動かない訳にもいかねぇな。もうだいたいメドはついてる。お仕し置おきとしゃれこむのは簡単だけど──どうして欲しい？」


　さすがに春太だ。ほんの少しの情報からでも確実に結論に近付くのが秋月春太。とはいえこっちだってもうかなり脅迫状の犯人については予想がついてる。どうせなら自分で動きたいってのが本音のところ。


「ちょっと、放課後まで待ってくんない？」


「藤倉！　貴方は今日一日は安静に──」


　お嬢様の言葉を春太は気にするふうでも無く、


「よし了りよう解かい、ならとりあえず俺らは学生らしく授業に出とくとするか。あー、トーマスにひとこと。木を隠かくすなら森の中、なんて言うだろ？」


「……どうした唐とう突とつに」


「実は森がありませんでした、ってなことだったら木を見つけるのは簡単。そーゆーことだな」


　なんだそりゃ。禅ぜん問もん答どうか。まったくわけが分からんぞ春太。


　なんて言うより早く、春太は振り返ってすでに出て行く態たい勢せい。


「それじゃカンナ、行こうか」


「ほんじゃまトマぴょんお先に失礼！」


　出て行く時に「あんまり都ちゃんに迷めい惑わくかけんなよ」と春太が付け加え、それには軽く手を振ふって応こたえる。


　ぱたん、とドアが閉とじられて、部屋に巫城のお嬢様と二人きりになる。


　なんだか変な汗あせが出てくるのは緊張しているせいだろう。もうだいぶ慣れてきたとはいえ、近くに居るだけで存在としての格かくの違ちがいを感じずにはいられない。爪つま先さきから指の先から、それこそ長い髪の毛の一本一本にまで意志があるような完かん璧ぺきなたたずまい。それが巫城のお嬢様こと巫城都である。


「右手の怪我は、泉を守るため、ですか？」


　不意にお嬢様が言う。柔らかい口調で、全てを見み透すかしたような言葉。きっと誤ご魔ま化かしても無駄なんだろう。頷くだけで肯こう定ていしておく。


　ふぅ、と息を一つ吐いて、お嬢様は壁に背を預あずける。


「もし、危険なのが私だったら──貴方は、守ってくれましたか？」


「誰だから守るとか、守らないとか、そんなのは──」


「無い、でしょうね。貴方は優しいですから」


　お嬢様は小さく微笑ほほえむ。


「それでも、少し嫉妬してしまいます。今回のことも──きっと、そういうことなのでしょう」





　頭に包ほう帯たいを巻いたまま二年Ａ組の前で待ち構かまえる。


　放課後で帰き途とにつく連中を一人一人チェック。真ん中分けで眼鏡めがね真ん中分けで眼鏡、とあれは違うこれは違う──よし発見、特とつ攻こう開かい始し！　目が合ってすぐにそらしたあたりますます怪あやしい。


　そのまますり抜けようとするところを、がしっと摑つかむ。逃げようったってそうはいかない。この頭と右手、それよりなにより泉ちゃんを危ない目に遭わせた責せき任にんは取ってもらおうじゃないか！


「えーと、日下くさか部べ君、だったよね？　話があるけどいいかな？」


「なんだよ突然！　俺は忙いそがしいんだって──」


　がん！


　思い切り右手で壁を叩く。もの凄すごい痛みが全身を走るが、それを表情には出さない。


「話があるけど、いいよな？」


　ここまでやって断ことわるやつはさすがにいないだろう。とりあえず引きずるようにして人ひと気けの少ない校こう舎しや裏うらへ。春太じゃないが、お仕置きの時間といこうじゃないか。


『トップ３に相応ふさわしく無い』なんて表現を使うやつは一体誰か？　こんなのは凄く単純でシンプルな推すい論ろん。自分こそが《トップ３》に相応しいなんて思ってるやつで間違い無い。


　つまりは。


　学年三位、日下部君こそが脅迫状の犯人ってことだ。





　閑かん散さんとした校舎裏で一対一。


　夕暮れが周囲をほんのり赤く染め、雰囲気を盛り上げる。真剣でも持ってれば格好の決けつ闘とうの舞ぶ台たいだな、なんて思うがお互い剣けん豪ごうじゃないからここは言葉で勝利を摑つかむのがベスト。


「何の話か、なんて言わなくても分かるよな」


「さあね。《トップ３》の藤倉様に呼び出されるような理由は無いはずだけど？」


　この悪党め、いつまでシラぁ切るってんだ！　こんの桜吹雪ふぶきが──って話が変わってきた修正修正。冷静にいかなきゃ解決するものも解決しない。


「脅迫状」


「……はぁ、何のことだよ」


「あれなぁ、指し紋もんがついてたんだよ。巫城のお嬢様に調べてもらったらすぐ分かった。そう、つまりは──差出人は確実にお前だッ！」


「そんなバカな！　あれには手袋をして──はッ！」


　……こいつ案外馬ば鹿かなんじゃないか？


　あまりにベタな展開に拍ひよう子し抜ぬけしながらも、ともかく一気に襟えり首くびを捩ねじ上あげる。日下部はもはや戦意喪そう失しつ気ぎ味みで目を閉じたままじたばたするだけだ。


「お前なぁ、俺にあたるならまだしも、なんで泉ちゃんにまで手を出すんだよ！」


「いやほんの冗じよう談だん、だったんだって、げほっ」


「あんな危ないことしといて冗談で済むかこの馬鹿っ！　テニスボールならまだしも砲丸ってどういうことだ！　あんなん直撃したら死ぬだろうが！」


「え？　テニスボール？　砲丸？　何のことだよ。俺はただ、イタズラで脅迫状を出しただけでっ、げほぐはっ」


「今更そんな言いい逃のがれが──」


「おっとトマぴょんストップストップ！　そこまでにしときー」


　現あらわれたのは、カンナと、春太と、そして。


「痛い痛い痛いっ！　乱らん暴ぼうはやめてよ乱暴はっ」


　見覚えがあった。一年Ａ組で見た、三つ編みのいかにも真ま面じ目めそうな女の子。


　手を後ろ向きに捻ひねり上あげられているのを少し気の毒に思う。春太、ちょっとぐらい手加減してやっても……。


「そっちは実じつ害がい無かったんだからもういいだろ。ほら連れてきたぞ、トーマスをひたすら狙ってた犯人」


　ん？　俺をひたすら狙ってた犯人？


　摑まれたままの日下部が声をあげる。


「あーっ！　お前ら、俺の妹に何すんだよ！」


　三つ編みの子が視線を逸そらす。


　……えーと、ちょっと待て。なんだなんだどーゆーことだ？


「脅迫状の内容を知って便びん乗じようした、なんてところですね」


　巫城のお嬢様だった。


　長い髪が異様なくらいに夕ゆう陽ひに映はえて、怖いぐらいの威い圧あつ感かんがある。


　ゆっくりと三つ編みの子に近付くと、そのすぐ前でにこりと微笑む。


　三つ編みの子がひきつった笑顔を浮かべた瞬間、


　ばちん！


　平手打ち一いつ閃せん。


　その勢いで女の子は春太の手を離れて地面に転がる。……容よう赦しや無いな、お嬢様。


「こうすれば分かりますか？　傷付けられれば痛みが残る、それは単純なことです。こそこそと嫌がらせをしているのでは、そんな単純なことにも気付かなかったのでは無いですか？」


　今度は、巫城のお嬢様は日下部（兄のほう）をギロリと睨にらみつける。


「さて」


　お嬢様はゆっくりと近付くと、


　げし！


　今度は足蹴げりだった。鳩みぞ尾おちにジャストミートで日下部が、げはぁ、と声を漏もらす。


　くずおれる日下部は、最後に弱々しくひとこと。


「……お、俺は、巫城さんと、お近づきになりたかっただけなんだよぅ……」




[image: ]


　ばたり。


　……何だそりゃ。


「こういう輩やからがたまにいるんです。だから、私に相談して欲しかったんですよ」


　涼しげにお嬢様は言い、長い髪がひらりと流れた。





　　　　○





「日下部の妹は、泉のことが好きだったようです」


　珍めずらしく二年Ｄ組の教室まで来て巫城のお嬢様が言う。一年生はまだ月イチの試験中で、二年のほうが帰りが早い。ぼんやりと教室で泉ちゃんの試験が終わるのを待ってたところ、巫城のお嬢様登場って話。


「要するに、藤倉に嫉妬していたんですね。いつも傍に居て、泉は楽しそうに笑っている。あの男さえいなくなれば──なんて、そこまで考えたかは分かりませんが、ともかく自分の気持ちを何らかのかたちで発はつ散さんさせておきたかった」


　そして兄が脅迫状を作っているのを発見し、それに便乗しようと考えた、と。


　ただし行動派じゃなかった兄はまったく何もせず、行動を起こした妹の姿は目立ちすぎるほど目立ち、目撃者多数だったため春太があっさり情報を入手。そして犯行は明るみに──ってお間抜けすぎる犯人だね、まったく。


「嫉妬かぁ。怖こわいもんだねぇ」


　まるで他ひ人と事ごとのように言ってしまう。何にせよ泉ちゃんのことが好きで俺を狙ねらうってのはあってもその逆は無いからひと安心。同級生の嫉妬程度ならちょちょいのちょいで回かい避ひしてみせるさ！……さすがに砲丸はヤバいかもしれないけど。


「怖いですよ、嫉妬は」


　変に含ふくみを持たせたお嬢様の視線に背せ筋すじがぞくりとする。


「藤倉に好意を持った女性が、泉を狙う、なんてことはあり得る話です」


「……好意を持った、ねぇ」


「それこそ全財力を持って潰つぶしにかかったり──」


「な！」


　巫城のお嬢様はいたずらっぽく笑って、「それは冗談ですけどね」と続ける。……生々しい冗談をありがとうお嬢様。


「そうそう、泉から手紙を預かってます。忘れないうちに渡しておきますね」


　それはピンクの可愛らしい封ふう筒とうで、しかもハートのシール付き。あの無味乾燥で無愛想な茶封筒とは大違い。もちろん中身も脅迫状じゃないだろう。


　今度は丁てい寧ねいに封を開けて、さて内容。





『トーマさんは《トップ３》にふさわしいとかふさわしくないとかそういうんじゃなくて、すっごく優しくてかっこ良くて、泉はトーマさんのことが大好きです。大好きだから、大切だって思います。だから今回のこと、話してもらえなかったことがちょっとさみしいです。でもでも、トーマさんのことはいっぱいいっぱい大好きだから、安心してください』





　お嬢様が耳元でくすと笑う。


「これは──また狙われちゃいそうですね」
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　　　　□□□





　朝の目め覚ざめは悪い。


　更さらにいえばテスト明あけという状じよう況きようが重なっていた。疲ひ労ろうしていた。疲ひ弊へいしきっていたと言って間違い無ない。連日続いた徹てつ夜やの疲れは、たった一晩では取れようもなかった。


　ぴぴぴぴぴぴっ、と鳴なる目覚まし時計を、うりゃ！　と片手一本で黙だまらせる。再ふたたびまどろみに落ち、夢ゆめの世界へまっしぐら。綺き麗れいなお姉さんとらぶらぶな展てん開かい希望！　ふかふかで柔やわらかくて──


　と、そこでほのかに漂ただよう甘あまい香かおり。


　いや最近の夢は凄すごいね進歩してるねブロードバンドでびっくり世界は繫つながるね。きっとバーチャルなんとかってやつだ。オー！　バーチャルザッツグレイト！　よくは知らないけどそんな感じ？


「トーマさん、朝ですよー」


　続けて聞こえる甘い声。あどけなさの残る幼おさない声が優やさしくて心ここ地ちいい。頰ほおに触ふれる手も柔らかくって最高だ。このまま頭を撫なでてくれたら幸せで──と現実を理解しつつも狸たぬき寝ね入いりを決め込む。


　あとちょっとだけ五分だけ。そしたらなんとか起きるから。多分おそらくそのつもり。自信は無いけどがんばるよ、ぐぅ。


「早く起きないと遅ち刻こくですよ。起きてください」


　ぺしぺし。


　軽く頰を叩たたかれるが、知らぬ存ぞんぜぬで目は閉じたまま。まだまだ粘ねばって惰だ眠みんを貪むさぼる。だって眠ねむいのはしょうがない。低血圧なのが悪いんだ。断じて俺おれに責任は無い。だからお願いもうちょっと。あと三分。妥だ協きよう案あんであと三分を提てい示じします議長！


　しばらく沈ちん黙もくがあって、「えぅ……」と泉いずみちゃんの泣きそうな声が聞こえてくる。ありゃちょっと悪いことしたかなと思うと、


「えいっ！」


　という掛け声とともに鳩みぞ尾おちに衝しよう撃げき。


　ぐは！　と漏もれそうな声を寸前で止める。泉ちゃんが布ふ団とんの上にのしかかってきているのが重みで分かる。しかし、これはそれでも予想の範はん囲い内ない。続けて来る攻撃ももちろん予よ測そく済ずみ。


「トーマさん、朝です朝です朝ですよー」


　ぼむっ！


　マウントからのボディーブローには、腹ふつ筋きんに力を入れて耐え凌しのぐ。ここまで来たら意地がある。簡単に引き下がっては男が廃すたる──


「……トーマ、さん？」


　ぼむぼむっ！


　いやその泉ちゃん？　起こすにしても、少し力の加か減げんってものがあってね？　その拳こぶしの連打は何かこう、四角いリングを連想させるような──


　ぼむぼむぼむぼむぼむぼむぼむっ！


「ぶはあっ！」


　呼こ吸きゆうが止まる寸前、容よう赦しや無い乱らん打だに思わず声を上げて跳はね起おきる。的確に肝かん臓ぞうを狙ねらうとはなんたる技術、恐おそるべし。しかしこの小さな体にいったいどうしてこれだけのパワーが──と思う間もなく一大事。目が合った泉ちゃんは、その大きな瞳ひとみいっぱいに涙なみだを溜ためていて、


「泉、トーマさんがっ、死んじゃったかとっ、思って……泉っ、泉はっ……」


　待った待った待った！　そこはそんな展開じゃなくてむしろなかなか起きなかった俺が怒られるべきでそんな泣くところじゃなくていや息が出来なくて死ぬかと思ったのは間違ってないけど──って違う違う違う！


　どうにかしてこの状況を回かい避ひせねば！


「おはよう泉ちゃん！　いやぁ、起こしてくれて本当に助かる！　泉ちゃんが居いてくれて良かった良かった！」


　目一杯の笑顔で陽気に言い放つ。


　そして更にたたみかけるように、


「よし！　今日も一日張り切っていこう！」


　拳を高く突つき上あげる。


　泉ちゃんはそこでようやく笑顔を見せて、


「はいっ、おはようございますトーマさん」


　これでとにかくひと安心。ふぅ、と思わず息が漏もれる。


　泉ちゃんはぴょん、とベッドから降おりると、


「すぐに朝ご飯用意します！」


　二つに纏まとめた髪をぴょこぴょこと楽しげに揺ゆらし、とてとてと駆かけ出だす。そんな様子は小動物を思わせて愛らしい。泉ちゃんは高校一年だから歳としは一つしか変わらないはずだが、外見からすればもっとずっと幼おさなく見える。言ったら泣かれそうだけど。


　しかし朝ご飯かぁ……。そうだよなぁ、朝ってことは朝ご飯なんだよなぁ……と小さく吐いた息が溜ため息いきに変わる。ああ、それは今そこにある胃袋の危き機き。


　がちゃがちゃと不ふ穏おんな音を立て、しばらく経たつと、ずらりと並ぶはいつもの朝食。山やま積づみの目玉焼きは焦こげ焦こげで、ぷすぷす悲ひ鳴めいを上げている。


「いっぱい食べてくださいねっ！」


　ああ、もう胸むね焼やけ確定間違い無し。ほぼ鉄板で揺ゆるぎ無し。哀かなしい現実変化無し。


　食べないという選せん択たく肢しがそもそも頭に無いのは、この泉ちゃんの笑顔を曇くもらせたくないってことに尽つきる。いつかは料理が巧うまくなるという希望を胸に抱かかえ、もはや炭のような物体を口に運ぶ。


　じゃり、と明あきらかに目玉焼きとはかけ離れた音。そして広がる強きよう烈れつな苦味。


　……胃い薬ぐすりの在庫、まだあったよな。


　今日のところは、そこに希望を繫つなごう。





　さてこんなふうに朝が始まるのは、決して泉ちゃんと俺が兄妹だからという訳ではなく、かと言って恋人だからという訳でもなく、さらに言えば隣となりに住む幼おさな馴な染じみでお互い意識しつつもなかなか素直になれなくて──というくすぐったくなるような関係だからという訳でも無い。甲子園も目指してない。簡単に言えば、学園の制度によるものということになる。


　私し立りつ御み城しろ学がく園えん。十数年前にできたばかりの中高一貫の新設校でありながら、今や全国広くその名を知られた進学校。年々増ぞう加かする志願者に、大学より学園に入るほうが難しいという本ほん末まつ転てん倒とうな噂うわさも耳に入ってくる。


　学園の生徒は全すべて親元を離はなれた寮りよう生せい活かつを行おこなっている。Ａ棟とうからＬ棟までの合計12棟がいわゆる一いつ般ぱん棟と呼ばれ、二人から六人の共同部屋で日々を暮くらすこととなる。


　一般、というからには特とく殊しゆな例があることは明らかで、御城学園《トップ３》及および《パートナー》と呼ばれる生徒のみがＳ棟で暮らすことが許される。Ｓ棟においては一人部屋が原則として用意され、《パートナー》は《トップ３》の日々の生活を支ささえている。それこそなかなか起きようとしない《トップ３》を起こしにくることも──


　という訳で。


　決してらぶらぶな関係に基もとづいて泉ちゃんが起こしにきたという訳ではないことは強調しておきたい。御城学園二年《トップ３》藤ふじ倉くら冬とう麻ま、つまり俺の《パートナー》が泉ちゃんで、あくまでもその役割にのっとった行動ということになる。


「今日もお天気で嬉うれしいですねっ」


「そうだねえ」


「ぽかぽかで眠くなりそうです」


「そうだねえ」


「授業中、居眠りしちゃダメですよ？」


「そうだねえ」


「……トーマさん、聞いてますか？」


「そうだねえ」


「聞いて、ない……ですか」


「そうだねえ」


　くい、と袖そでのあたりを引っ張られる。


　見れば泉ちゃんは瞳にうっすらと涙を溜めていて、


「トーマさん……泉とおしゃべりは、嫌いやですか？　泉は邪じや魔まですか？　それなら──」


　しまったずっと空から返へん事じしてた！　いかんぞまずいぞどうすれば？　泣き出しそうな雰囲気をどうにかせねば！


　くるりと見回し状況確かく認にん。


　あれだ。あれでいこう！


「泉ちゃん！　あれ、あれ何だろね？　あんなに集まって祭まつりなのかな何だろね！　よし行こう見に行こう！　今すぐ行って見て来よう！」


　目をぐしぐしとこする泉ちゃんの手を引いて、何やら人だかりができている場所へ。それが何でもとにかくオッケー。ひとまずともかく話題転てん換かん。それでどうにか乗り切ろう。





　第一校こう舎しや玄げん関かん前まえ。


　掲けい示じ板ばんの前あたりには珍めずらしく人が集まり、ざわざわと話題は尽つきない様子。メモを取っている奴やつが居ると思えば、携けい帯たいで写真を撮とってる奴も居る。


　まだ試験発表じゃないはずだよな。二年はつい昨日きのうまでやってたし、一年や三年にしたって結果が出るには早すぎる。


　集まっているのはどちらかといえば女子生徒が多く、会話の切きれ端はしを拾ひろってみれば、「ねえ誰にする？」「やっぱ三年《トップ３》かな」「長なが峰みねさんあたり？」「阿あ久く沢ざわさんもいいかな」「二年もけっこういいよ」「秋あき月づきさん？　でも三年に比くらべたら落ちるって」「そうかなー、あたしどっちかというとマイナー志し向こうだから」「売れると嫌きらいになるってやつ？」「そうそれ」「ジャニーズだと？」「絶対ジュニア！」「関ジャニは？」「ネタが滑すべってるトコなんて最高」「二年《トップ３》ってもう一人居たよね。誰だっけ？」「巫み城しろさんじゃなくて？」「あともう一人」「あー、あの影かげの薄うすい」「秋月さんの周りをちょろちょろしてる奴っしょ」「フジなんとか」「フジテレビ？」「富士山？」「比ひ叡えい山ざん」「延えん暦りやく寺じ」「天台宗」「伝でん教ぎよう大だい師し最さい澄ちよう」「もう試験のことは忘れろーっ！」「ゴメンゴメン」「で、何だっけ？」「ま、いっか」「結果賭かけとく？」「いーねー」「賛成っ！」


　あの、俺がそのフジなんとかで二年《トップ３》なんですよすぐ隣となりに居るんですよお姉さまがた。うう、哀かなしくなってくる。同級生という可能性もあるが、それだとあまりに哀しすぎるため、三年生と思うことにする。春はる太たに『さん』付けなのは忘れよう。


　泉ちゃんはぴょんぴょん跳はねているが、人込みの向こうは見えないらしい。とはいえこっちもたいした身長じゃない。かろうじて、


『新聞部主しゆ催さい』


　の文字が見える程度で、それが何の話かは分からない。


「トーマさん、失礼しますっ！」


　泉ちゃんが不意に背中に跳とびついてくる。柔らかい感触に心臓が跳ね上がる。そのあのそれってどういう意い図とで？　と更にはその足を俺の肩に──ってあのえとそれってひょっとして？


「肩車ならきっと見えます！」


　ちょっと待ったそれはまずい！　と断ことわる間もなく、機き敏びんな動作は完了している。「高いですよー、ここからならちゃんと見えます」と楽しげな声が頭上から聞こえてくる。


　うう、顔のすぐ横にフトモモが。白いよ、ふかふかだよ、あったかいよ、もうダメだ。限界だ。心臓が爆音で連れん打だする。早く、早く掲示の内容を……。


「見えた？　できれば早く──」


　泉ちゃんは頭上で両手をぱたぱたと振ると、


「そのそのっ、泉、重いですか？」


「いや、そうじゃなくて」


　こっちの理性が切れる前に！


　そんな気持ちを察さつしてくれたのか、泉ちゃんはすぐに内容を読んでくれた。


「えっと、ですね。こう書いてあります。『新聞部主催、ミスター御城学園は誰か？　キミの一票が全すべてを決める！』──写真もいくつか貼はってあるみたいです」




[image: ]


　ミスター？　何だそりゃ。


　ともかく内容はこれでオッケー。それが目的問題無し。


　泉ちゃんをすとんと降おろす。


　とにかく心臓がやばかった。深しん呼こ吸きゆうひとつで気持ちを落ち着ける。健全な男子高校生に女の子が肩車なんて危き険けんすぎる……。


「あの、もう少し続きがあったような……」


　泉ちゃんが小さく呟つぶやくが、ま、それはたいしたことじゃないだろう。もう一度肩車なんてことになったら倒れかねない。





　　　　○





「簡単に言うとやな、男子版の学園人気投票ってトコやな」


　御城学園第一食堂、お昼時の喧けん騒そうの中、振ふられた話わ題だいにカンナが応こたえる。


　さて話題の《トップ３》、二年については全員がここに集まっていた。


　どんぶりを三つ並べ、その全てを平たいらげる勢いきおいなのが秋あき月づき春はる太た。二年《トップ３》の一人である。高身長で成せい績せき優ゆう秀しゆう、運うん動どう神しん経けい抜ばつ群ぐんのうえ、爽さわやかなルックスには嫌いや味みが無い。おおらかな性格は特に下級生男子に人気があり、時に兄貴アニキと呼ばれて慕したわれている。


　その《パートナー》は筧かけいカンナ。テンポの速い喋しやべりが印象的で、春太の扱あつかいに関かんしては、支えているというより、むしろ尻しりを叩たたいているという表現が相応ふさわしい。二人とも二年ということのせいか、親しい友人が馬ば鹿かをやっているように見える。それを恋こい人びと同士のノロケと見るのもありかもしれないが。


「はれってほひはんははひはっへは？」


　エビ天を頰ほお張ばりながら、カンナのすぐ隣に座すわる春太が言って、「食くいながら喋るなアホ春っ！」とカンナにすぱーん！　と叩かれる。


　そんな言葉でも巫み城しろのお嬢様には通つうじたらしく、


「女子の人気投票は批ひ判はんも大きいですから、中止にしたのかもしれません。倉くら田たの判はん断だんでしょう。前回のこともありますし」


　とお茶をすすりながら冷れい静せいに言う。淡たん々たんとした言葉であっても怖こわいぐらいの威い厳げんがあるのはその生まれと育ちのためか──と、こちらがもう一人の二年《トップ３》巫城都みやこ。御城学園理事長令れい嬢じようにして、巫城グループ会長の孫まご娘むすめという、絶ぜつ対たい無む敵てきのお嬢様。普段は近寄るだけでも緊張するが、春太が居るなら大丈夫。こっちも普通に会話できる。二人きりだと厳きびしいものがあるが。


　巫城のお嬢様の《パートナー》は真っ黒な和服がトレードマークの八や千ち代よちゃんだが、さっきからまるで人形のようにじっとお嬢様の傍そばに立ったままで、まるで言葉を発しない。ただこれはいつものことなので気にしないでおくとしよう。


「しっかし、あれって三年《トップ３》が大抵上位を占しめるんやろ？　なんかおもろないなぁ」


「在ざい籍せき年数が多いほど人の印象には残るものです。仕し方かたの無いことでしょう」


「でもなぁ、やっぱうちは春やんが人気やないと納なつ得とくできへんな」


「人気があると、それはそれで困ったこともあるのではないですか？」


　カンナは小さく苦く笑しようして、


「ま、それも一理あるな。今でさえラブレターの廃はい棄きに追われとるぐらいやし」


「ほまへ、ひつのはにほんなほほ！」


　春太がもごもごしながら喋り、「食いながら喋るな言うとるやろ！」と再びカンナの平ひら手てが飛ぶ。なんとも哀あわれな。同情する。


「そーいや、予想もついとったな。なんか競けい馬ばみたいやな。春やんは△やった。二位までならなんとかってトコか」


　予想？　そこまでは見てなかった。そうなると気になるのは自分のことで、


「俺ってどうなってた？」


「×です」


　八千代ちゃんが冷たくそれだけを言う。今までずっと黙だまっていただけに、その言葉に重みがある。そうか、バツかバツなのか、とほほ……。そりゃぱっとしない容よう姿しに加くわえて成せい績せき最さい下か位いの人間がどの程てい度どの人気なのかってことは自分がよく分かっているが、改あらためて第三者評価を受けるとなかなかに堪こたえる。


「トーマさんが×なんて納得できません！　泉、抗こう議ぎしてきます！」


　今にも駆かけ出だそうとする泉ちゃんを、巫城のお嬢様が「落おち着つきなさい」とたしなめる。


「人の価値というものは、他人の評価で決まってしまう訳ではありません。それは、泉も分かっていることでしょう？」


　お嬢様が優やさしく言い、「えぅ……」と泉ちゃんが足をぴたりと止める。


　カンナはうんうんと大きく頷うなずきながら、


「それにな、×は別にダメダメってこととはちゃうで。注意ってことやな」


「……注意、ですか？」


　泉ちゃんはきょとんとして小首を傾かしげる。


「せやせや、一部に人気があるってことやな」


「一部に」


「それ以上は言わんのが華はなやろ？」


　カンナが楽しげに微笑ほほえんで、泉ちゃんはすとんと椅い子すに腰こしを下おろす。「それなら泉も納得です」ともう笑顔に戻っている。表情の変化がなかなか忙いそがしい。


「票が全まつたく入らないと、ひょっとして罰ばつゲームがあったりする？」


　とりあえず聞いておく。まず前ぜん提ていとして、俺に票が入らないのは間違い無い。一部の人気もまずないだろう。それでも一応《トップ３》な訳で、その実質がどうあれ、優すぐれた人間が選ばれてるってのが一般の理解で、ならばなにがしかのペナルティーが──


「罰ゲームは無いとは思いますが──そうですね。《トップ３》票数ゼロという前例がないので何とも言えません」


「せやな。二年であってもある程度は票が入るってのがいつものことやし。ただトマぴょんは厳きびしいかもしれへんな。転校してきたってのがネックや」


　しかも成績は最下位で存そん在ざい感も希き薄はくで──となると、最悪の結果を予想するのは簡単なことで。予想というより確信に近い。


「Ｃ棟あたりに働きかけましょうか？　あそこなら票の取りまとめも難しくありませんが──もし、藤倉が望のぞむなら」


　組織票？　ひょっとして実じつ弾だんが乱みだれ飛とんだり？　その申し出はありがたいけど、


「いや、そこまでしなくても……」


　それが正直なところ。


　哀しいけどこれお祭りなのよね。そんなに必死にならなくてもいいはずだ。罰ゲームがもしあったとしても、少し耐えれば大丈夫。恥はじをかくのは慣なれっこだ。


　巫城のお嬢様は、くす、と小さく笑って、


「そうですか。しかし、票が入らない、ということはありませんよ。もちろん、私は藤倉に入れるつもりですし──」


「泉もです！　トーマさんに投票します！」


　泉ちゃんの声に癒いやされる。うう、いい子だなぁ……。ぽんぽんと小さな頭を撫なでておく。ありがとうありがとう。もちろんお嬢様にも感謝しておく。ついでみたいで申し訳無い。


　そこで授業開始五分前を告つげるチャイムが鳴り、食事中の生徒ががたがたと席を立つ。


「ほなまた放課後になっ」


　とカンナも席を立ち、引っ張られるように春太も連つれて行いかれる。


　お嬢様はそんな様子を楽しげに眺ながめて、


「それでは藤倉、また放課後に」


　と言い残して颯さつ爽そうと歩いていく。一つ一つの行動全すべてが様さまになっているのはさすがに巫城のお嬢様。ぴたりと寄より添そうように歩いてく八千代ちゃんの姿も含ふくめて、まるで一つの絵のようにはまっている。


　しかし放課後？　なんかあったっけな。約束なんてしてないはずだけど。


「いったい、何だろね？」


　泉ちゃんは訳が分からないといった様子でこっちを見上げる。ま、そりゃそうだ。





　　　　○





　授業の合間の休きゆう憩けい時じ間かん。


　そこでも例の人気投票は話題となり、


「おー、藤倉。大変だな」「史上初の得票数ゼロを期き待たいしてるぞ」「逆トップと呼よばれる本ほん領りようを発はつ揮きしろ」「一万円出せば票を入れてやる」「いや、あれ女子限定らしいぞ。投票するの」「じゃ女じよ装そうするか。そんな訳で一万円出しやがれ！」「待て、ネタ的には票ゼロのほうがおいしい」「ゼロになったらあれだろ？」「あー、そんな噂うわさあるな」「Ｓ棟追おい出だし」「学がく園えん追つい放ほう」「さよなら藤倉冬麻」「じゃあ俺Ｓ棟行こう。泉ちゃんとらぶらぶ」「ロリコンは死ね」「うるせえ！　そもそも一年だろあの娘コ」「条じよう例れい違い反はんだ条例違反」「何を！　それなら藤倉が既すでに条例違反だろ」「あー、そーいやそうだな」「ごもっとも」「で、いつ捕つかまるんだ藤倉は」「手紙ぐらい出すからな」


　……好き勝手言うなぁ、お前ら。クラスメイトの友情をびしばし感じる。票数のあたりは反論する余よ地ちも無く、ただただ項うな垂だれるばかりでどうしようもない。かっこ悪すぎるぞ藤倉冬麻。もう少しちゃんとしろ！　努力しろ！　そろそろ泉ちゃんに愛あい想そつかされること間違い無しだ！


　ってな訳で。


　とりあえずは真ま面じ目めに授業を受けるというところに落ち着く。数式やら公式やら文法やら年号やらを詰つめ込こみ詰め込みひたすら詰め込みぐつぐつ煮に込こみ──一日の授業が終わる頃ころにはショート寸すん前ぜん疲ひ労ろう困こん憊ぱい。煮込みすぎで焦こげ付つく手前。


　机に突っ伏し脳を休める。


　うぅ、せめて成績を、成績をなんとかすればきっと……。そんな言葉だけがぐるぐる回る。身長や容姿はもう今更どうしようもないのだ。努力でどうにかなるところをなんとかしよう。それが唯一できることだ。


「藤倉さん居ますかっ！」


　突然の大きな声に教室内がざわつく。帰り支じ度たくをしていた連中もそちらを向き、当然藤倉であるところの俺も声のしたほうに顔を向ける。同どう姓せいのやつって居なかったよな？　確か。


　一年生らしいボブカットの女の子がたたたっと駆け寄って来て、


「大変なんです！　すぐ来てください！」


「え？　その、いったい何が──」


「助けてください、とにかく屋おく上じように」


「屋上？」


「大変なんですってば！」


　ぼんやりした受け答えに業を煮やしたのか、女の子は俺の手をがしっ！　と摑つかんで、


「とにかく早く！」


　と走り出す。


　半ば引っ張られるようについて行くが、女の子は大変です大変ですと連呼するばかりで何がなんだか分からない。ただ狼ろう狽ばいしているのは伝わってくる。慌あわてた様子は見ていて分かる。それだけ一大事ってことか。屋上に宇宙人とか？　まさかね。





　ばん！


　勢い良くドアを抜けると視し界かいが開ける。


　第一校舎屋上、普段はせいぜい昼時にお弁当を並べたカップルたちが「はい、あーん」「あーん」「おいしい？」「おいしいよ」「ヒロくん大好きっ！」「僕ぼくもだよみっちゃん」なんて和なごやかで穏おだやかで、ちくしょう羨うらやましいぞこの野や郎ろう！　なんてやり取りが繰くり広ひろげられる場所ではあるが──


「俺はもうダメだ！　もう終わりなんだ。死ぬんだ死んでやるんだもう死ぬって決めたんだ！　うわああああああああああああっ！」


　絶ぜつ叫きようが聞こえる。


　声の主ぬしは屋上の鉄てつ柵さくに手を掛け、今にも体を空に放ほうり出そうとしている。来たと同時にその台詞せりふを叫んだあたり、少し胡う散さん臭くさくはあるが、確かに一大事だ。どうするいったいどうすれば？
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　そりゃ助けなきゃとは思う。人の命がかかってる。どこまで本気か分からないが、最悪のケースを考こう慮りよに入れて動かなきゃいけない。駆け寄って体を押さえる──ってダメか、距離がありすぎる。


　ボブカットの女の子は、


「さっきからあの調子なんです。なんとか助けてください」


　と耳元で囁ささやく。


「……その、なんで俺に？」


「あのっ、それはっ」


　少し慌てた様子の後、


「あの人が、藤倉さんを呼んで来いって──」


　男をちらりと眺める。どこかで会ったことがあるだろうか。記憶にない。目のあたりまで伸のばした前髪が印象的で、知り合いなら忘れるはずはないけど──


「巫城のお嬢様に連絡しといてくれる？」


　巫城のお嬢様なら、校舎の真下にマットを用意するぐらい簡単なはずだ。まず一つ手はうった。ならば俺がすべきは時間稼かせぎ。その一点に尽つきる。全ての準備が完かん璧ぺきになるまで、なんとか彼を落ち着けよう。


　ゆっくりと刺し激げきしないように近付くが、


「来るな来るな来るな！　お前なんかに俺の気持ちが分かるはずないんだ────っ！」


　再び叫ばれ、足を止める。


　こんなときはどうするか。まず原げん因いんが分からなきゃどうしようもない。何か言いたいことがあるはずだ。それが故ゆえの絶叫だろう。分かるはずないってことは、分かって欲しいってことの裏返しだ。


「あの、名前聞いてもいいですか？」


「俺は倉田って──そんなの関係ない！　どうせ死ぬんだ関係あるか！　お前に名乗る名など無い！　ちきしょうちきしょうちきしょうめ！」


　ボブカットの女の子が表情を青ざめさせる。知り合いだったんだろうか。そういえば倉田って名前はどこかで聞いたような──って待て待て待て！


「早く巫城のお嬢様を！」


「は、はいっ！」


　体をびくりと震ふるわせて、女の子は走り出す。


　しまった既にタイムロス。頼むよお願い急いそいでよ。正直あまり時間が稼げそうな気がしない。会話になるか自信が無い。


　もう一度、ゆっくりと彼に視線を向けて、


「あの、落ちたらきっと痛いですよ。その、えっと──」


　落ちたら痛いってそりゃそうだよな。痛くなきゃ死なないだろうし。それよりもっと、飛び降りるのを思いとどまらせるような言葉が、何か──


「掃そう除じも大変かなぁ、とか」


「うわあああああああああああああ！」


　ダメだ逆効果だ！　軽い調子はまずかった！　こんなのがいいって何かで読んだ気がしたんだけどなぁ……。後こう悔かいしててもしょうがない。やっぱり付つけ焼やき刃ばは無理がある。自分なりの方法でいこう。


　幸さいわいにして、飛び降りる寸前まで行ったやつのことは良く知ってる。ある程度はそんな想おもいも理解できる──って自分のことだけど。かなり忘れたい記憶なのは置いておこう。


　ゆっくりと息を吸い込んで、深呼吸する。


　そして、静かに。


「死ぬなんて、言わないでください。死ぬことでなんて、何も解決しないですよ、絶対に。他人の気持ちは分からないけど、でもそれは、誰だって同じことで、だから傍に居たいって想おもうんです」


　そこで一度言葉を切る。正直かなり恥ずかしい。それでも優ゆう先せんするのは人じん命めい救きゆう助じよ。照れててもしょうがない。想いをゆっくりかたちにする。


「もし、大切な人が居るなら、大切に想う人が居るなら、大切に想ってくれる人が居るなら、死ぬなんて──」


「俺にはそんな人なんて居ないんだ！　止めたって無む駄だだ俺は死ぬんだ！」


　説せつ得とく失敗あっさりと。


　神様、人は永遠に分かり合えないのですか──と感かん慨がいに浸ひたっている暇は無い。


　方向転てん換かん実力行こう使し。


　隙すきをうかがって捕まえてやる。瞬しゆん発ぱつ力りよくには自信がある。辿たどり着くまでは数秒か？　ただ少し注意を逸そらす必要がある。ならどうするか考えろ。助けるためにはどうすればいい？


　男はにやりと笑うと、


「お前はいいよな《トップ３》だもんな。毎日女の子といちゃいちゃして幸せだよな。泉っていったかあの娘。いいよな何でも言うこと聞くんだろ？　男の夢だよな。それこそ想いのままに従したがわせて──ああああああもう死ぬダメだ死んでやる！　モテない人生さようなら！　サンキューグッバイマイライフ！」


　……そこなのかコンプレックスは？　なんだか同情してきた。更にいえば共感してきた。ああ、男ならモテたいよねそうだよね。モテたくて待まち伏ぶせっスよねホントにね。ついでにいえばパーマネント。


「いやその、《トップ３》っていっても、決してそんないいものでは……」


「そ、そうなのか？　いや騙だまされるか！　幸せな学園ライフを送るやつに俺の気持ちが分かってたまるか！　来るな寄るな近寄るな！　これ以上来たら飛び降りてやる！」


　それでもゆっくり距離を詰つめ、ぽつりと哀しげに呟いてみせる。


「真っ黒な目玉焼きって食べたことありますか？」


「え？　そんなの無い、けど。いったいそれはどういう」


　どういうものだろう。そしてどういうことだろう。それはおそらく炭なんだろう。有機化合物の最終形けい態たいとも言える。


　そんな会話はともかくとして、じわりじわりと距離を詰める。


「毎朝、腹いっぱいに食べて来てるんですよ。焦こげ焦こげの目玉焼きを。正直死にそうです」


「そんなの、食べなきゃ──」


「でも食べるんですよ。食べなきゃいけないんです。胃薬が通常の三倍いります」


　更に一歩ずつ前へ。気付かれないようゆっくりと確実に。


「そんな《パートナー》ダメじゃないのか？」


「……ダメじゃ、ないですよ」


「何で？」


「それは《パートナー》だからかもしれないですけど、いつも一いつ生しよう懸けん命めいで、それには応こたえなきゃって思ってます。相応ふさわしい《トップ３》にならなきゃって思います。努力してるんですよ俺なりに。辛つらい部分もありますけど、それでもなんとか頑張れるのは──」


　そこでぴたりと足を止め、ふぅ、と息を吐はく。ひとまずこれにて準備完了。ならば最後は言っておこう。


「泉ちゃんは、大切な人だからだ！」


「ノロケかよこんちくしょう！　俺は死ぬ死ぬ絶対に死ぬ──」


　地面を蹴ける。一直線で駆け寄る。


　飛び降りようとする男の体を寸すん前ぜんで摑む──つもりだったが、空から振ぶった。


　なんでちゃんと飛び降りないんだよ馬鹿馬鹿馬鹿！　こっちの都つ合ごうもあるんだぞ！


　男は「うわっ！」と体を屈かがめ、まったくもって飛び降りる気配無し。もともとそんなつもり無かったのか？　まったく迷惑な話だ。最悪だ。豪ごう快かいに空振った俺はどうなるかというと──


　ふわり。


　空中に体が投げ出される。ぐるりと視界が回って鉄柵が遠ざかる。いやいやそれでも大丈夫。下にマットがあるはずで──ってちらりと見ればマットが無い。何な故ぜだ！　さっきの女の子は何してたんだ！　それとも時間稼ぎが足りなかったか？　いや充分に稼いだはずだってそんなこと考えてる暇は無い！


　死ぬのか死ぬのか死んじゃうのか？　地面に激げき突とつでさようなら？　ああ、もうダメだ短かった俺の人生に乾かん杯ぱいだ！


　不意に。


　がし！　と右手を摑まれて、間かん一いつ髪ぱつで踏ふみ止とどまる。助けてくれたのは秋月春太。さすがに二年《トップ３》。頼りになるよ春太さん。うう、本当に良かった死ななくて。


　そこで。


　オオオオオオオオオオオオオオ！


　と歓声が上がる。


　かろうじて視線を向けると、どこに隠れていたのか屋上にはかなりの人が居て、


「秋月さんかっこいい！」「シナリオにしちゃ凄すごすぎる！」「しっかしあれスタントマン無しとは！」「藤倉ってのもなかなかやるな」「さすがは二年《トップ３》！」「ちょっと見直しちゃった」「最後の台詞せりふも素敵じゃない？」「大切な人で、っていいなぁ」「あんなふうに想われたいね」「さてもう一度盛せい大だいな拍手！」


　鳴なり止やまない拍手の中、春太は苦笑を浮かべると、


「しかしトーマス、お前アドリブ多すぎないか？　新聞部から聞いてた話とかなり違ってたんだが──よっと」


　そのまま引き上げられる。


　え？　その、状況を把は握あくできていないのって俺だけ？


　見れば飛び降りようとしていた彼は満面の笑みで、
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「いやあ、藤倉くん、いい演技でしたよ！　僕もシナリオを書いた甲か斐いがある！　細かい部分でかなりアドリブはあったけどそれは全く問題無しだ！　大成功だ！」


　と腕を組んでは頷いて、


「元々僕は人気投票で二年が不利なのが納得いかなくてねえ」


　何やら一人で納得した様子。


「トマぴょんなかなか良かったで！　最後においしいところを春やんに持っていくあたり最高や！　いやあ、これで人気投票も期待できるな！」


　カンナが陽気に楽しげに現あらわれる。


　少しずつ現状が理解できてくる。


　ひょっとして、みんな見てたってことなのか？　それはちょっと恥ずかしすぎる。時間をなんとか巻き戻してくれ！　台詞をいくつか削さく除じよ希き望ぼう！


「朝食の台詞については、耳を塞ふさぎましたから、安心してください。それにしても、泉は幸せですね。大切な人、ですか。そんなふうに言われてみたいものです」


　巫城のお嬢様が小さく微笑ほほえむ。泉ちゃんはその手の中でばたばたしているが、お嬢様が手を離すと、すぐに抱きついてきて、


「トーマさん、こんなお芝しば居いするなんて、泉知らなかったです。どうして教えてくれなかったんですか？　しかも主役です！　泉、見てて楽しかったです！」


　芝居ってなるほど。つまりは放課後ってそういうことか！　でも俺、そんなこと何にも聞いてない──


　ふと、視界に入ったボブカットの女の子は口パクで、「ごめんなさいごめんなさい」と何度も何度も頭を下げる。


　それは言い忘れなのか演出なのか。慌てた様子もそういうことで──と、かなり納得いかない思いはあるものの、


「いやあ、まああれぐらいはちょろいもんですよ。アドリブは全て計算ですよ。いやあ、新聞部部長倉田さんの脚きやく本ほんは本当に素晴らしかった！」


　強がりの台詞でがっちりと握手。


　脚本なんて全く読んでないなんてことは、言わないほうがきっと幸せだ。


　ちなみに。


　確認してみたところ、掲示板にあった記事の最後には、確かにこう書いてあった。


『二年《トップ３》、秋月春太と藤倉冬麻による迫はく真しんの演技を、本日放課後第一校舎屋上にて開催！　全校生徒は刮かつ目もくして待て！』


　そりゃ最後まで見なかった俺が悪いといえば悪いんだけど、誰か教えてくれても──って、なるほど。知らないはずないって思うのが普通かね。納得。





　　　　○





　ぴぴぴぴぴ。


　相変わらずの朝を告つげる目覚し時計を、片手一本で黙らせる。昨日はホントに疲れたよ。なんだよあれは騙された。恥ずかしい台詞はべらべらで、穴があれば入りたかった。むしろ自分で掘ほって埋うまりたいぐらいで──


「トーマさん、朝ですよー」


　いつもの朝の始まりの声。それでも今日は眠りたい。何せ昨日のダメージがある。ちょっとなかなか立ち直れない。


　奥歯を嚙かんで、腹ふつ筋きんに力を込める。少々のボディブローぐらい耐たえてみせる。耐えられる。何せ疲労の大半は精神的なものだ。


　そんな覚かく悟ごとは裏腹に。


　ふわ、と髪が頰を撫でる感触。くすぐったいが我が慢まんする。


　続けて。


　ちゅっ。


「ななななななななななななっ！」


　がば！　と跳ね起きる。耳まで熱い。


　まさかそんな手でくるとは反則だ！　不意討うちだ！　聞いてない！


　目が合った泉ちゃんは、にこと微笑んで、


「おはようございます、トーマさんっ」


　と小さく跳ねる。


「えへへー」


　泉ちゃんは楽しげな様子で、


「昨日のお礼です」


「……お礼？」


　さて何のことだろう。昨日といえば例のアレか。屋上でばたばたで、気付かずに行動してた。とりたてて泉ちゃんのために何かってことは無かったと思うけど──


「嬉しかったです。ずっと不安だったんです。トーマさん、何も言ってくれないから。泉のこと迷惑じゃないかなって。邪魔だって思ってないかなって。一緒に居るの、嫌じゃないかなって、でも──」


　泉ちゃんは眩まぶしげに目を細めて、


「昨日の言葉、凄すごく嬉しかったです」


　屋上のやり取りはほとんど聞かれてたんだなと今更に思う。巫城のお嬢様、ピンポイントで焦げ焦げの目玉焼きの話だけ聞かれないようにしたのか？　さすがの判断力に感かん服ぷくする。いやどうせなら、全部聞かせないぐらいでも良かった。ちょっとこれは恥ずかしすぎる。結局のところ純じゆん情じようなのだ、男ってやつは。


　しかし、トドメの台詞はそのすぐ後で、言葉に出されると破壊力絶ぜつ大だい。


「トーマさん？　泉もトーマさんのこと、大切だって思ってますから」


　ばたり。


　そのまま後ろ向きでベッドに倒たおれる。恥ずかしさのため体温上昇。心臓は飛び出して駆かけ出だしそうなぐらい音を立てる。純情だからねそのそのその、取り扱いにはなにとぞご注意を──って、うぅ、情けない。


「だ、大丈夫ですかトーマさんっ！」


　慌てて駆け寄る泉ちゃんには、「大丈夫だから、こっちの問題だから……」となんとかその場で止まってもらう。


　ふぅ、と大きく深しん呼こ吸きゆう。心臓をゆっくり落ち着ける。


　泉ちゃんの頭をぽんぽん、と撫でて、


「あ、そういえば言い忘れてた」


「えぅ？」


　泉ちゃんがきょとんとした表情になる。


　あの台詞をここでもう一度言えるなら、そのほうがかっこいいのかもしれないが、さすがにそれには無理がある。だからここでは場に相応しく、


「おはよう、泉ちゃん」


「おはようございます、トーマさんっ！」


　そんなこんなで一日の始まり。焦げ焦げの目玉焼きがいつも通りだったのは言うまでも無し。ま、そこは気長に待つとしようか。





　さて後ご日じつ譚だんを少しだけ。


　結局、あの屋上のやり取りにより票数の上がったのは春太だけで、二年としては快かい挙きよとも言える票数を獲かく得とく、順位としても二位につけた。もちろん元々の人気によるものが大きいってところだろう。


　そして俺はといえば──得票数わずか１。


　巫城のお嬢様に尋たずねてみたところ、


「おかしいですね。私は確かに藤倉に入れたのですが──」


　と首を傾げ、そして、


「それなら、今から新聞部に抗議に行きましょうか。ついでもありますし」


　と思わせぶりに微笑む。


　いやいやそこまでしなくても──という反論を封ふうじるように、お嬢様は悠ゆう然ぜんと歩き、辿たどり着ついたのは別館、新聞部の部室前。


　ドアの前で足を止め、巫城のお嬢様は、唇の前に人差し指を置く。黙って、ということだろう。言われるままにしてみれば、聞こえてくるのはこんな会話で──


『なんとか元は取ったってところか？』


『ぎりぎりで黒字ですね。秋月春太が二位になったのが大きいです』


『ま、成功だったか』


『しかし、藤倉冬麻はなんですかね』


『あれが来てりゃ、大黒字だったんだが──』


　どがん！


　と叩き壊すぐらいの勢いで、巫城のお嬢様はドアを蹴け飛とばし、新聞部の連中は慌あわてて机の上の紙し幣へいやら小こ銭ぜにやらを隠そうとする。


　引きつった笑いを浮かべるのは、新聞部部長の倉田で、


「はは、巫城君、そんなに突然──」


　巫城のお嬢様は、無言のまま近寄り、にこりと微笑む。


　冷たい笑みに、空気が凍こおりつく。


　そして不意に、がん！　と机が蹴り上げられ、お金がじゃらじゃらと散ちらばる。


「ああっ！　今回の収入が！」


　慌てた様子で床に這はいつくばる倉田に、巫城のお嬢様は悠然と、そして笑えみを絶たやさないままゆっくりと言う。


「こうしたイベントを、賭かけに使わないよう、前回も言ったはずですが？」


「そ、それはっ！」


「何か言い訳でも？」


　倉田は唾つばを飲のみ込こんで、


「女子は中止したじゃないか！」


　ばちん！


　吹ふっ飛とぶ倉田をやれやれ、といった様子で眺め「同じことです」とお嬢様。


　なるほど芝居の陰には欲よく深ふかな新聞部の姿があったという訳で。


　それでも「得票の内容については教えることはできない」と、頑かたくなに首を振ふるのは新聞部部長のプライドか。ただ一票、かなり目立つ無効票があったらしく、それについては見せてくれた。誰に宛あててのものかは一いち目もく瞭りよう然ぜんで、思わず顔がにやけてくる。ただ、こっちもがんばらなきゃって思えてくるのは、せめてその想いに見合っただけのものが欲しいってところ。いつまでも情けないばっかりじゃいられない。


　それは小さな用紙にはみ出そうなほど元気な文字で、こう書いてある。


『トーマさんが一番ですっ！』


　泉ちゃん、ちゃんと本名書かないと無効票になるんだよ──ってまぁ、それでもいいけどね。
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　　　　□□□





「春はるさん卑ひ怯きようです！　正々堂々と闘たたかわないなんて男らしくないです！」


　ぷー、と頰ほおをふくらませて泉いずみちゃん。


　そんな言葉に、春はる太たは全く動どう揺ようした様子も無く、


「ん？　これも作戦のうちなんだっての」


「逃げるなんてかっこ悪いです！」


「かっこ悪くとも、勝利こそが勝しよう負ぶにおいては重要だな。特に残り時間が少ないならボールキープが最優先だ。トーマスは知ってるだろ？　あの時、日本がなりふり構かまわず時間稼かせぎしてたら──」


　つらつらと春太のサッカー講こう釈しやくが始まるがこっちはそれどころじゃない。なにせ真剣勝負なのだ。たかがテレビゲームとはいえ昼食一食分がかかっているのだ。弱肉強食言い訳無用。勝てば官かん軍ぐんおめでとさん。


　ってな訳で、ただひたすらに画面上の選手を操あやつってボールを奪うばいにかかる。俺のすぐそばにちょこんと座すわる泉ちゃんは、二つに纏まとめた髪をぴょこぴょこ揺ゆらしながら、「ずるいです春さん最低です、かっこ悪いです卑怯です、根性悪です意い気く地じ無しです！」とエキサイト真っ最中。ああ、ここはきっとホームスタジアム。藤ふじ倉くら冬とう麻まは皆さんのっ、皆さんのために頑がん張ばる所しよ存ぞんであります！　ん、これは街がい頭とう演えん説ぜつだ違う違う。ああそうしてる間に時間が時間が、終了のホイッスルが──


　ぴりりりりりりりりりりりりりっ！


　え？　最近のテレビゲームって凄すごいなさすがは最新バージョン。まるで本当にドアの向こうで笛ふえが鳴なってるようなリアルさが──


　ばたん！


　ドアが勢いきおい良く開けられ、立て続けに、


「あかん！　春やんトマぴょんそらあかんで！　あかんあかんあかんっ！」


　突とつ然ぜんの侵しん入にゆう者しやは、俺と泉ちゃんと春太、三人のちょうど前までつかつかと歩み寄ると、


「ぽちっとな」


　足でゲーム機のリセットボタンを押し、


「ああっ！　カンナお前何するんだよ！」


　春太が声をあげる。泉ちゃんは突然の出来事にきょとんとしたままで、俺はといえば、助かったカンナこれで勝負は無しだ！　とこぼれる笑みがおさえられずにいる。


　場所はいつものようにいつものごとく、学園寮りようＳ棟とう春太の部屋。休日にだらだらテレビゲーム、というシチュエーションに緊きん張ちよう感かんを持たせるべく、昼飯賭かけてのひと勝負。そこに泉ちゃんがやってきて、更さらにはカンナまでやってくる──という、まあよくあるといえばよくある事じ態たい。


　どういう訳か、笛を首にかけ、更には青と黒のサッカーユニフォームに身を包んだカンナは、すぃ、と腕うでを平行に走らすと、腰こしに手を置きポーズを決めて、


「書しよを捨すて、フィールドへ出よ！」


　高らかに宣せん言げんする。


　いや捨てたの書じゃないし。そもそも突然、出よなんて言われてもな。そりゃ休日にテレビゲームってのは不健康に違いないけど。


　春太は小さく苦く笑しようして、


「なるほど、球きゆう技ぎ大たい会かいか……」


「さっすがうちの春やんやな！　分かってくれて嬉うれしいな！　これが気持ちが通じ合っとるってことやな！」


　カンナは満面の笑えみで春太の首に抱き付き、「ならうちの言いたいことも分かるやろ？」と耳元で甘く囁ささやく。そんな様子はらぶらぶ全開のカップルを思わせるが、春太はといえば、「もう少しで昼飯ゲットだったのに……」と溜ため息いきひとつで頭を抱かかえている。


　諦あきらめろ春太。振り回されるのは宿しゆく命めいだ。


「そういえば来週ですねっ」


　泉ちゃんが楽しげに言う。


　ん？　来週？　話の流れからすれば球技大会のことか。あんまり何も思ってなかったけど、この展開からすれば、次の台詞せりふは──


「泉、いっぱいいっぱい応援します！」


　見上げた泉ちゃんと目が合う。


　期待に満ちたまなざしに、心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにされる。そうなると出てくるのは当然、


「任まかしとけ泉ちゃん！　大だい活かつ躍やくの姿をきっと見せるから！」


　なんて景気の良い言葉。意い気き込ごみだけはいつだって全開。それがお調子者のサガなのだが──球技とはヤバイねこりゃまた。走るだけとか跳とぶだけとかならなんとかなるんだけどな。鬼ごっこはどうだろう？　って球技じゃないうえに、高校生がやるのはどうなんだ。いやいや良いよね鬼ごっこ。女の子が「きゃー」なんつって逃げる姿にどきどきするよね鬼ごっこ。ごっこ繫つながりでお医者さんごっこなんてどうだろう。「メス」「はい」「腰よう動どう脈みやくを止し血けつだ、急げ！」「先生、もう無理です！」「諦めるな！」「でも、もう」「助けるんだ！」……なにゆえこんな展開に。生々しすぎるため妄もう想そうから離り脱だつ。


　さて問題は種しゆ目もくだが──


「サッカー、だな」


　意い図とが通つうじたのか春太が言う。


　まぁ、カンナの服装から判断すれば、あっさりと想像のつく種目ではある。春太はにやりと微笑ほほえむと、


「だいぶボールは蹴けってないけど、ま、そこはなんとか──」


「あかんあかんあかん！　春やんは一番やないとあかん！　せやから」


　たん！　と跳はねるように立ち上がると、


「春やん、今から特訓や！」


　カンナは高らかに言い放ち、春太の襟えり首くびを摑つかむと、１９０センチオーバーの体をものともせず、ずるずると引きずっていく。


「はは……、じゃあな、トーマス」


　去さり際ぎわの弱々しい言葉が、なんとも痛々しく、心の中で小さくこう呟つぶやいた。


　……春太、生きて帰れよ。





　　　　○





　少し走っただけで息が切れる自分の体がなんとも情なさけなく思えてくる。球技大会に備そなえて、せめてランニングでも、と思ったまでは良かったが、日頃の運動不足は誤ご魔ま化かしようが無い。しょせんは付つけ焼やき刃ばの努力ってところか。


「……ふぅ」


　桜さくら並なみ木きのベンチに腰を下ろす。


　常じよう夜や灯とうの明かりにぼんやりと照らされながら、ごそごそと飲み物を取り出す。


　ついでに小さな紙皿を取り出して──


「おーい、居いるんだろ？　今日も来たぞー」


　静せい寂じやくは一瞬で。


　わぅん！


　草むらからフットワークも軽く、ぴょんと出てきたのは一匹ぴきの子犬。黒の毛並みに、鼻のあたりがわずかに白い。嬉しそうに駆け寄って来る様子に思わず笑みがこぼれてしまう。


　子犬は紙皿に注がれたミルクに舌したをつけると、勢いきおいよく飲み始める。


　こっちはこっちで買っておいたスポーツドリンクで一休み。喉のどの渇かわきを潤うるおして、ちらりと子犬に目をやる。


「……腹減へってたのか？」


　飲み物をやって数日だが、いつも居るってことは待ってるってことだろう。迷まよい込こんできたのか捨てられたのか、ともかくこのままって訳にもいくまい。暖あたたかいうちはいいとしても、冬が来れば屋根のある家が必要だろう。


　Ｓ棟とうで飼かえれば一番良いんだけど──どうなんだろね。巫み城しろのお嬢様あたりに反対されそうだな。「また藤倉は考え無しに」なんて睨にらみつけられる気がする。でもなぁ、このままって訳にもいかないし。こっそり連れ込めばなんとかなるか。泉ちゃんなら許してくれるだろう。


　ミルクを飲み終えた子犬は、嬉しそうに足に擦すり寄よってくる。その頭をがしがしと撫なでてやる。


「おー、満足したか？」


　わん！　と一声、返事のように。


「今度は一緒に散歩でもするか？　こっちも運動不足だし、お前散歩好きだろ？」


　わん！


「そーかそーか。んー、そうなると名前もつけてやらなきゃな。いつまでもお前って呼ぶのもなんだかなぁ」


　毛並みからクロってのはどうだろう。そりゃいかにもか。もうちょっと工夫してやらなきゃな。黒いイメージ黒いイメージ……お！　あったあった。いつも黒服に身を包んだ──


「ミヤコってのはどうだ？」


　わん！　と返事をするより早く、


「呼びましたか？」


　と後ろから。突然の声に「ひっ！」と声をあげて振ふり返る。


　そこに、薄明かりの中に、ぼんやり、浮かぶのは、白い、人の、生首、で──


「私です藤倉」


　す、と現れたのは、Ｓ棟寮りよう長ちようにして御み城しろ学がく園えん理事長令れい嬢じよう、巫城のお嬢様こと巫城都みやこで、


「そんな変な顔をしないように。まさか忘れた訳ではないでしょう？」


　髪を軽くはらうと、不満気に呟つぶやく。


「え？　その、どうして、ここに──」


「また脱走かと思ったのですが──そういう訳でも無いようですね」


　巫城のお嬢様が『脱走』と言うのは、俺が以前何度もこの御城学園から脱走を試こころみようとした、という前歴があるからで。とはいえあれだけ失敗してたらもう無理だって分かってる。そもそもここでの生活が長くなって、それなりに愛着も湧わいてきてるってのが正直なところ。今更別れるとなれば、それはそれで辛つらくなると思ってる。


　巫城のお嬢様は冷たい視し線せんを子犬に向けると、


「……こういったことは感心しませんね」


「いやその、名前をミヤコにしようとしたのは、ほんの冗談で──」


「そんなことを言っているのではありません」


　腕を組んだお嬢様は不満気な様子で、


「気まぐれで愛情を与あたえるのは残ざん酷こくだ、と言っているのです。貴方あなたはこれから毎日ここに来るつもりなのですか？」


「なら、Ｓ棟に──」


「それも感心しませんね。そもそもこんなに小さいなら、本当の飼い主が他に居ると考えるのが妥だ当とうでしょう。それを見つけることがこの子にとっての幸せだとは思いませんか？　帰るべき場所があるなら、そこに帰すべきだと私は考えます」


　もっともな意見に反はん論ろんの言葉が出てこない。そりゃそうだよな。見たところ生まれて一カ月経たってないぐらいだろう。ここに迷い込んだってのが本当のところか。


「では、この子はとりあえず──」


　姿し勢せいを低くして、巫城のお嬢様が子犬に手を伸ばし、触ふれるその寸前。


　きゃうん！


　黒い子犬は声をあげ、一いち目もく散さんに駆け出していく。ざ、と一つ音を残し、夜の闇やみに消えていく。


「…………」


「…………都、その」


「……嫌われてしまったのでしょうか」


　所しよ在ざい無さげに、お嬢様は伸ばした手で地面をつついている。いじけたような様子は、いつもの凜りんとした雰ふん囲い気きと対照的で、かなりショックを受けているのが分かる。


　お嬢様は、はぁ、と息をひとつ吐ついて、


「好きなんですよ。それは本当なんです。ただ、好きだからこそ扱あつかいに臆おく病びようになってしまうんです。いけませんね、私は」


　不ぶ器き用ようなんだろうな、相変わらず。


「あのさ、好きなら、もっと、こう──」


「笑ったほうがいいよ、ですか？」


　そこで、かすかな既き視し感かん。


　何か、似たようなやり取りが、以前にもあったような気がする。そもそも相変わらずって思ったのは──


「……これで、いい？」


　ゆっくりと立ち上がり、視線を合わせて巫城のお嬢様が、ふわりと微笑ほほえむ。


　少しぎこちなくて、それでも無む邪じや気きで透とう明めいな、いつか聞いた声。かすかに残る記き憶おくの中の、おぼろげな映像。子犬とじゃれてて、そこに、確かもう一人居て──それは、多分。


「ん、それならきっと大丈夫！」


　親指を立てて、陽気に言いい放はなつ。


　これも多分、あの時の台詞のままだ。





　　　　○





　さて球技大会当日。


　それぞれのクラスは鉢はち巻まきやら円えん陣じんやらで気き合あい充じゆう分ぶんの様子。というのは優勝チームに与えられる商品によるものだろう。


　寮生活の御城学園においては、仕送りで日々を慎つつましやかに暮くらす生徒がほとんどである。そこに燦さん然ぜんと輝く商品は学食食券一万円分、しかもチーム一人ずつに配はい布ふと太っ腹ぱら。そりゃ真剣になるのも頷うなずける。


　他のクラスの例に漏もれず、我が二年Ｄ組も目の色が違う。


　円陣を組んで声をあげるのはクラス委員の木きの下したで、


「いいか勝利は美しい。具体的に言えば税込みで一万円分美しい！　俯うつむくな！」


「俯くな！」


「振り向くな！」


「振り向くな！」


「君は美しいっ！」


　オオオオオオオオオオ！　と掛かけ声ごえとともにフィールドに散らばる。


　……君って誰なんだ。諭ゆ吉きちのことか一万円か。それでも気合は入ってきた。ぱん！　と両手で顔を叩たたいて眠気を弾はじき飛とばす。


「お、晴れて良かったな」


　確かに空は抜ぬけるような青で、まさしくサッカー日和びよりと言える。サッカー神ペレに感謝しておくとしよう。ただ春太の呑のん気きな声に、堪こらえていたあくびが出てしまう。


「ん？　どうしたトーマス。昨日遅おそかったのか？」


「ま、ちょっといろいろあって」


　実際ほとんど寝ねてないけど。


「大丈夫か？　体調だけには気をつけろよ」


　ただそう言う春太のほうが、むしろ体調という点では問題がありそうで、


「……春太、お前少し瘦やせてないか？」


「ま、いろいろやったからな……」


　呟く声には力が無い。正直、こっちが心配してしまう。


「腹ふつ筋きんに砂すな袋ぶくろぶつけられたり、ベルトコンベアの上を走らされたり──なかなか、興味深い日々だったのは確かだな」


　虎とらなのか。虎になるつもりなのか。


　カンナは春太を虎にするつもりなのか。


　あまりに嫌すぎる。白いマットのジャングルは、今日も嵐あらしが吹き荒れる。いやプロレスは関係無いけど。


「春やーんっ！　うち絶対、春やんのこと勝たせたるからなーっ！」


　カンナの陽気な声が聞こえる。勝たせるための特訓とはいえやりすぎだろう。へろへろにしてどうすんだ。


　春太はそれでもにやりと笑うと、


「ま、これぐらいはハンデみたいなもんだ」


　このあたりは、さすがは二年《トップ３》秋あき月づき春太の台詞な訳で──その言葉に間違いが無いことも、すぐに証明されることになる。





「さっすがうちの春やんや！　もう一点いけーっ！」


　響ひびき渡わたるカンナの声せい援えん通り、春太はさすがとしか言いようがなく、わらわら群むらがるディフェンスの網あみを華か麗れいにかいくぐり、既すでに華麗に二得点。絶望的となる三得点目はゴールポストに当たって助かったものの、その時が近いことは明白だった。しかしこれが才能ってやつなのかと神様に愚ぐ痴ちをこぼしたくなってくる。成績優秀にして運動神経抜ばつ群ぐん。更には下級生の受けも良く──ああ、一つぐらい分けてくれてもバチは当たらんだろうに。


　こっちはといえば、久々の運動に息も切れ切れ、膝ひざががくがく震ふるえるのに加え、


「トーマさんっ！　がんばってください！」


　と泉ちゃんの声援を受けるたびに、「見せつけやがって」「許せん」「お前だけは潰つぶす」というオーラとともに殴なぐられ蹴けられて満まん身しん創そう痍い。ついでに砂まみれで転ころがること数度。げほげほとむせながら立ち上がることももう何度目だろう。「ああっ、トーマさんっ！」と悲ひ鳴めいにも似た声で駆かけ寄よろうとする泉ちゃんは片手を上げて止めておく。大丈夫大丈夫、これぐらいなら問題無し！


　震える膝を二度三度強く叩いて再び立ち上がる。が、少しふらつき疲ひ弊へいしきった顔のクラス委員木下に激げき突とつ。──ちょっとそろそろ限界かも。寝不足なのもヤバいよな。途と端たんに弱気になってくる。


「……ふ、藤倉、作戦がある」


　クラス委員木下は、荒あらい呼吸を整ととのえながら、


「藤倉、お前なら……たいがいの奴やつになら走って負けないよな……」


　無言のまま大きく頷く。そこには自信がある。逆に言えばそこしか自信が無いが。


「なら、うちのゴールのコーナー付近に居てくれ。それから──」


　耳元で小さく作戦を呟く。そして木下は、自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑って胸むな元もとのロケットを開ける。


　い、いつからここは戦場に？


「故こ郷きように帰ったらさ、エビ釣つり漁ぎよ船せんを買ってさ、お前が船長で、俺おれが航こう海かい士しで──」


「しっかりしろ、木下！」


「へへ、ドジ踏んじまったぜ……」


　ばたり。


「木下ぁーッ！」


　お前、故郷は内ない陸りくのはずじゃないか！　海なんてどこにも無いぞ！


　木下をべしべし叩く。眠るな起きろ！　寝たら死ぬぞ！


「パトラッシュ、なんだかとっても眠いんだ……」


　もう駄だ目めだ。手で大きくバツを示しめして交こう代たい選手を求め、ともかく作戦通りコーナーへ走ることにする。木下、お前の死は無駄にはしないからな！（死んでない）





　さて俺が自じ陣じん深くまで下さがったことで、相手選手も引きずられるようについてくる。オッケーこれは作戦通り。そうなると相手チームのエリアにはぽっかりとスペースが出来る訳で──と、チャンス！


　味方が大きく蹴っ飛ばしたボールを全速力で追い掛ける。まっすぐ走るだけなら自信がある！　かつては遅刻寸前の魔ま術じゆつ師しと呼ばれた俺の走りを見るがいい！


　風を切って走り抜ける。誰も追いつけない。残すは一人キーパーのみ。よしいける。これはいける。後はゴールを決めるだけだ！　ヒーローになるときそれは今っ！


　その瞬しゆん間かん。


　どん！　と耳をつんざく轟ごう音おんとともに、視界に閃せん光こうが走る。土が舞まい上あがり地面が揺れる。同時に体が跳ね上がり、状況を理解するより早く後頭部から地面に落ちる。広がる空には砂すな煙けむりが上がっている。なんだ地じ震しんか爆ばく弾だんテロか、それともこれは──


　そこに、ふはははは！　と聞きなれた声の高笑いが響く。


「どや！　これがカンナちゃん特製オフサイドトラップや！」


　そして続けて「春やーんっ！　見た見た見た？　うちいっぱい勉強したからなっ」と誇らしげな声が聞こえてくる。


　……なるほどここは戦場だった。木下、お前は間違ってなかった。


　もう限界。こっちもばたり、後は任せた皆みなの衆しゆう。





　　　　○





「だって、トラップゆーたら罠わなって意味やし……、いろんな雑誌にも、危き険けんを伴ともなう戦せん術じゆつやって書いてあったし……」


　いつになくしおらしく項うな垂だれるカンナのすぐ傍そばで、春太は憮ぶ然ぜんとした表情のまま、重じゆう箱ばこに入ったおむすびに手を伸ばしては黙もく々もくと食べ続けている。


　そりゃ春太の怒いかりはもっともで、結局春太のクラスは反則負けということとなり、冗談のような勝利をおさめた我わが二年Ｄ組はなんといまだに勝ち残っている。とはいえ爆発のおかげで一試合免めん除じよ、次の試合は敵チームのオウンゴールにより慎つつましく勝利。いまだに無得点で上位進出。なんとも奇き跡せき的てきだ。


「トーマさん、遠えん慮りよしちゃダメですよー」


　と泉ちゃんは満面の笑みで、卵焼きを差し出してくる。口に含ふくむとそれは絶ぜつ妙みような味付けで、思わず「うまい」と声が漏もれる。


「八や千ち代よの料理は美お味いしいですからね」


　こちらは巫城のお嬢様。今日に限っては、黒の制服も腰まで伸びた長い髪も、ビニールシートの上でお弁当という和なごやかな状況の中で、どこか柔やわらかい雰囲気になっている。


「そういえば八千代ちゃんとお嬢様は──」


　と言ったところで、当の巫城のお嬢様にギロリと睨にらみつけられる。前ぜん言げん撤てつ回かいやっぱり怖こわい。威い厳げんも威い圧あつも消えることなく、確かにその中に残っている。


「……ごめん、その、都と八千代ちゃんは球技大会不参加？」


「各棟の寮長と副寮長は実行委員という扱あつかいになっていますから、それと──」


　お嬢様は小さく笑うと、「寮長相手だと、競きよう技ぎに集中できない場合が多いんですよ」


　なるほど納なつ得とく。Ｓ棟はまだしも、寮生活ともなれば上下関係が厳きびしいってこともあるんだろう。特にＡ棟やＪ棟は厳しいと聞いたことがある。参加しないのが配慮ってところか。


「まさか、藤倉様」


　八千代ちゃんはお茶を注そそぐ手を止め、厳しい視線を向けてくると、


「都様の体たい操そう着ぎ姿を期待し、更には想像まで──」


「違う違うそうじゃなくて、単たんなる疑問でそのそのそのっ！」


　ぶんぶんと両手を振ふって精せい一いつ杯ぱい否定する。


　八千代ちゃんは「ならいいのですが」と呟くと、再びお茶の用意に戻る。


　くそう、ちょっと想像するぐらい許してくれても──って結局のところ既すでに想像してたりする。いつもと違う巫城のお嬢様に期待してたりもした。ま、男なんてモノはそんなもんだ。仕し方かた無いのだ宿命なのだ。


「うぅ、うちのせいで、春やんの一番が……」


　カンナがぽつりと呟く。


「馬ば鹿かなことを」


　八千代ちゃんが皮ひ肉にくっぽく言うが、春太に無視されっぱなしのカンナには、反撃する気力も無いらしく、ただただ俯いたままでいる。


「俺は別にそんなことを気にしてるんじゃないって」


　手を止めた春太は不満気な様子で、


「あのなぁ、あれで誰か怪け我がしたらどうするつもりだったんだ？」


「だって……トマぴょんなら大丈夫やって思ったんやもん……」


　無理無理無理！　もうちょっとでヤバかったんだって！　数歩前には爆発の中心があって──と反論しようとするものの、縋すがりつくようなカンナの視線で無意識に、


「俺なら全く問題無し！　爆発なんてなんのその！　結局うちのクラスが勝たせてもらっちゃった訳だし、むしろ感謝するぐらいだから──」


　そこで不ふ意いにカンナにぎゅうと抱き締められる。ちょっと待った唐とう突とつ過ぎる！　苦しいうえに恥はずかしい！


「トマぴょんは優しいなぁ……。なんであのアホ春は分かってくれへんのやろ……」


　つーか胸が。胸が胸が胸が！　柔らかな二つの感かん触しよくが！　加くわえてカンナは耳元に息を吹ふきかけてくる。こっちの心臓はもう限界速度を超こえつつある。このままばたりと倒れかねない。


「なぁ、トマぴょん」


「ええええ？　そのそのっ」


「体操服、好きなん？」


　いやそんなことは言ってないけど好きか嫌いかで言われればちらりと覗のぞくフトモモには心惹ひかれるものがかなりあるような無いようなってどっちなんだ！　ごめんあります正直なところ。


　カンナは、ゆっくりと俺の頰ほおを指でなぞると、


「これから体育館倉庫、一緒に──」


　言い終えるより早く、顔を真っ赤にした巫城のお嬢様と、いつも通りの飄ひよう々ひようとした様子の春太に両側から引ひき剝はがされる。


　カンナは楽しげに微笑むと、


「なんや春やん嫉しつ妬としたんか？」




[image: ]


「お前なぁ、トーマスをからかうのも大たい概がいにな」


「だってトマぴょん可愛かわいいんやもん」


　悪びれもせずにカンナは言う。いや、からかわれてたって分かってたけど、いろいろなトコロが反応してしまうのが男のサガな訳で。うぅ、情けない。


　巫城のお嬢様は、ふぅ、と息をひとつ吐き、


「藤倉も藤倉です。態度をはっきりしないのは悪い癖くせですね」


　眼がん光こう鋭するどく睨みつけられる。いや俺が悪いんじゃない！　健全な高校生男子があんなシチュエーションに遭遇したらそりゃふかふかの夢の中でいつまでもまどろみたいって話で！　ってそんなこと言えやしないけどうわうわうわうわ怖こわすぎる。


「えぅ、ご飯……、食べないんですか？」


　泉ちゃんの泣きそうな声で救われる。みんなが食べないと手をつけようとしないあたり泉ちゃんらしい。


「確かに、泉の言う通りですね」


　巫城のお嬢様がくすと笑って、「せっかく八千代が作ってくれたのに、食べないのはもったいないですね」「せやせや、過ぎたことはスパっと忘れてお昼タイム！」「カンナお前、少しは反省するとかな……」「やっちん、こっちにお茶おかわりー」「カンナさん、少しは自分で動いても」「トーマさん、これも美お味いしいですよ。あーんしてくださいっ」「……いやその泉ちゃん、自分で食べるから、その」「えぅ、トーマさん……」


　男藤倉あーんします！　……恥ずかしすぎるが仕方無い。巫城のお嬢様は楽しげに微笑んで、カンナが「おー、やっぱりらぶらぶやなっ！」と冷ひやかしてくる。八千代ちゃんはどこかしら照れ臭くさそうで、春太はというと、特に気にするでもなく、再び黙々と重箱に手を伸ばしている。


　そんなこんなで、和やかな昼食の時間はあっという間に過ぎ去って。


　不意に、くぃと軽く体操着の裾すそを引っ張られる。


「え？　泉ちゃん？」


　こんなふうに呼び止められるのは珍しい。元気な声で、ってのがいつものことで。


「あの、トーマさん……その」


　見上げる泉ちゃんの表情は少し哀かなしげで、何かまずいことしたかなと思ってしまう。カンナとのアレがまずかったとか、八千代ちゃんの作ってくれたお弁当をやたら誉ほめてたことが当て付けみたいに思えたとか──いや、お昼の時間はずっと笑顔だったから、そんなことはないはずだ。ならいったい何だろう。


「体、痛いトコ無いですか？」


　なるほどそういうことかと安心する。ぽん、と泉ちゃんの頭に手を置く。


「えぅ？」と目を細める泉ちゃんに、笑顔で軽く応こたえる。


「筋肉痛はあるけど、心配しなくても大丈夫！　ちょっと運動不足なだけだから」


　ひっそり殴なぐられたり蹴けられたりしてることは内緒にしとこう。ま、あれもチームの作戦の一つ。少々の犠ぎ牲せいは止やむを得ないってところだ。


　もう一度、泉ちゃんは服の裾をぎゅっと摑むと、


「あの、トーマさん。あんまり無理しないでくださいね」


　更に念を押されてしまう。心配かけてしまうのはもうしょうがないのかもしれない。「大丈夫だから」と念を押す。


　さてこれで午後への英気充じゆう塡てん完了。いざ戦場へ──とその前に。


　少し前を歩く巫城のお嬢様を呼び止める。


「ごめん、都、その、ちょっと話があって」


　声をかけるだけでも緊きん張ちようしてしまうってのがなんとも情けない。


　お嬢様はぴたりと立ち止まると、顔だけを後ろに向ける。


「なんですか藤倉」


「あのさ、例の子犬のことなんだけど──ちょっと最近見なくなって。どこ行ったか知らないか？」


　最近、とはいえ居なかったのは昨日だけだ。単なる気まぐれなのかもしれない。それでも心配になって、夜通し探してたってことは言わないでおく。睡すい眠みん不ぶ足そくはそのせいだ。


「居なくなったのですか？」


　お嬢様はかすかに表情を曇くもらせて、


「そう、ですか。やはりあの時、私のせいで逃げられてしまったことが──」


「いやいや、それならいいからいいから。本当の飼い主のところに帰ったのかもしれないし。それならそれでオッケー、そうだろ？」


　落ち込んだ雰囲気を軽く吹き飛ばす。


　帰るべき場所に帰ってるなら、それが一番幸せなことだ。そりゃ、ちょっと寂さみしくはあるけどね。


　駆かけ出だす背中に、


「藤倉、私も探しておきますから！」


　と声がかけられる。


　なるほど、なんだかんだで巫城のお嬢様も心配なんだろう。気まぐれで愛情を、なんて言っときながら、結局は優しさが出てしまう。そんなお嬢様、悪くないね。





　　　　○





　さて、サッカー神ペレへの感謝が効きいたのか、それとも単に運が良かったのか、我がクラスはあれよあれよと勝ち進み、気付けば決勝ラストバトル。ただ俺はといえば、勝ったぶんだけ青あざが増ふえていくという哀しい事態。「すまん藤倉、クラスのために犠ぎ牲せいになってくれ」「あの子がきっと介かい抱ほうしてくれるはずだ」「ナース服を希望しとけ」「なんなら貸かそうか？」「むしろ俺も混まざりたいぞ」「という訳でだな──」チームメイト皆が一斉にうんうんと頷き、「だから最後もよろしく頼む！」と声を合わせる。どういう訳だ！　他人の体だと思ってお前ら！　と言う暇ひまも無く、試合開始のホイッスルが鳴る。





「行け藤倉！」「戻って来い藤倉──っ！」「後は任せたぞ行ってこい！」「ごめんそれ噓うそ戻って来ーいっ！」と言われるままに馬ば車しや馬うまの如ごとく走り回る。それでもずきずきと痛む体に、そろそろ辛つらくなってきたところ。ああもう諦あきらめておとなしく──とそこでちらりと観かん衆しゆうに目をやる。ぎゅっと両手を組んで、心配そうな表情の泉ちゃんが視し界かいに入る。


　よし大丈夫まだいける！


　気力を振ふり絞しぼり、再び走り出す。向こうもいつかはミスぐらいするはずだ。するはずだ。して欲ほしい。出来ればする方向で一つ！　だんだん消極的になってきた。そりゃ、そうそう話が上う手まくいくことはないってことぐらいは分かってる。それでもせめて動き回ろう。いつかは、もしくは、ひょっとしたら──ってそんな希望でも無いよりはマシだ。少ないチャンスに賭けて走る！　走って走って走り抜ける！


　終了時間一分前。


　ボールがころりで大チャンス！


　よしいける！　これはいける！　食券めでたく一万円！


　猛スピードで駆け抜けて、後に残すはゴールだけ──


　と、そこで。


　視界に入るは黒い影かげ。あっという間に駆け寄って来て──


「うわっ！」


　なんとかぶつからないように体をひねり、その勢いのまま地面に転ころがる。


　顔にかかる息は、ハッハッハッと生暖かく。


　わん！


　わん、じゃないだろお前はこんなときに。ボールで遊んでるのに混ざりたかったのか？


　地面に転がったまま、子犬を抱き上げる。空の青さと対照的な真っ黒い毛並みに、鼻のあたりがわずかに白い。


　しっぽはぱたぱたと元気そうで、


「ま、良かったかな」


　安心したぶん、笑みがこぼれる。


「…………何がいいって？」


　不ふ意いにあたりに影かげが差して、クラスメイトの怒いかりに満ちた表情がいくつもとびこんでくる。


　え？　そういえば試合中──ってすっかり忘れてた！　ひょっとしてその、ひょっとしなくてもその、試合をほっぽり出したとか、そーゆーことな訳で？


「……つまらないことをお聞きしますが、その、試合のほうはいかがなもんでしょうか？」


　転がったまま言ってみる。変に敬けい語ごになってしまうのは愛あい嬌きようということで。


「つまらないことを聞くなよ藤倉」「もう少しで食券一万円だったのに」「さてどうするか」「どうにもならんが──」


　ぼろぼろで泥どろだらけのクラスメイトたちがにやりと笑う。


　そして声を合わせて、


「さて今まで頑張った藤倉を囲かこもうじゃないか！」


　ああ、お前らいいやつだなぁ。さすがはクラスメイト、団結力も抜ばつ群ぐんで──と思ったのは一瞬で。


「俺のカツ丼どん大盛りが！」「スペシャルランチを頼もうと思ってたのに！」「焼きソバデラックスが！」「夢のステーキ定食が！」「ワンダフルいくら丼が！」メニュー一つにつき、数発の拳こぶしが飛んでくる。円陣で巧たくみに隠かくしているあたり、やはり団結力は抜群らしい。いいクラスじゃないか本当に。食べ物の恨うらみって恐ろしい。はは、ははは……。さすがにもうダメだ。限界だ。痛む体が悲ひ鳴めいをあげる。


　ばたりと倒たおれて意識は遠い。寝不足だったのも重なってる。眠りに落ちる前に感じたのは、ざらりとした舌したの感かん触しよくで。


　……慰なぐさめてくれてるのか？　ま、あんまり気にすんなって。後悔なんてしてないさ。それでも一つ言うならば、


「お前、出てくるタイミング悪いよ……」


　これに尽つきる。





　　　　○





　気付けば白いベッドの上で、涙なみだ声ごえ全開の泉ちゃんの声が聞こえてくる。あー、また心配かけちゃったな、と後悔する。右手を伸ばして、ぽんぽん、と小さな頭を撫なでる。


　それに気付いた泉ちゃん、


「トーマさん。良かった、です……」


　やっぱりぐしぐしと泣きじゃくる。


　顔を上げると、巫城のお嬢様もそこに居て、


「藤倉、喉のどは渇かわきませんか？」


「え？　それは、その」


　お嬢様は作ったような表情でにこりと微笑ほほえむ。なるほど、そーゆーことか。


「あー、けっこう喉渇いてるかも」


「では、泉に買ってきてもらいましょうか」


　巫城のお嬢様は、泉ちゃんに財さい布ふを渡すと、


「よろしくお願いします。藤倉のために、ですよ」


「はいです！　すぐに買ってきます！　トーマさん、待っててください！」


　たたっと泉ちゃんは駆け出して、部屋に居るのは二人きり。


　巫城のお嬢様は静かにパイプ椅い子すに腰をかける。少し座り方がぎこちないのはどういう訳か──ってどうでもいいかそんなこと。


　お嬢様は黒髪を軽くはらうと、ふぅ、と小さく息を吐いて、


「倒れたのは怪け我がというよりむしろ、睡眠不足によるものが大きいということです。昨晩はいったい、何をしていたのですか？」


「え？　それは、その──」


「当ててみましょうか？　居なくなった子犬が心配で夜通し探していた。そうですね？」


　やっぱりお嬢様にはお見通しか。そりゃ昼食後の態度からすれば想像のつく事じ態たいなのかもしれないけど。


　お嬢様は頭を抱えると、


「体調が悪いなら、休めばいいでしょう？　球技大会なんて、お祭りの一いつ環かんです。そもそも貴方が出なくとも、他の誰かが代かわりを果はたすはずです」


「ま、それはそうだけど……」


　期待されれば応えなきゃ、って思っちゃうのがお調子者の宿しゆく命めいってやつで。珍めずらしくクラスの連中に期待されてたってところもあるかな。明日からが少し怖こわくなる結果になったのが哀しいところではあるけど。


「体調が悪いことを、泉に、そして私にも言わなかったのは何な故ぜですか？　言うほどのことでもない、という判断ですか？　まったく、信頼されていないものですね」


　巫城のお嬢様は不満気に横を向く。


「いや、そうじゃなくて──」


　信頼してないって訳じゃない。Ｓ棟のみんなのことは大切に思ってて、頼りにしてて、家族みたいに感じてて、だから──


「……心配、かけたくなくて」


「それが信頼していないということです」


　鋭い視線で、ばっさり切り捨てられる。


　お嬢様はまっすぐに見み詰つめてくると、


「体調が悪くても相談せず、無理をしたのは誰ですか？」


　ぎくり。


「居なくなった子犬が心配でも相談せず、一人で解決しようとしたのは誰ですか？」


　ぎくぎくぎくり。


　ここまでくると、もう俺に言えるのは、こんな些さ細さいな一言で──


「……ごめんなさい」


　正直な気持ちをゆっくりと。


「よろしい。では目の前にある問題を解決するとしましょうか。正しくは、目の前、という訳でも無いのですが」


　お嬢様はそこで、くす、と楽しげに、そして思わせぶりに微笑む。


「藤倉は、例の子犬について、どうしたいと考えていますか？」


「え？　また居なくなったとか──」


「どうしたいか、と聞いているのです」


　答えないと話は進まないらしい。無理に聞き出せるほど、こっちの立場は強くない。何せ相手は巫城のお嬢様──って、こんなふうに考えるのがまずいのか？　そろそろ慣なれなきゃいけないか。


　とりあえずは、ちゃんと名前で呼ぶように、ってところからかな。


「都が言ってたように、本当の飼い主が居るなら、そこに帰るのがいいと思う。帰るべき場所があるなら、そこに帰すべきだと思ってる。でも、あんなふうに、外をうろうろしてるのは──」


「まずい、でしょうね。あの子は──いえ、この子は小さいですから」


　え？　この子は？


　その言い換かえにどんな意い図とが──って、ちょっと待った！　そういえば、巫城のお嬢様の服、どうも懐ふところがふくらんでいるような。と、いうことは、ひょっとして？


　わうん！


　跳ね起きて、巫城のお嬢様の懐を確認。


　真っ黒の毛並みに、くりんとした大きな瞳、鼻の頭だけがちょっぴり白くて、


　わん！


　ともう一声。「気付かれましたね」とお嬢様。


　そこで、ばたん、とドアが開いて、


「おー、トーマス、体の調子はどうだ？」


　現れたのは、見舞いの買い物袋を両手に提さげた春太だった。が、どういう訳か部屋には入らず足を止めている。


「悪い、邪じや魔ましたな」


　とよく分からん一言を残して帰ろうとした春太の脇わきから、ひょいと顔を出し──出そうとするのはカンナだが、巧たくみに春太にブロックされている。


「馬鹿、カンナ、今はまずい……」


「え？　なんで？　せっかく来たのに。留る守すやった？」


「いやそれは違うけどな、その」


「ならえーやん。とりゃ！」


　カンナは、ぴょん、と春太を跳び越すと、


「やっほー！　トマぴょん調子はどない？　子犬助けて倒れるなんて、男前にも程ほどが──」


　そこで、しばし動きを止めて、にやり。


　わざとらしく、よよよと春太に寄りかかると、


「うち、トマぴょんがそんな強ごう引いんやなんて、ベッドがあって二人きりやからってそんなそんなそんなっ」


　すぅ、と大きく息を吸って言い放つ。


「こんな公共の場で、みやちゃんの上着を脱ぬがしにかかっとるなんて！」


　即座に巫城のお嬢様から離れる。


　お嬢様はといえば、耳まで真っ赤にして、慌てて胸元を押さえている。


　待った待ったちょっと待った！　それはむしろ誤解を増ましてしまいそうな──


「違う違う違う！　それは犬が居て、それで」


　必死で言い訳するが、カンナはにやりと微笑んだまま、


「犬なんておらへんけど？」


　あああああ！　こんな時にまた居なくなるな！　またタイミングが悪すぎる！
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　その時。


　がらがらがしゃん！　と廊ろう下かで音がして、


「まままままっ、前が見えないです！　真っ暗です大変です！　きゃうっ！　耳がっ、耳が舐なめられて、舐めっ、えぅ、トーマさん、助けっ、助けてくだっ」


　カンナと春太が顔を見合わせて、「ん？」と声を合わせる。そんな様子に、巫城のお嬢様は表情を綻ほころばせると、「早さつ速そく、泉が気に入られましたか」と呟き、こう付け加える。


「あの子犬にとっても、Ｓ棟が、帰る場所になるといいですね、藤倉」


　視線が合って、お嬢様が綺き麗れいに微笑む。


　なるほど、こんなふうに笑えるなら、もう大丈夫かな。
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　　　　□□□





　音楽室のピアノが深夜ひとりでに鳴なろうが、階段の数が一段増えようが、第四校こう舎しや奥おくの女子トイレに花子さんが住んでいようが、「深夜に練習ごくろうさん」「一段ぐらい増えてもよかろう」「おいおいトイレって住みにくくない？」と思う程てい度どで、まったくさっぱりこれっぽっちも興きよう味み無なし。ここ御み城しろ学がく園えんにもそーゆー話があるって聞いたところで特にどうということも無く、あーそりゃ学園の七不思議といえば定番だよなぁ、ところで不思議ってなんで七つなんだろひょっとして国から決められてたり？　なんて疑ぎ問もんは別方向へ。国もいろいろ大変だ。がんばれ国。負けるな国。明日を信じて今日も飛べ。


「……あのさ、俺おれの話、聞いてる？」


　目の前で不安げに、半なかば呆あきれたように呟つぶやくのは、御城学園中等部一年Ａ組、石いし川かわ和かず真ま。綺き麗れいな二ふた重えに整ととのった顔立ち。さらりとした髪かみはいいとこの坊ぼつちゃんを思わせる。まだ成長期が終了していないせいか表情はいくらか幼おさなく見えるが、あと数年もすればモテモテ街かい道どうまっしぐらだろう。身長もぐんぐん伸のびていくに違いない。羨うらやましいぞ若人わこうどよ。


「だから藤ふじ倉くらさん、俺の話──」


「えーと、『祝しゆく福ふくの鐘かね』だよね。うん、聞いてる聞いてる。祝福祝福そう祝福」


　石川少年は、はぁ、と溜ため息いきを吐ついて、


「……あんた、本当にあの時の藤倉冬とう麻まと同一人物なのか？　なんか頼りないな」


　そんなこと言われても。そりゃ二年《トップ３》の春はる太たなら頼りがいもあるだろうし、どんなことだって解決してくれるだろう。巫み城しろのお嬢様は──相談には向いてないか。絶対的な存そん在ざい感と威い圧あつ感かん。話かけるのもはばかられる雰ふん囲い気きなのは確かだ。


　もう一人の《トップ３》藤倉冬麻──俺はといえば、これといって目立ったことは無く、これといった取り柄も無い。相談には向いてないってのが正直なところ。どういういきさつでこんな話になったのかよく分からない。


　放課後の二年Ｄ組教室内。さっくり帰って山やま積づみの課題を切きり崩くずすか！　ってなトコに「すいません藤倉さん！」と呼び止められたのがついさっき。つまりは石川少年とは自じ己こ紹しよう介かいが終わったばかりで、その話の内容ってのが──


「祝福の鐘、ねぇ……」


　石川少年の話はこうだ。


　学園内にこんな噂うわさがある。静まりかえった夜に、どこからか澄すんだ鐘の音が聴きこえる。その音を運良く聴き、想おもいを込めればどんな願いでも叶かなうと。そして、


「その鐘をどうしても鳴らして欲しい？」


「……さっきからそう言ってるだろ」


　少し苛いら立だたしげに石川少年。


　うーん、願いが叶う鐘ってのは確かにおいしい話だけど、それってどうだろね。そもそもかなり眉まゆ唾つばな噂に思えるし──何より。


　願いってものは自分で叶えなきゃダメなんじゃないのか？　ここは上級生としてガツンと言わねばなるまい！　よし！


「あんまり知らないんだけどさ、それってただの噂なんだろ？　願いがどんなのか知らないけど、結局気の持ちようなんじゃないかな。こう──病やまいは気から！　みたいな？」


　……ガツン？　なんか話の趣しゆ旨しも変わってしまった気がする。いやいや、結局は気の持ちようってことなのだ。叶えようって思うことが何より大切。精神一到何事か成ならざらん！　つまりはそういうことなのだ！


　伝わってない気もするけど。


「……そんなの、俺だって分かってるけどさ」


　石川少年は、照てれ臭くさそうに頰ほおのあたりをなぞる。時折、とんとん、とつま先で床ゆかを叩たたいては、言葉をさがしているように見える。


「……言っちゃったんだよ」


「って、何を？」


　そこで、石川少年は顔を真っ赤にして、ばん！　と机を両手で叩くと、


「どーでもいーだろそんなこと！　とにかく！　明後日あさつてまでになんとかしてくれ！」


「あ、明後日まで？」


　ちょっと待った急すぎる！　こっちにだって都つ合ごうってもんがあって週末提出の課題が山積みのままで放置されて──


「いい返事待ってるからな！　明日の朝また来るから！」


　こっちが何か言うより早く、ひらりと振ふり返って石川少年は去っていく。どこか怒おこったような様子で、歩ほ幅はば大きく歩いていく。


　そんな背中をちらりと眺ながめて、


「……さて、どうしたもんかね」


「どうしたもんでしょう？」


「のわっ！」


　突然の声に驚おどろいて、がたん！　と大きく椅い子すが鳴る。振り返れば、そこに居いたのは泉いずみちゃんで、「えへへー」と照れ臭そうに微笑ほほえむと、


「盗ぬすみ聞ぎきしちゃいました」


　机の上にちょこんと顔を乗のせる。くりん、とした大きな瞳ひとみはいかにも楽しげで、その表情はどこかいつもより嬉うれしそうに見える。


「泉ちゃんは、『祝福の鐘』って知ってる？」


「んー」


　と、泉ちゃんはしばらく考えると、


「Ａ棟とうに居たころ、確かに聴いたって、友達が言ってました」


「それを言ってたのって一人だけ？」


　泉ちゃんは小さく首を振ると、


「十人は居ました。それで、噂は本当だったんだってことになって。ちゃんと願い事しとけば良かったねって話してました」


「そうなると、あながちただの噂ってことでもないのかな……」


　考えられる可能性。


　一つ、何か別の音が鐘の音に似ている。もう一つ、この学園のどこかに、使われていない鐘がある。そして更さらにもう一つ──やっぱりただの噂話でしたとさ、というオチ。どれが正解かは分からないが、まず最初に確かめておくべきことは──


　椅子から、ひょいと立ち上がり、鞄かばんを肩にかける。


「トーマさん、帰っちゃうんですか？」


　少し不安げな泉ちゃんの頭に、ぽん、と手を置いて、


「今から中等部に行くけど、一緒に来る？」


　そこで、泉ちゃんの表情が、ぱぁっと明るくなって、


「はいです！　泉はどこまでもお供ともします！」


　右手を挙あげて、ぴょんと跳はねる。


　そりゃ泉ちゃんだって、《パートナー》として傍そばに居る俺が頼られてるってのは悪い気はしないだろう。そんな期き待たいには応こたえなきゃってところだ。それでも、場合によっては断ることも考えてる。


　中等部へ行く目的は──石川少年の意い図とをはっきりさせるため。


　どうして『祝福の鐘』が必要なのか。そして、何な故ぜ明後日まで、ということなのか。そのあたりがはっきりしなきゃ、どうにも収おさまりが悪い。ただの個人的な望のぞみなら、この話は無しってことにしよう。ごめんよ石川少年、分かってくれ。成績だって身長だって運動神経だって、結局のところ自分でなんとかするしかないのだ！


　……ちょっと自分に言い聞かせてる気もするなぁ。くぅ、泣けてくる。





　御城学園中等部は、音楽室や各部ぶ室しつの入っている別館を挟はさんでちょうど反対側にある。


　高等部に比くらべれば、いくらかこぢんまりとまとまっているが、各学年で一つのフロア、という配置は分かりやすくてありがたい。


「準じゆん備びしてきます！」とＳ棟に戻った泉ちゃんを、別館のすぐ近くにある時と計けい塔とうの傍そばで待まつ。洋風レンガ造づくりの時計塔は、御城学園の中でもひときわ高い。待ち合わせにも最さい適てきの場所といえる。


「トーマさん、準備オッケーですっ！」


　遠くから聞こえる元気な声。


　たたたっと駆け寄ってくるのは、いつも通り二つに纏まとめた髪を──って、あれ？　いつもとちょっと違ちがうような。


　泉ちゃんは俺のすぐ目の前で急ブレーキ。「じゃん！」と胸を張はって、「これで完かん璧ぺきです！」と自信満々の様子。


「……あの、泉ちゃん、その格好は」


「はいです！　中等部で目め立だたないように、です！」


「えと、その帽ぼう子しは……」


「変へん装そうといえば、帽子と眼鏡めがねです！」


　泉ちゃんにこにこ。自分の格好に微み塵じんも疑ぎ問もんを抱いだいてない様よう子す。


　眼鏡は納得できる。眼鏡ひとつで印象が変わるってことはよくある。少し泉ちゃんには大きすぎるようだけど──そこは愛あい嬌きようとして。


　問題は、被かぶっている帽子。


「みどりさんに作ってもらったんですよー。泉のお気に入りです」
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　ぴこぴこ、と頭ず上じようの物体が揺ゆれる。いつものツインテールが収まるようにってことなんだろうけど、これはどう見ても……


「……にゃー」


「え？　トーマさん？」


「にゃー」


「あの、どうしたんですか？」


「にゃー」


「……にゃあ？」


　小首を傾かしげて泉ちゃん。


　ああもうああもうなんだかな！　可愛かわいいから良しとしよう！


「トーマさんにはこれを持ってきました！」


　泉ちゃんが、ぽむ、と渡わたしてくるのはサングラス。別に日ひ差ざしは強くないけど──ってそういうことじゃないか。そうだね俺も変装だよね。うんうんそうだそうに違いない！


　サングラス装そう着ちやく準備オッケー！


　右手を挙あげて、宣言するように、


「よし！　いざ行かん中等部へ！」


「いざ行かん中等部へっ！」


　こういうことはノリと勢いきおい。お馬ば鹿かな調子でいこうじゃないか。こんな格好は逆に目立つよ泉ちゃん──なんてこと、満まん面めんの笑みの前じゃ言えないしね。





　放課後になれば校舎に残る人はまばらになる、というのはどうやら中等部も同じらしく、ちらりと目にする教室はがらんとしている。部活の無い生徒はさっさと帰って山盛りの課題に取り組んでるんだろう。さすがは全国有数の進学校。中等部から指し導どうは完璧。


「誰もいないみたいです……」


　そしてやはり一年Ａ組も同様。


　夕ゆう暮ぐれが赤く染そめる教室は、どこか寂さみしげにも見える。


「トーマさん、ここです！」


　先に入った泉ちゃんが、席の一つを指さし示しめす。そこがつまり件くだんの石川少年の席な訳わけで、


「机の中、見てみようか？」


「賛成です！　重要な手がかりがあるかもしれません！」


　二人で机をごそごそごそ。


　発見された物は以下の通り。数学の教科書及および参さん考こう書しよ。ホッチキス。スティックのり。


「……えーと、これをどう解かい釈しやくしよう」


「数学が得意、とか……」


　微び妙みような結論。事じ態たいに全く進しん展てん無なし。そりゃそうだよな。手紙やメモがあったとしても普ふ通つう持って帰ってるだろう。


　あー、よく考えてから行動したほうが良かったかも。勢いだけの自分にちと後こう悔かい。


「……おとなしく、片付けようか」


　ふと見れば。


　泉ちゃんは目に見えて肩を落として、


「えぅ、泉が重要な手がかりがあるって言ったのがダメだったんです噓うそ吐つきです最低ですああもう泉は泉はいっそ死んで──」


　ホントにひさびさ鬱うつモード！　最近無いから油ゆ断だんしてた！　えーとこういう時はどうしてたっけどうすれば？


　思わせぶりに右手を出す！　よし、ここで背景に稲いな光びかりをよろしく！


「そうか！　分かった！　これは石川少年からのメッセージだったんだよ！」


　な……なんだってー！（脳内自己保管）


「数学は英語でマスマティックス！　そしてホッチキス、スティックのり、頭文字を並べると『マ』『ホ』『ス』、繫つなげればマホス──つまり、『魔法する』。石川少年は祝福の鐘を使って魔法を行おこなうつもりだったんだよ！　つまり人類は滅めつ亡ぼうする！」


　ばーん！　完璧だ！　ノストラダムスもびっくりの超解かい釈しやく！　人類滅亡？　何な故ぜだ。


　きょとん、と泉ちゃんは見上げてくる。とにかくなんでも鬱モード進行が止まればそれでオッケー問題無し！


「……あの、うちの教室で何を」


「え？」


　俺と泉ちゃんのすぐ後ろ、中等部の生徒らしい女の子は、怪け訝げんそうな表情を向けてきて、


「そこ、和真の席──」


「いやそのその、別に怪あやしい者じゃなくて！」


「そそそそーです！　怪しくないです！」


「……凄すごく怪しいんですけど」


　そこでふと気付く。


　一人は猫耳帽子に丸眼鏡。もう一人はサングラスをかけて、声こわ高だかに人類滅亡を叫んでいる。こんなシチュエーションは──誰がどう見たって怪しい。怪しすぎる。通つう報ほうされてもおかしくない。犯罪者というよりむしろ、危あぶない人というカテゴリで。


　女の子は、少し背せ伸のびして、ずい、と顔を寄せてくる。カチューシャで上に纏めた髪と切れ長の瞳のせいか、活発そうに見える。


「やっぱり怪しい……」


「違います違うんです！　これはトーマさんのようでいてトーマさんでは無く、トーマさんに似た誰かなんですそうなんです！　人違いの勘かん違ちがいです！」


　泉ちゃんはわたわたと手を振ふる。


　……でもそれってむしろ正体バラしているような。台詞せりふの趣しゆ旨しと合ってない。


　ふぅ、と息を一つ吐いて、サングラスをポケットにしまう。


「初めまして、えと、藤倉冬麻です」


　とりあえず自己紹介。ま、別に隠かくそうなんて思っては無かった。クラスメイトなら石川少年の話も聞けるだろう。それなら怪しい格好のままな訳にもいかないしね。


「ふじくらとうまふじくらとうま……」


　腕を組んだ女の子に名前を連れん呼こされる。データベースから必死で検けん索さくしてるのかな。見つからない可能性も高いけど。


　しばしのシンキングタイムののち、


「あ！」


　と一声。そして、


「《トップ３》だ！　高等部の！　二年の！」


　ぴんぽんぴんぽん大正解！　分かってもらえたのがなんとなく嬉しい。


　女の子は、自分の胸に手を置くと、


「こっちも初めまして。内うち田だ水みず樹きです」


　小さく微笑む。落ち着いた様子が見ていて気持ちいい。すぐ傍そばの泉ちゃんよりよっぽど歳とし上うえに──なんてことは言わないでおこう。


「でも、どうしたんですか？　わざわざ高等部の、しかも《トップ３》が──」


　そこで、水樹ちゃんは表情を曇くもらせると、


「まさか、和真が何かやったとか？　最近ちょっと様子が変だったし」


「いやそうじゃなくって、えーと、その」


　さて、何から切り出そうか。水樹ちゃんはどうやら石川少年のことをよく知っているように見える。かと言って、直接聞くのはまずいだろう。誰にだってコンプレックスの一つや二つあるもんだ。


「……石川君って、どんな子かな」


「どうって？」


「その、成績とか運動神経とか──」


「成績は良いですよ。学年でもトップクラスで。そうだなぁ、運動神経も人ひと並なみ以上にはあるみたいだし──」


「なら、女の子からの人にん気きも？」


　水樹ちゃんは、くす、と笑うと、


「そうですね。ラヴレターをよく貰もらってるみたいです。私には知られたくないみたいですけど──態たい度どでバレバレなのに」


　成績優秀、運動神経も悪くなし、更さらには女の子からの人気もある。恵めぐまれてるじゃないか石川少年よ。そうなれば、望みは別のところにあるって考えるほうが妥だ当とうか。さて、条件の絞しぼり込こみといこう。せっかく有力な情報提供者が居いることだし。


「石川君の周りで、明後日か、その次の日あたりに何かあるか？　とか分かんないかな」


「明後日？」


　水樹ちゃんは腕を組んで、「んー」と一通り考えた後、


「幼おさな馴な染じみの女の子が留学すること、かな？」


「留学？」


「はい、そうです」


　そこで直感そして確かく信しん。


「変なこと聞くようだけど──石川君、その女の子のこと、好きなのかな？」


　水樹ちゃんは一いつ瞬しゆん「え？」と動きを止めて、


「それは無いと思います」


「え？　何で──」


　そこで水樹ちゃんは、舌をぺろっと出して、いたずらっぽく笑うと、


「だって、その女の子って、私ですから」





　　　　○





「んで、去さり際ぎわに、『その猫耳帽子、高等部で流は行やってるんですか？』って聞かれてね」


「なっ、なんでそんなことになってんだよ！」


「流行ってる、って答えといた」


「そーゆーことを言ってるんじゃない！」


　顔を真っ赤にして石川少年。約束通り、翌朝の始業前に来てみたものの、こっちが中等部へ行くことは予よ想そう外がいだったらしい。


　椅子に座ったまま、立ったままの石川少年をふと見上げて、


「告白に使うんだろ？　『祝福の鐘』」


　単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出す。いままでの態度からその意い図とは明めい白はくだが──ま、念のために確認、ということで。遠くに行ってしまう前に想いを伝えておきたいってところかな。


　石川少年は小さく首を振る。そしてぽつりと吐き出すように、


「……違う。あいつの、水樹の留学がうまくいくようにって」


　あれ？　いや、それはそうだけど──


「ごめん、その、ひとつ聞いていいかな？　ちょっと話を整理したいんだけど、『祝福の鐘』の話を持ち出したのはどっちが先？」


「あいつの──水樹のほうだった。留学の話になって、それまでずっと自信満々だったのに、突とつ然ぜん不安だなんて言って、それで、『祝福の鐘が聴きけたらな』って、呟つぶやくように言って」


「それから？」


「そんなの、俺が聴かせてやる、って、その場の勢いきおいで──そしたら、なんか水樹の機き嫌げんが悪くなって、和真はバカだみたいなこと言われて、そんなこと言われたらこっちも」


「ストップストップちょっと待った！」


　右手を伸ばして石川少年の話を止める。


「水樹ちゃん、何か言ってなかった？」


「何かって？」


「えーと、その、『鐘が聴けたら』のあたりで、例えば、二人で、とか──」


「いや、別に……」


「それじゃ、『俺が聴かせてやる』のあたり、もう少し台詞長くなかった？」


　石川少年は腕を組んで、


「んー、『鐘なら俺が聴かせてやる。留学は絶対うまくいくから心配するな』かな」


　……どうして不思議に思わないんだ石川少年。それまでずっと自信満々だった水樹ちゃんは何を不安に思ったんだ？


　つまりは、そんな意図に気付かなかった石川少年のことを、バカだ、と。


　そもそもお互い言葉が足たりてない気もするけど──その不ぶ器き用ようさが可愛かわいいじゃないか。愛すべきは幼馴染みカップル。ちょっと憧あこがれるところもある。なるほど、生まれ変わったらいろいろ幼馴染んでみたいかも。


「さて、石川少年──」


　椅子に座ったまま、思わせぶりに、とん、と机を指で叩たたいて、


「あと質問は一つだけ。それで動くか動かないか決める。それでオッケー？」


　石川少年は、こくりと大きく頷うなずく。


　こんな台詞を言うのはこっちもちょっと照てれるけど──はっきりさせておこう。そのほうが二人にとっていいはずだ。


「……水樹ちゃんのこと、好きなんだろ？」


「なっ──」


　顔を真っ赤にして、石川少年は怒ったように横を向く。しばしの沈ちん黙もくの後あと、かすかに顎あごを下げて、独ひとり言ごとのように、


「……そうだよ。悪いか」


　それでもはっきりと届く一言。


　よし！　ならばこっちの答えも決まってる！


　がたん！　と席を立ち、拳こぶしを高く突つき上あげる。意気込みはいつだって景けい気き良よく！


「よし！　後はこの藤倉冬麻に任まかせなさい！　明日までに、絶対なんとかしてやるから！」


「ホントか？」


　そう念を押されると、自信が無かったりもするが──それでも、


「任せとけ！」


　と胸を叩く。信頼に応こたえる気持ちは充じゆう分ぶんにある！　能力が及ばない可能性はあるけど。


　石川少年は、その言葉でほっとした表情を浮うかべて、


「……助かる、ありがとな」


　視線を逸そらして照れ臭そうに、小さく呟く。あああああ、そんな様子は反はん則そくだ石川少年！　この期待を裏切れるやつが居るだろうかいや居ない。（反語）


　こりゃもう後戻りできないって気がしてきた。能力が及ばない？　そんなのもう問題無しの関係無しだ。この信頼に応える！　それだけがマイアンサー！　不器用な二人に胸一杯の愛を！





　聞き込みで状況証しよう拠こは揃そろっていた。


　証言その一、音楽教師河かわ原はら。


『音楽室で備び品ひんの片付けをしてた時──もう三年ぐらい前かな。確かに鐘の音だった。耳を澄すまさないと聴こえないぐらい小さな音だったと思う。願い？　そうね、あの後旦だん那なサマと出で逢あったから、叶ったのかもしれない』


　証言その二、新聞部長倉くら田た。


『〆しめ切きり間際に突然だよ突然！　部室でうんうん唸うなってた時に鐘の音ときたもんだ。もちろん願いも叶ったよ。アイデアが降ってきたからね。あれはご利り益やくあるね、絶対。今度新聞部で特集を組んでみようかとも思ってる』


　証言その三、Ａ棟とう、高等部一年水みず原はら。


『深しん夜やにジョギングしてたときかな。ちょうど──そう、時計塔の近くだったと思う。空から聴こえてきたのかって思った。願い？　それ言わなきゃダメ？　その、えーと、二キロ落ちてた。そう、体重の話。それでめでたく四十キロ台に突とつ入にゆうってワケ。えー、五十と四十じゃ全然違うよ。でしょ？』


　以上有力情報。その他の多数の情報は割かつ愛あい。しかし、これだけ出てくれば、ただの噂ってことでもないだろう。実際、何らかの音が鳴ったと考えるのが妥だ当とうな推すい理り。


　そうなれば、学園のことなら巫城のお嬢様に聞けばいい──ってな訳で、会議室前。


「都みやこさんが知ってるといいですねっ」


　メモ帳片手に泉ちゃんはやる気充分。寮りよう長ちよう会議の終了を二人で待つ。


　きぃ、と小さな音を立て、会議室の重そうなドアが開く。わらわらと出てくるのは各棟の寮長及び副寮長。巫城のお嬢様は──と、居た居た。優ゆう雅がな立たち居振ふる舞まいにさらりと流れる長い髪──って、何より見つけやすくなってるのは、傍に八や千ち代よちゃんが居るからで。真っ黒な和服は誰より異い質しつで誰より目立つ。目め印じるしには最さい適てきだ。


「都さん、お疲れさまでしたっ！」


　泉ちゃんはたたっと駆かけ出だして、ぼむ、と巫城のお嬢様の懐ふところに収まる。「ふにー」と甘える泉ちゃんは、頭を撫なでられてご満まん悦えつの様よう子す──ってそんな雰ふん囲い気きに和なごむのが目的じゃなくて。ずっと見ていたい気持ちもそりゃあるけどね。


「ちょっと、都に聞きたいことがあるんだけど──いいかな？」


　お嬢様は泉ちゃんの髪を梳とかしながら、


「私で答えられることなら構かまいませんが」


　にこりと微笑む。


　どうやら機嫌は良さそうでひと安心。ちなみに寮長会議では、各棟の利り害がい関かん係けいが絡からんで大変らしく、数日間は巫城のお嬢様の機嫌が悪いことが多い。そうした点では今日はラッキーだったと言えよう。


「えと、その──」


「『祝福の鐘』について教えてくださいっ！」


　言葉を遮さえぎるように、泉ちゃんの元気な声。


「……はい？」


「『祝福の鐘』です！」


　まるで邪じや気きの無い泉ちゃんの声とは正反対に、巫城のお嬢様は邪気たっぷりの視線をこっちに向けてくる。


　えーと、その、ひょっとしてその。


　聞いてはいけない学園の秘密だったりですかお嬢様？　もしかしてこのまま学園裏の山の中にひっそりと埋うめられたり──


「……八千代」


　お嬢様の声に八千代ちゃんは即そく座ざに反はん応のう。音も無く、すす、と近寄ると、


「なんでしょう、都様」


「藤倉と話がありますから、泉を連れて、少し席を外はずしてください」


　八千代ちゃんは無言のまま頷くと、お嬢様の懐に収まっている泉ちゃんの手を取る。そしてそのまま、「えぅ？」と不思議そうな表情を浮かべる泉ちゃんを、ずるずると引きずるように連れていって──


　巫城のお嬢様と二人きり。各棟寮長は当然のようにもうここには居なくなっている。


　わざとらしく髪をはらい、いかにも不満気な表情で、


「結けつ論ろんから言いましょう。無理です」


　巫城のお嬢様は、ばっさりと切り捨てる。


「……知らないってこと？」


「いいえ」


「知ってるなら──」


「教えられません。御城学園理事長の孫娘としても、Ｓ棟とう寮長としても、そして、巫城都個人としても──教えることはできません」


　お嬢様は腕を組み、苛いら立だたしげに眉まゆをつり上げている。正直怖こわい。ひたすらに怖い。ここは退ひくべきか？　退たい却きやくが妥だ当とうな判断か？　いやそれは違う！　石川少年待っていてくれ。これぐらいの困こん難なん乗のり越こえてみせる！


「せ、せめてヒントだけ、でも……」


　弱い、弱々しい。こんな自分が情なさけない。うう、頼るべき人間を間違ったかもだ、石川少年……。


「自分で見つける、ということですか？　貴方あなたがそういう態度なら、こちらにも考えがあります」


「え？　考えって──」


「スタッフを使って邪じや魔まさせますから」


　ぷい、と拗すねたように横を向くお嬢様。なんだなんだなんだってんだ！　教えないならまだしも、邪魔まですることないだろ！
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　もういいここらで交こう渉しよう終了。カンナや春太の助けを借りよう。巫城のお嬢様に頼ろうってのが間違ってた。


「……もういい。邪魔するならしてくれ。それぐらい突とつ破ぱしてみせるから」


　それだけ言ってひらりと振り返る。お嬢様が何か言った気がするが──そんなことは気にせずダッシュ！　かっこ悪い逃げ方だな、なんてことももちろん気にしない。しっかし、巫城のお嬢様、頭堅かたいよなぁ、くそう。





　　　　○





「そらあかんな、トマぴょん。最低や」


　場所はお馴な染じみ、Ｓ棟春太の部屋。カンナはカーペットにごろ寝ねで雑誌を広げ、春太は机に向かって課題の真まっ最さい中ちゆう。


「……なんだよ最低って」


「言葉が足たりんっちゅーこっちゃ」


　こっちには視線を向けず、カンナはクッキーをぱくり。真しん剣けんに考えてくれているかどうか、非常に疑わしい。


「事情はよー分かった。こーやって説明してくれたら、そりゃ力になったろって気になる。最低ゆーのは──なんでみやちゃんにもちゃんと説明せーへんかったか？　ってコトや」


「説明って──」


「鐘を鳴らす目的、別に自分のためとちゃうやろ？　なら、初めにちゃんと言わなあかん。みやちゃん、完全に誤ご解かいしとる。普通は態度で気付くもんやけど──トマぴょんにそれを期待するのは酷こくか。つまりな」


　カンナは雑誌を置き、視線をこっちに向けると、


「いずみんとトマぴょん、二人で鐘の音を聴くために来た──みやちゃん、そう誤解しとるな。『祝福の鐘』はカップルに幸せを運ぶって噂もあるし」


「なっ！」


　それであんな態度だったのか？　そういえばちゃんと説明してなかった──って、こっちが緊きん張ちようしてたってのは言い訳にならないか。


「あー、みやちゃん、今いま頃ごろ布ふ団とんにくるまってしくしく泣いとるなー」


「……そりゃ無いだろ」


　まさかあのお嬢様が、ねえ。


「それ、ホンマに思とるん？」


　少し怒ったような口く調ちようで、カンナはゆっくりと立ち上がる。そして俺の傍まで近付くと──


　げし！


「ぐは！」


　足蹴り一発側そく頭とう部ぶ。耳が、きん、と鳴ってカーペットに転がる。


「おいカンナ、人の部屋であんま暴れ──」


「春やんは黙っとき！」


　カンナは腰に手をあて、ずい、と顔を寄せてくる。


「トマぴょん、勘違いしとったらあかんで。みやちゃんはな、ごく普通の女の子や。言葉が足りんかったら誤解もするし、傷きず付ついたら泣きもする。取るに足らんよーな鐘の音の噂だってもちろん知って、好きな人と聴くことに憧あこがれたりもする。なんかおかしい？　当然のことやろ。好きな人にはぎゅってされて、いっぱい頭撫なでられて、可愛い可愛いってしてもろて──」


「……カンナ、暴ぼう走そうしてるぞ」


　春太の言葉で、こほん、とカンナは咳せき払ばらいひとつ。


　ぱたん、と春太は課題のテキストを閉とじて、


「ま、男ってのは不ぶ器き用ようなもんだからな」


　なんとも助かるフォローの言葉。さすがは秋あき月づき春太様。下級生に頼られるのも分かる気がする。


「都ちゃんへのフォローはトーマスがする。それでいいだろ？　時間が無いほうから片付けよう」


　椅子から立った春太は、腰に手をあてて、


「結論から考えたほうが早いな。鐘はある、そう仮定する。学園の中で鐘を鳴らすとしよう。何のために？　何を知らせるために？」


　春太がそこでにやりと笑う。


　ここまでヒントを貰えば簡かん単たんだ。「サンキュー春太！　助かった！」と告げて部屋を出て行く。


「みやちゃんのコト、ちゃんとせな許さんからな！」


　背中にカンナの声が聞こえる。分かってるってそんなこと。分かってるつもりでは──あるんだけど、やっぱ緊張するかも。結局、不器用なんだろね。





　　　　○





　さて、思い立ったらすぐ行動。


　石川少年には連絡済ずみ。「え？　まだ明日もあるだろこっちはまだ心の準備が──」なんて躊躇ためらうところを無む理り矢や理りに。こーゆーのは早いほうがいいに決まってる。午後十一時って時間なんて、そんなことは関係無しだ。


　洋風レンガ造づくりの時計塔、その周囲をぐるりと眺ながめれば──


「トーマさん、ありました！」


　そこにあるのは銀色のドア。重そうな南なん京きん錠じようは錆さび付ついていて、あまり開けていないことが分かる。


「……鍵かぎ開けの技術って、持ってない？」


「えぅ、残念ながら持ってないです……」


　ま、これには期待してなかった。それでも大だい丈じよう夫ぶって思ってたのには理由がある。


「よし、鍵は任まかせといて」


「どうするんですか？」


　きょとん、とした表情で泉ちゃん。えーとその、そりゃあんまり使ってないとこっちも忘れそうだけど。


「鍵の温度を上げて、壊こわそうかな、と──」


「ダメですダメですトーマさん！　そんなことしちゃダメです！　いけないです！」


　泉ちゃんは、がば、と右手に跳とびついてきて、「ダメです」をひたすらに連れん呼こ。こうなるとちょっと動きようがない。


「泉ちゃん、その、力を使えばこれぐらい」


「ダメです！　絶対に使わせないです！」


　こりゃ参まいった。本当に参った。そりゃ学園の備品を壊すのは問題あるのかもしれないけど、それでも今は緊急事態で──


「貴方の体を心配してるんですよ」


　背後から聞こえる声。そこに居たのは想像通り、夜に溶とけそうな真っ黒い服に身を包んだ巫城のお嬢様で、


「力を使うと体調を崩くずす、泉はそれを知っていますから」


「……その、これはその、鐘を鳴らすのは自分のためじゃなくて、えっと」


　巫城のお嬢様へのフォロー、とはいえ、急に出てこられると言葉が巧うまくまとまらない。変に慌あわててしまうのが情けなく思えてくる。


　巫城のお嬢様は、す、と右手を差し出してくる。そこに握にぎられていたのは、


「……えっと、ここの、鍵？」


「そうです」


「開けてもいいってこと？」


「貴方が体を壊すぐらいなら」


　巫城のお嬢様は、くす、と照れ臭そうに小さく微笑む。前ぜん言げん撤てつ回かい。頼りになるよ巫城のお嬢様。


「では、私はこれで」と振り返ろうとする巫城のお嬢様の手を半ば無む意い識しきに摑つかむ。


「え？　藤倉──」


　少し泣きそうな表情のお嬢様。こっちの顔が熱くなってくる。ああもう慣なれてないんだこういうシチュエーション！　ふぅ、と大きく深しん呼こ吸きゆう。気持ちを落ち着けてゆっくりと。


「鐘の音、一緒に……聴かない？」


　ぼむ！　と巫城のお嬢様の顔が一瞬で朱しゆに染そまるが──こっちもそれは同じで、見み詰つめるだけの余よ裕ゆうが無い。お嬢様の右手を握り締しめたまま固かたまってしまっている。馬ば鹿かだ。


「え？　でも、その、泉が」


「もちろん都さんも一緒がいいですっ！」


　無邪気な声は直球勝負。正直救すくわれた気もする──ってのはずるいのかな。それでも、巫城のお嬢様と目が合って、どちらからともなく笑い合う。「えぅ？」と不思議そうな表情の泉ちゃん。とりあえずはこんなところでオッケーってことにしてほしい。





　ぼんやりした灯あかりが点ともる時計塔内部。


　脇わきにある階段を静かに登のぼり、三階に来たところで立ち止まる。


　思ったよりもがらんとしている、というのが第一印象。特に中央部は吹ふき抜ぬけにでもなっているのか、真まっ直すぐに時計塔の上部まで見えるようになっていて、


「……あれが、鐘？」


　わずか上に見える姿。想像よりかなり大きい。人が中に入れそうな程で、教会のそれというよりむしろ、寺じ院いんにあるものを思わせる。


　巫城のお嬢様が小さく頷いて、


「そうです。少々問題があって現在は使っていません。本来は、打鐘用のおもりで鳴らすものなのですが──」


　視線のすぐ先にあるのは小さなゴンドラ。時計塔上部からワイヤーで繫つながっている。


「ゴンドラに乗れば、きっと鐘が鳴ります！」


　台詞とともに駆け出して、泉ちゃんは、ぴょん、とゴンドラに跳び乗る──が、ゴンドラは動く気配すら見せない。


「えぅ、動かないです……」


「重さが足りないのでしょう。人の重さでは限げん界かいがあります。他の方法を──」


「三人で乗ったら、駄だ目めかな？」


　思いつきで言ってみる。一人で駄目なら三人だ！　文もん殊じゆの知ち恵えも生まれてる。


　巫城のお嬢様は、かすかに強こわ張ばった声で、


「それは、確かに、そう、なのですが」


「なら乗ろう。時間も無い。こーゆーのはタイミングと勢いが大事で──」


　歩み出そうとして、立ち止まる。くい、と袖そでを引く小さな力。視線を向ければ、すぐ傍にあるのは、かすかに瞳の潤うるんだ巫城のお嬢様の表情で、


「……あああ、あの、藤倉？」


　心臓が跳ね上がる。体が熱い。これ以上何か言われたら倒れる気もする。いや待てむしろこっちが何か言うべきなのか？


　巫城のお嬢様は目を閉じ、小さな唇くちびるをぎゅっと結んで、意を決したように、


「おおお落ちても、貴方が抱き止めてくれますよね？　私、高いところはっ、苦手でっ」


　言葉の最後が裏うら返がえって、こっちの緊張が緩ゆるむ。なるほど、そーゆーことか。


「任せとけ！」と強気な台詞でゴンドラへ。三人が乗ると、少し窮きゆう屈くつに思える。


「あれ？　何も起こらないけど」


「ひょっとして、重さが足りなかったのかもしれま──」


「来ます！」


　急きゆう激げきにかかる引力。視界が縦たてに流れる。自由落下のゴンドラは、シートベルトも何も無い。おいこれ絶ぜつ叫きようマシーンよりよっぽど怖いよ何せ身の危険すら感じて──


　がくん！


　衝しよう撃げきとともに、ゴンドラから放ほうり出される。同時に、空から聴こえる音は。


　ごおん、ごおん、と高らかに。


「やりました！　成功ですっ！」


　泉ちゃんの楽しげな声。ちらりと横目で見れば、嬉しそうにぴょんぴょん跳ね回っている。さすが泉ちゃん、遊園地大好きの本ほん領りよう発はつ揮き。こっちはまだ足ががくがくなのに。


「し、死ぬかと、思いました……」


　胸の上で、お嬢様の声。抱き止めてたのは無意識だったけど、約束は守れたかな。


「もう一回鳴らしましょう！　そうすればみんなの願いが叶いますっ！」


　も、もう一回？　それはちょっと辛つらいところでこっちの体が保もちそうにない──


「泉！　動かないで！」


　巫城のお嬢様の声とほぼ同時。


　ごおおおおおおおおおおおおおおん！


　耳をつんざく鐘の音とともに、視界が闇やみに閉とざされる。


　まさかこれってひょっとして？


　はぁ、という溜ため息いきの後、


「使っていない最大の理由がこれです。鐘を鳴らすと、落ちてくるんですよ。本当に、どこで仕組みを誤あやまったのか──」


　耳元で巫城のお嬢様の声。つまり、今は鐘の中で──ってこれ、どーなってんだ？　狭せまさに加くわえて体の重み。とにかく外へ！　と立ち上がろうとはするものの、


「ままま真っ暗です大変です見えないです！　一大事です緊急事態です！」


　ぎゅーっと足を押さえられる。まず落ち着こう泉ちゃん。暗闇に手を伸ばし、安心するよう優しく撫でる。


「ひゃっ！」


　あれ？　確かに柔やわらかかったけどさっきの悲鳴は巫城のお嬢様でつまりはその。え？


「ごごごごごごごめん！　わざとじゃなくて間違いで絶対もう確実に神に誓ちかって！」


「わ、分かってますから、その、手を──」


「えぅ……、真っ暗はっ、怖い、です……。トーマさん、泉はっ、真っ暗のっ……」


「ああああ！　泉ちゃん泣かないで！」


　ふにふに。柔らかい。


　あれ？　これもなんか違うような──


「ふ、藤倉？　その、わざとでは無いと信じたいのですが、そこは……ちょっと」


　吐と息いきがかったお嬢様の声で、血けつ圧あつ上じよう昇しよう心臓爆ばく音おん。もうダメだ限界だ。石になります藤倉冬麻。ごめんよ許して泉ちゃん。


　そういえば、石川少年はうまくやったかな。それだけちょっと心配だ。





　　　　○





「本当にありがとうございました！」


　翌日放ほう課か後ご二年Ｄ組。巫城のお嬢様の指し導どうのもと、始し末まつ書しよ作成真っ最中に、深ふか々ぶかと頭を下さげるは石川少年。


　顔を上げ、満面の笑みを浮かべると、
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「藤倉さんに頼んで良かった。俺、あの人気投票のとき、屋おく上じように居て、大切な人だからって、まっすぐに言える藤倉さんに憧れて──」


　石川少年は、そこでいったん言葉を切ると、ふぅ、と大きく息を吐く。


「言えたんです。ずっと好きだったって。鐘の音の力かもしれない、でもこれきっと、藤倉さんの力で、その」


　ぽむ、と石川少年の頭を撫でる。


「凄すごいのは、そっちのほうだって」


　石川少年はもう一度、深々と頭を下げて、


「ありがとうございました！」


　足取りも軽やかに去っていく。


　巫城のお嬢様は、そんな後ろ姿を見ながら、


「そういうこと、だったんですね」


「……だったんですよ」


「なら、始末書は私が作りましょうか」


「え？　いいの？」


「ええ、構かまいません。ただ一つだけ、私の質問に答えてくれますか？」


　書類の内容に必要なことかな。難しいことじゃなきゃいいんだけど。


「もし、二人で『祝福の鐘』を聴くとしたら、貴方は、誰を選びますか？」


　真っ赤になった巫城のお嬢様と視線が合う。呼吸が止まりそうだ。心臓が高鳴る。


「それは──」


「お待たせしましたトーマさんっ！」


　そんな言葉を遮るように、泉ちゃんが元気に駆け寄って来て、


「今日も一日お疲れさまでしたっ！」


　首のあたりに、ぎゅー、と抱き付いてくる。


　お嬢様が小さく微笑む。がっかりしたような、それでもどこかほっとしたような表情で、


「答はもうしばらく先、ですね」
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　　　　□□□





　段だんボール箱が高等部二年のフロアを歩いていた。


　……訂てい正せい。歩いているように見えた、ってのが正ただしいところ。


　大きな段ボール箱が重かさねて三つ。これじゃ前方に視し界かいは無ないだろう。しかし誰だれか手伝ってやっても──とは思うが、放課後の廊ろう下かとくれば、帰き途とにつく連れん中ちゆうがほとんどで、ひょこひょこ動く段ボール箱には目もやらない。授じゆ業ぎようが終おわれば個こ人じんの時間。部活なり課題なり友人との会話なり、それぞれがそれぞれに忙いそがしそうで慌あわただしい。


　部活には縁えんが無く、課題は山やま積づみのまま放置の自分としては、放課後の用など特に無く、唯ゆい一いつやることがあるとすれば、これから一年のフロアまで行って泉ちゃんを迎むかえに行くことぐらいなもの。もちろんそのつもりで廊ろう下かを歩いていた訳だが──


　ゆっくりと近付いて、段ボール箱を上から二つ持ち上げる。少々の重さは何のその。義ぎを見てせざるは勇ゆうなきなり。どのあたりが義なのかは知らないが、きっとどこかにあるはずだ。義をたずねて三さん千ぜん里り。それは素す敵てきなサムシング（心の中にあるらしい）。


　この重さは少々じゃないぞと脳のうが告つげてくるが、それは別段気にしない。やると決めたら弱気は無しだ！　しかしこの段ボール箱三つなんて常じよう人じんの仕事じゃないよね全まつたくもって。持ってた人を尊そん敬けいしたくなってくる。きっと男前だ。間違い無い。こっちが持つのを一つにするのってまだ大だい丈じよう夫ぶかな……とほんのり弱気あっさりと。


「あ……」


　視し線せんが合って声が重かさなる。


　時代掛がかった髪かみ型がたに、加えて真っ黒な和わ服ふく姿すがた。「あの和服の」と言っただけでたいてい話が通つうじるあたり、学園内では有名と言える存そん在ざい。しかし何で制せい服ふく着きないんだろね、なんて詮せん索さくはしないことにしてる。下手なことを言ってしまえば、袖そでのあたりからナイフが飛び出すことは確実だ。きっといろいろ事情があるんだろう。時をかけてるのかもしれない。好きな花はラベンダーかもね。


「えと、あー、八や千ち代よちゃん。元気してた？」


　無む言ごんなのもまずかろう、ということで、ご機き嫌げん伺うかがい無ぶ難なんなところ。出来るだけにこやかな笑みを作ったこっちとは対照的に、八千代ちゃんは微み塵じんも表情を変えることなく、


「……何の真ま似ねですか。邪じや魔ましないでください」


　きっぱりと言い切る。


「いやその、手伝おうと思って。重そうだったし」


「平気です。返してください」


「どこまで運べばいい？」


「……話を聞いているのですか？」


「けっこう重いよねコレ。中身、何？」


「寮りよう長ちよう会かい議ぎの資し料りようです。書類だとやはり──って、藤ふじ倉くら様！」


　オッケー了りよう解かい出発進行！　目指すは四階会議室！　軽けい快かいな意い気き込ごみで足取りも軽く──とまではいかないのがなんともせつないかっこ悪さ。荷物の重さでのろのろ歩き。それでも平気を装よそおうあたりが、男の小さな意地だったりする。まぁ、情なさけないのは変わらないけど。


　八千代ちゃんはすぐ後ろに追い付いてきて、


「藤倉様！　教室で泉いずみが待っているはずです！　早く行ってあげてください！」


「ん、大だい丈じよう夫ぶ。これ運んだらすぐ行くから」


「……泉が心配するかもしれません」


「このままだと、八千代ちゃんのほうが心配かな」


　……自分の両手も、ちょっと心配かな？　爽さわやかに応こたえた割わりには、内心どこまでも弱々しい。あーもう、日ひ頃ごろの運動不足がこんなところで効きいてくる。


　八千代ちゃんは、はぁ、と小さく息を吐はいて、


「こんなことをしても、私の評ひよう価かは変わりませんから」


　わざとらしく、ぷいと横を向く。


　別に得点稼かせぎをしようってつもりは無いし、親切を押し付けるつもりもない。ただ、だからといってこのままってのは気になってしょうがない。見なけりゃ気にもならなかったんだろうけど、見てしまった以上、何もしないのは落ち着かない。ま、こんなの結局のところ自己満足に過ぎなくて──とりあえずは、八千代ちゃんが本気で怒おこってる訳わけじゃないから良しとしよう。


「でも、何で八千代ちゃんがこんな大荷物運んでんの？」


「寮長会議は各棟の寮長及および副寮長が出席する、ということはご存ぞん知じですね？」


　そりゃもちろん。寮長会議といえば、各かく棟とうの主張がぶつかり合って怖こわいぐらいにギスギスした世界、ってのは噂うわさに聞いたことがある。その前後は出来るだけ巫み城しろのお嬢じよう様さまには近付かないように──ってのが自分内ルール。触さわらぬお嬢様に祟たたりなし。


「Ａ棟からＬ棟まで、合計十二棟の一いつ般ぱん棟。これはそれぞれ、男子棟が六、女子棟が六となります。そこで、不公平とならないように、Ｓ棟の寮長が議長を務つとめるのが慣かん例れいとなっています」


「えーと、それで副寮長の八千代ちゃんが雑ざつ用ようってこと？」


　八千代ちゃんは小さく首を振る。


「いえ、本来の資料は既すでに配はい布ふされています。これは個人的に用意した資料です。議長は風当たりも強いですから」


　ってことは、これは八千代ちゃんが巫城のお嬢様のために用意したってことで。


　愛されてるねお嬢様。そう、ならば今の俺おれは愛を運ぶ配はい達たつ人にんなのだ！　ぴんぽーん。どちらさまですか？　お届とどけものっス、ハンコお願いします。あらあら、ちょっと待ってくださいね。きぃ、ぱたむ。ふふふ、俺を家に入れるとは無ぶ用よう心じんだな。そんな、まさか！　奥おくさん奥さんぐははは奥さん！　いやっ、私には主人と子こ供どもが！　奥さん奥さん！　あと最近太りすぎの猫ねこが！　奥さん奥さん！　北海道で買ったクマの置おき物ものが！　おくさーん！


　……これ愛違う、かなり違う。うぅ、昨日きのう借りた『人妻デラックス──濡ぬれた着ちやく払ばらいのうららかな午後──』の悪あく影えい響きようなのか。しかしいかんねけしからんね。おっきなおっぱいで青少年の心をたぶらかすとは何とけしからん作品であろうか！　許せぬ！　藤倉冬麻は被ひ告こく村上にレンタル期間の延えん長ちようを頭を下さげてお願いするものである！


「……藤倉様？　どうかなさいましたか？」


「え！　あ？　違うそうじゃなくて！　Ａだって凄すごいんだぞ的ないやまてよそうなると節せつ操そうが無いとかそういう話じゃなくて？」


　何を言ってるんだ何を！


　八千代ちゃんは、まっすぐな瞳ひとみを向けてきて、


「Ａ棟のことですか？　寮長の桐きり村むらさんは確かに厳きびしいですが、筋すじの通とおっていないことを主張するような方ではありません。安心してください」


　そして小さく、くす、と微笑ほほえむ。


　あーごめんなさいホントごめんなさい……。誰が悪いって自分が悪い。最低っぷり全開だ。もう人としてどうなのかと思う。お嬢様想いの八千代ちゃんに比くらべて、自分の醜みにくさはなんなんだ。うぅ、控ひかえめな笑顔がまぶしいよ……。


　よし、気持ちを入れ替かえて真しん剣けんに運ぼう。労ろう働どうが更こう正せいへの第一歩。


　迫せまり来くる階段にも、しっかりとその一歩を踏ふみ出だして──と。


　ずるり。


　ありゃ？　と異い変へんを感じると同時、重じゆう心しんが後ろへと移い動どう。加くわえて段ボール箱二つぶんの重力も重なって、


「藤倉様！」


　八千代ちゃんの声。


　視し界かいはぐるんと天てん井じようへ。こりゃ確実に床ゆかに激げき突とつだねまいったね。自分で勝手に手伝っておきながら何やってんだ、全く最低かっこ悪い──


　どん。


　と背中に受ける衝しよう撃げきは、想像よりもずっと弱くて、


「ああああああああっ！」


　その事実に気付いて、荷物を放り出して反転。咄とつ嗟さに俺を守ってくれた人物の姿がそこにある。八千代ちゃんが体を割り込ませて、床との激突を防ふせいでくれた、とつまりはそういうことで、ただそうなると痛かったのは八千代ちゃんのほうで──


「ごごごごごごごめん八千代ちゃん！　ちょっと足が滑すべってバランスを崩くずして──ってそういうことじゃなくて！　大丈夫？　痛くなかった？　怪け我がとかしてない？　もうホントにごめん！　そんなつもりじゃなくてそのそのそのっ」


「…………手」


「え？　手？　ひょっとして手をひねったとかそういう──」


「手をどけてください手を！　いつまで乗っかっているつもりなのですか！」


　弾はじかれるように慌あわてて立ち上がる。いやホントにそういうつもりじゃなくてそのそのその！　確かに思い出せばちょっと柔やわらかかったような気もしたけどそんな余よ裕ゆうも無くてまったく憶おぼえてなくて！　ぶんぶんと首を振ふっていろんなものを否ひ定ていする。


　明らかに狼ろう狽ばいしてるこっちの様子をとりたてて気にするふうでもなく、八千代ちゃんは軽やかに立ち上がり、


「……荷物の二つもまともに運べないのですか」


　呆あきれたように言い捨すてる。


「……ホントに、ごめん」


　もう謝あやまるしかない。深々と頭を下げると気持ちも落ち込んでくる。


「気にしないでください、藤倉様」


　八千代ちゃんが、黒い和服の裾すそをはらいながら言う。


　気を遣つかってくれてるんだろう。優しい八千代ちゃんに感謝。ここに来た当初は感情の無い人形みたいというよりむしろ人形なんじゃなかろうか、なんて八千代ちゃんに対して思ってたことを反省せねば。そう、日本人形のような外見の奥に隠かくされているのは、あったかな人間の心だったのだ！


「別にあなたのための行動、という訳ではありません。私が傍そばに居たにも拘かかわらず、藤倉様が怪我でもしてしまっては都みやこ様に申し訳がたちません。加えて、不本意ながら都様はあなたに好意を抱いだいていらっしゃいます。怪我でもされたらお見み舞まいに行くと言い出すことは疑いようがありません。ただでさえ忙しい都様に負ふ担たんをかけたくない、それだけです。くれぐれも勘かん違ちがいなどしないように」


　……その、あったかな人間の心は確かにあるよね、うん。それが巫城のお嬢様のほうを向いているだけであって。ま、優しいってのは間違ってないからいいかな。


　しかし、むしろ勘違いしてるのは八千代ちゃんのほうなんじゃないだろうか。巫城のお嬢様の感情ってのはいわゆる恋愛感情なんてものじゃなくて、過去の事件があるってところの同情に近いものだと思う。もし仮かりにお嬢様が俺に対して恋愛感情に近いものを持っているとしても、ま、それも勘違いの一いつ種しゆなんだろう。本質を知れば好かれる要素なんて無いはずなのだ。まさしく荷物の二つもまともに運べない、情けなくてかっこ悪い男はここにいる！　ばーん！　ってそれを誇ほこってどうすんだ。


「しかし藤倉様。何も無いところで転ぶなんて器き用ようなものですね」


　皮肉っぽく八千代ちゃんが言う。


　多分靴くつ底ぞこがずるずるで──なんて言い訳してもしょうがない。苦笑いで応こたえておく。


「何をへらへらしているのですか」


　八千代ちゃんが追おい討うちのようにちくり。


　こうなるともはや小さくなって項うな垂だれるより外は無く、荷物を一つに減へらしてもらってようやく会議室まで辿たどり着ついた──ってところでお疲れ様のご苦労様。


　八千代ちゃんが最後に言った、「ありがとうございました」まで皮肉っぽく聞こえてしまうともう重症。自分の情けなさが身に染しみる、そんな藤倉冬とう麻までありましたとさ。





　　　　○





　さて翌よく日じつ。


「おはようございますトーマさんっ！」といつもながらの朝の始まりで、じゃりじゃりとした黒い物体を喉のどに流し込むのもいつも通り。


　何も変わらない一日の始まりで、ささいな違いがそこにはあった。


「あれ、靴くつが──」


　Ｓ棟一階下げ駄た箱ばこ。その違いは、開あけると同時にラブレターがばさばさ落ちるなんて嬉うれしい変化ではなく、靴の中に画が鋲びようが！　という明日のバレリーナを目指すためには負けてられないもん！　的な展てん開かいではなく、靴がそもそもありません隊長！　何、無くなった？　はい、このままでは我が軍は壊かい滅めつかと！　よく探さがせ！　という殺さつ伐ばつとしたシチュエーションでも無かった。


「どうしたんですか、トーマさん？」


　ぴこん、と髪を揺ゆらして心配そうに見上げる泉ちゃんに、


「ん、何でもない」


　と応えて、一瞬躊躇ためらいながらも靴を履はく。自分の靴じゃないってことが分かっているだけに、足を入れた瞬間ほのかな違い和わ感かんがある。そもそも青いスニーカーなんて持ってなかったはずで、誰かのと間違えたってことも考えにくいが、今日のところは学校へ行こう。Ｓ棟内で入いれ替かわったってことなら、きっと長なが峰みねさんだろう。「ああ、うっかりしてたね。ちょっと疲れてたのかな？」なんて悪びれもせず言うに違いない。


「長峰さんってね」


　歩きながら、泉ちゃんに尋ねる。


「にーさまがどうしたんですか？」


「他の人の靴を間違えて履いて行く、ってことあるかな？」


　泉ちゃんは、むー、と一通り考えた後、


「あるかもしれないです。にーさま、物や人については大おお雑ざつ把ぱですから」


　なるほどそれならひと安心。言われてみれば、確かにいろんな面でアバウトなところがあったように思う。休きゆう憩けい時じ間かんにでも会いに行って返してもらおう。


　履きなれた靴の良いところってのは、靴が足に合ってるってことで、今まで履いてた靴はもう体の一部みたいになってる。ここに来た──ちと訂てい正せい、連つれてこられた時に履いてたってことも大きいかな。磨すり減へった靴底のぶんだけ歴史があるのだ！　なんつって。





「残念。僕ぼくはそんな間違い方はしないよ」


　放課後の第四校こう舎しや屋おく上じよう。長峰さんは、小さく微笑ほほえんで言葉を続ける。


「自分の下駄箱に他人の靴が入っていても、気にせず履いてしまうかもしれないけどね。確かに大雑把といえば大雑把なのかもしれないけど、僕ぼくの行動自体は繊せん細さいなんだよ。出来るだけ疲れないようにパターン化してあるんだ」


「パターン化、ですか？」


「そう、同じことは同じようにね。特に朝なんてぼんやりしてるから、体が憶おぼえたパターンで動いてるようなものだよ」


　なんだかそれは凄すごく便利なんじゃないだろうか。あと五分！　あと五分だけ寝ねかせてください！　なんて寝ね床どこで粘ねばらなくても良くなるのだ。体が勝手に動いて、気付けば授じゆ業ぎようが始まっている。いいなあ、二度寝って最高だよなあ。アイラブお布ふ団とんベリーマッチ。寒くなってくるとますます恋こいしい。


　さて、それはともかくとして。


「じゃ、やっぱり長峰さんは知らないんですね……」


　そうなると誰だろう。春はる太たか？　サイズがちょっと違いそうな気がする。１９０センチオーバーの巨きよ体たいに入るような靴だとは考えにくい。御み城しろ学がく園えんでは校舎内でも外そと履ばきだから、入れ替わるポイントは寮りようぐらいなんだけどなあ。参まいった。ホントに無くなった気がする。たかが靴でもされど靴。ちょっとショックだ。


「藤倉くん、今履いてる靴は誰のなのかな？」


「いや、下駄箱に入ってたんで、とりあえず履いてきたんですけど……」


「僕のだと思って？」


「はい。まあ、消去法で」


　長峰さんは膝ひざを屈かがめて、件くだんの靴をまじまじと眺める。顎あごのあたりに手を置いて、「なるほど」と小さく言ってから、


「これ、新品だね。しかも高いよ、きっと」


「え？　そう、なんですか？　新しいかなあ、とは思ってたんですけど」


　新しくは見えるが、履き心ごこ地ちが悪くないぶん、誰かが履いて柔やわらかくなっているんだろうなんて想像してた。でもどうやら違うらしい。


　そうなるとどういうことだ？　新品の靴が下駄箱に入れてあった。何か新しい詐さ欺ぎなんだろうか。勝手に送りつけて後から請せい求きゆうするってところ？　どうしよう、こういうのって黒服の怖こわい人たちがぞろぞろで大変な事じ態たいなんじゃないだろうか。借かりた金は返すって小学生でも知ってるだろこの野や郎ろう！　ああっ、別にお金なんて借りてないですよ！　うるせえ、妹は貰もらっていくからな！　待ってくれ、妹だけは！　がははは、別べつ嬪ぴんな妹じゃねえか。たっぷり可愛かわいがってやるぜ！　むしろ俺を殴なぐれ！　これから俺はお前らを殴る！（青春ドラマに移行した）


「藤倉くん、最近誰かに『新しい靴が欲しい』なんて言ったかな」


　長峰さんは立ち上がり、その前まえ髪がみを軽くはらう。


「……言ってないと思いますけど。誰かが買ったってことですか？　これ」


「前の靴はどんなだった？」


「黒の革靴です。ごく普通の」


「だいぶ古くなってたんじゃないかな？」


「四年か五年履いてたから、古くはなってましたけど」


「じゃ、そんな藤倉くんを不ふ憫びんに思った誰かからのプレゼント。そういう解かい釈しやくでどうかな」


　左目の眼がん帯たいに手をやりながら、長峰さんは愉ゆ快かいそうに言った。





　プレゼント、ねえ。


　例えばの話だ。どうにもくたびれた靴をいつも履いてる俺を見かねた泉ちゃんが、こっそりプレゼントしてくれた、ってのはどうだろう。ならば、それとなく会話の中に織おり込こむという作戦でいこう。よし！


「にーさまとは、どんなお話をしたんですか？」


　Ｓ棟への帰途。泉ちゃんが尋たずねてくる。


「えーと、靴の話」


　それとなく？　織り込むというより、かなり前面に押し出している気がする。カレーの隠かくし味にコーヒー投とう入にゆう、でも全然隠れてないよむしろジャガイモ入りのコーヒーですかこれは！　そんなおっちょこちょいな奥さんの姿が出現。奥さん奥さん、おくさーん！　このへんでやめとこう。つーか明日、村上に返そう。インパクトが強すぎた。主おもに胸とか。胸とか胸とか。あと胸とか？　そんな感じ。


「そういえばトーマさん、靴がいつもと違います」


「ん、まあ、そう、だけど」


「いつもの靴は洗っちゃったんですか？」


「え？　あ、えーと、その、そんなところに近いかな」


　泉ちゃんはどういう訳か、肩を落として項垂れて、


「えぅ、泉に言ってくれればやったのに……。トーマさんは泉を信しん頼らいしてないんですそうなんです。泉はきっと捨てられちゃうですポイ捨てです。せめて分ぶん別べつぐらいはして──」


「あああああ違う違う違う！　そう、男には男にしか分からない秘ひ密みつとかこだわりとかあってね！　掃そう除じは頼んでないよねうん。あれはまあ、出てくるとヤバイものがごろごろあってね？　昔なんか家に帰ったら机の上に整せい頓とんされて置いてあったりしてさ！　泣いたね泣いたああ泣いたとも！　ついでに妹まで部屋に入ってきてもう大変。スクリーンアウトスクリーンアウト！　机つくえの周しゆう囲いに近付けないよう必死だったよ懐なつかしい！　要ようするにそのつまりね、お互たがいがお互いの領域を尊そん重ちようしあうってのが本当の信頼なんだよね！」


「本当の信頼、ですか？」


「そう！　それこそが重要！　ね、泉ちゃん」


　えへへー、と泉ちゃんが笑ってひと安心。


　ぎゅー、と抱き付いてくるので、ぽんぽん、と頭を撫なでておく。妹の琴ことちゃんもちっちゃい頃はこんなだったな、と思い出す。琴ちゃんのほうが泉ちゃんより歳とし下しただから、こんな思い出し方はちょっと変なんだけど。


　そこで不意に、ぼふ！　と脇わき腹ばらに衝しよう撃げき。まさか泉ちゃん、クリンチと見せかけてボディを攻こう撃げき？　これはなかなかの戦略家──


　ん？　と見れば、泉ちゃんの体の陰かげに、黒い和服がちらりと覗のぞく。なるほど、さっきの一撃は八千代ちゃんか。Ｓ棟の暗殺者の異い名みようは伊だ達てじゃない。ちなみにさっき考えた。


「八千代、やめなさい」


「都様、私は何も──」


「見ていました。言い訳は聞きません。藤倉に謝あやまりなさい」


「……でも」


「謝りなさい、と言っているのです。聞こえませんでしたか？」


　そこに居いたのは巫城のお嬢様。さすがに寮長会議の期き間かんだけあって機き嫌げんが悪い。眉まゆをぴくりとつり上げて、苛いら立だたしげに腕うでを組んでいる。


　八千代ちゃんは、お嬢様にまっすぐ視線を向けると、


「都様、少し藤倉様と二人にしていただけませんか？　そこでちゃんと謝ります」


　その言葉に、お嬢様はとんとん、と指で腕を叩たたく。苛立ちが増ぞう加かしているような気がする。


「藤倉も同じ考えですか？」


「え？　俺は、その、八千代ちゃんが言うなら、うん」


「そうですか。分かりました」


　巫城のお嬢様は、にこ、と微笑んで、


「泉、行きましょう。藤倉と八千代は大切な話があるようですから」


　がし！　と泉ちゃんの手を摑つかみ、ずんずんと歩いていく。


　半なかば引ひき摺ずられるようなかたちの泉ちゃんは、「トーマさん、また明日です！」と元気な声。殺さつ伐ばつとした雰囲気がちょっとだけ和やわらぐが──ここからは八千代ちゃんと一対一。油ゆ断だんは出来ない状況だ。


　八千代ちゃんは、ふぅ、と一つ溜ため息いきを吐ついて、


「なんでこんな時に、寮長会議の期間に泉とベタベタしてるんですか……」


　独ひとり言ごとのように呟く。


「いや、泉ちゃんとはいつもあんな感じだけど」


　八千代ちゃんは、びし！　と人差し指をこっちに向けると、


「いつか言おう言おうと思ってたんです！　なんで四し六ろく時じ中ちゆう抱き合ってるんですか！　頭を撫でたり手を繫つないだり──セクハラですセクハラ！　泉が何も言わないと思って！」


「……セ、セクハラ？」


　せくしゃるはらすめんと。せくしゃる、のあたりがなんともいやらしい響ひびきに聞こえる。


　いわゆる性的いやがらせ──っていやがらせ？　そんな馬ば鹿かな！　濡ぬれ衣ぎぬの冤えん罪ざいだ！


「ちょっとそれは待った！　泉ちゃんは言ってみれば妹みたいな存在で、そんな変な感情なんて絶対に無い！　そりゃ《パートナー》でいつも支ささえてもらってて、大切な存在ってことは間違い無いけど、泉ちゃんが嫌いやがるなら頭を撫でたりもしないし──」


「違います！　あなたは女の子を撫でたいんです！」


　断だん言げんされるとそんな気もしてくる。そりゃ、撫でたいか撫でたくないかで問われると。


　八千代ちゃんは、なおもまくしたてるように台詞せりふを繫つなげる。


「違いますかそうでしょう！　ええ、それは確か私が落ち込んだ時でしたね！　いいチャンスとでも思ったんじゃないですか！　弱ってる女の子なら撫で放題とでも思ったんですか！」


　撫で放題って。ちょっと心くすぐられるフレーズでもある。ちょっとお客さん大サービスですよ！　当店は撫で放題の触さわり放題！　三十分で三千円ポッキリ！　うーむ、イッツアワンダフルワールド？　迫力ある八千代ちゃんからいったん逃ひ避なんとりあえず。


「何をニヤニヤしてるんですか何を！」


　あっという間に現実に引き戻された。気を取り直して反はん論ろん開かい始し！


「……ごめん、その、俺あんまそーゆーのよく考えてなくて」


　よく考えてみれば、これが反論だ！　と主張すべきものもない。あっさり謝っておく。もうどうにもこうにも弱すぎる。確かに、第三者から見れば、妹みたいに思ってる、なんて意味が無い。見苦しいこともあったのかもしれない。気をつけよう。


「まあ、分かっていただければ構かまいませんけど」


　八千代ちゃんもいったんクールダウン。それでひとまずひと安心。


「えーと、話って、終わり、かな？」


　遠えん慮りよがちに言ってみる。これなら別に二人にならなくても良かった気がするけど、巫城のお嬢様の前でこんなふうに怒ど鳴なり散ちらす訳にはいかなかったのかもしれない。


「え、その、えー、もう一つ、その、あるのですが」


　八千代ちゃんは照てれ臭くさそうに頰ほおのあたりを指でなぞると、


「靴の具合はどうですか？　急ぎなので確かめる余よ裕ゆうは無くて、足に合うか少し心配で」


　と小さな声で切り出した。


「え？　あ、靴ってその、八千代ちゃんが？」


　こほん、と八千代ちゃんはわざとらしく咳せき払ばらいをすると、


「どうして何も無いところで藤倉様が転んだのかと考えました。あんなに靴底が擦り減っていては、足を滑すべらすのも当然のことです」


「え、その、前の靴は捨てちゃった？　あの、黒いやつだけど」


「あれを履くのは危険です。可か燃ねん物ぶつ行きにしておきました」


「あ、そう、なんだ……なるほど。心配してくれたんだよね。お金はどうしよっか？　ちょっと今は無いけど、来月あたりならなんとか──」


「お金なら結構です。それから、勘違いされては困りますが、藤倉様のことが心配だった、という訳ではありません。前にも申し上げました通り、あなたが怪我をすると都様が心配してしまうから。それだけです。決して藤倉様のためではありません」


「……ありがとね、八千代ちゃん」


　ぽんぽん、と右手で八千代ちゃんの頭を撫でる。


　八千代ちゃんは、わなわなと肩かたを震ふるわせて右手を払はらい除のけると、


「何を撫でてるんですか！　さっきも言ったじゃないですか！　気き安やすく触らないで下さい！　私にだけではありません、泉にもです。分かりましたね」


「はは、了解！　以後気をつけます」


「……まったく、気をつけてください」


　八千代ちゃんは「それではまた」とＳ棟に戻っていく。


　心配してくれたんだと思う。八千代ちゃんはああ見えて、いい子なんだって知ってる。だから、靴は一人で探すしかない。気にすることがあったら八千代ちゃんに悪い。


「お、トマぴょんどないしたん？　なんかどんよりオーラ背せ負おうとるなー。みやちゃんにでも怒られたん？　今はちと、みやちゃんピリピリしとるからな。気いつけんとあかんで」


　カンナがぽんぽん、と肩を叩いてくる。


　ここにカンナが居るということは、当然──


「今日も一日お疲れさん。どうしたトーマス？　なんかあったのか」


　春太もやってくるのは必然。ここは、一つ、秋あき月づき春太先生にお願いしよう。きっとなんとかしてくれるはずだ。春太でなんとかならなかったら──潔いさぎよく諦あきらめよう。


「春太、その、だな……」


　頼みづらいが意を決する。立ち止まってちゃしょうがない。


「一いつ緒しよにさ、ゴミ漁あさり、してくれないか？」





　　　　○





「ま、昨日集めたやつはこのへんやろ」


　可燃物置き場にはゴミ袋ぶくろがいっぱい！


　いっぱい、いっぱいかあ、そりゃ辛つらいな辛いよな。背せ丈たけより高く積つみ上あげられたゴミ袋の山にどうしたって気が重くなってくる。カンナが指さし示しめしたあたりをとってみてもかなりの量がある。とてもじゃないが三人でどうこうなる量じゃない。


「……ごめん、来てもらっといて何だけど、一人で探すことにする。どうせ三人でもどうにもならないし、あの靴、もともとだいぶ古くなってたし、自分である程度納なつ得とくできたらそれで良しってことにするから」


「ん？　他のやつに手伝ってもらうって訳にはいかないのか？」


「せやせや、いずみんなら喜んで手伝うに決まっとる。皆で探したほーが絶対速はやいで」


　そこで、少し考える。そして結論はこんな感じ。


「ちょっと訳ありで、八千代ちゃんには知られたくないんだ。そうなると、出来れば泉ちゃんも巻き込みたくない。都は寮長会議期間だし、迷惑かけるのもまずいと思う」


「じゃ、三人でちゃっちゃっと探そか！　黒の革靴やったな！」


　カンナが腕まくりをし、春太が「じゃ、俺はこのへんの山だな」と足を進める。


「え、その、いいよ。汚よごれるし、その」


「カンナ、トーマスが何か言ってたけど、聞こえたか？」


　カンナはにやりと、楽しげに笑って、


「んー、うちは聞こえへんかったな。まっさかトマぴょんが、手伝わんでええ、なんて他た人にん行ぎよう儀ぎなこと言うはずないもんなー。おっとこれも違うこれも違う」


「早くしろよトーマス、日が暮くれるぞ」


「終わったら一緒にゴハン食べよな。労働の後のゴハンはさいこーやで」


　春太が頭をかきながら、ゆっくりと近付いて来る。


　不意に、ぼむ！　と脇腹を殴なぐられて、げほごほと息いきが漏もれる。


「泣くなよ、馬鹿」


「ななな、泣いてない！　泣いてないぞ、絶対！」


　本当に泣いてたのか？　うわ、恥ずかしすぎる。かっこ悪い。


「ま、呼こ吸きゆうが止まれば涙も出るからな。さっき殴ったせいだな、多分」


　春太が笑って、「サボるなそこの二人！」とカンナがスリッパを飛ばしてくる。「じゃ、真ま面じ目めにやるか」と春太は持ち場に戻り、俺もゴミ袋の山に足を進める。春太とカンナには、相変わらず助けてもらってばっかりだと思う。どうやってお礼したらいいんだろね、全く。





　結局のところ、日が暮れるまで探し続けても、五分の一も調べることは出来ず、靴も見つかることは無かった。服は汚れて髪も埃ほこりだらけ。それでも、自分としては充じゆう分ぶん満足だった。こんなふうに時間を過ごすのも、悪くないと思う。春太とカンナには、迷めい惑わくな話なのかもしれないけど。


「うー、髪がどろどろやな。とりあえずシャワーが先やな」


　Ｓ棟玄関、カンナが頭を振ふりながら言う。


「だけどトーマス、本当に見つからなくても良かったのか？」


「いや、あれで充分。多分、そのほうが良かったんだと思う」


　たかが靴だ。どうしたって、どこかで買かい換かえなきゃいけない話だ。むしろ感謝したほうがいいのかもしれない。多分、自分だとずっと捨てられなかっただろうから。


　そこで、ぱたぱたぱた、とスリッパの音。


「三人とも、今お帰りですか？　ちょうど私は出かけるところで──」


　八千代ちゃんは、通り過ぎようとしたところで、ぴた、と足を止める。


「……ゴミの匂いがするのですが、これは、その」


「あー、うち、はよシャワー浴びてこよ！　春やんも！」


　引っ張られるように春太が連れていかれる。


　そうなるとつまりは八千代ちゃんと一対一の状況再び。気まずい。これはかなり気まずい事じ態たいだ。全国気まずい選手権に出てもなかなか健けん闘とうできそうな気がする。ちなみに前回優勝者は、トイレを開けると先客が居た、というベタなシチュエーションが優勝している。いやそんなことはどうでも良くて。


「藤倉様、正直におっしゃってください」


「えーと、その、何かな？」


「ついさっきまで、何をしていたのですか？」


「……ゴミの整理。ほら、ボランティアって流は行やってるし」


「噓うそです。靴を探していたんですね。私が捨ててしまったから。でもその、あのですね──」


　八千代ちゃんは、きゅ、と拳を握にぎり締しめて、視線をまっすぐに向けてくると、


「気に入らなかったのなら、また新しいの買いますから！」


「いやその、買ってもらったのが気に入らないってことじゃなくて」


「その、それなら、どうして──」


　もう正直に言ってしまおうと思う。八千代ちゃんが戸惑ったような表情になる。そのほうが分かりやすい。


「あの靴、妹からのプレゼントだったんだ」


「え？　あ──」


　言葉を切って、八千代ちゃんが俯うつむいてしまう。


　これはまずい。非常にまずい。確か兄妹きようだいの話題は八千代ちゃんにとって微び妙みような位置にある。どんよりした空気をなんとしてでも吹ふき飛とばさなければならない！


「でもその、古くなってたからちょうど買い換えどきでね！　ベストタイミングのグッドタイミングってやつ！　そうそれ！　履き心地だったら、今のやつのほうが圧あつ倒とう的てきにいいし──」


「……あんなに底が磨り減るまで、ずっと、履いてたんですよね」


「他に靴が無いからだって！　そんなに深い意味は無いから！　なんていうか消しよう去きよ法ほうみたいなもんだから！　八千代ちゃんは何も気にすることないから、ね？」


「……藤倉様が、そうおっしゃるなら」


　ようやくそこで、八千代ちゃんが顔を上げてくれる。


　泣いたりはしていないし、そこまでショックという訳でも無さそうだ。それでちょっと安心する。八千代ちゃんが悪いことなんて一つもない。だから、気にしないで欲しいと思う。


「本当に、新しい靴を買ってもらったことは感謝してるから」


「そんなに念を押さなくても、大丈夫ですよ」


　八千代ちゃんが小さく微笑む。これでとりあえず安心、かな？　とにかく早くシャワーを浴びてくるようにしよう。体が気持ち悪くてしょうがない。さっぱりしたら後は食事だ。労働の後には、幸せな食しよく卓たくが待っているのだ。


「いっぱい食べてくれると嬉うれしいなあ。なんか幸せやなっ」


　当然のように、テーブルの上の皿は綺き麗れいに見事に何も無くなっている。八割がたを胃い袋ぶくろに運んだのは確かに春太のほうだが、こっちとしてもかなり限界量を超こえている。げふ、と息を吐いて床ゆかに転ころがる。ぼんやりと天井を見上げ、耳を澄すますと、雨あま音おとが聞こえてきた。


「あれ、ひょっとして、雨ってずっと降ってた？」


「あ、そーなん？　うち気付かへんかった。まあ料理しとるとなかなかなあ」


「……今って何時だっけ」


「んー、春やん時計チェック！」


「午後九時十七分三十秒をお知らせします、ってところだな」


「ごめん、あともう一つ。Ｓ棟に戻ってきたのって、何時ぐらいだっけ？」


「七時ちょっと前やったかな。どないしたん？　そないに急に」


　そんなはずは無いと思う。もう二時間を超えてるうえに、雨まで降ってる。でも、ひょっとしたらって思ってしまう。立ち上がって、「ごちそうさま」と二人に告げる。


「また来てなー」


　とカンナの声を背中に聞きながら、軽く手を振って戸を閉める。


　傘は確か、玄関のところに予備があったはずだ。それを使おう。





　やっぱり、と思った。


　夜の闇やみに溶とけそうな黒い和服が、可燃物のゴミの山で動いている。たぶん、捨てたはずの靴を探してるんだろう。たった一人で。雨の中、びしょ濡ぬれになって。


　後ろからそっと近付いて、傘かさを傾かたむける。


「あ、藤倉様」


　振り向いた八千代ちゃんの顔が、思ったよりも明るくて安心する。


「見つかっちゃいましたね。不ふ覚かくです。でも、だいぶ進んだんですよ。きっともうすぐ見つかると思います。見つかったら、藤倉様にすぐに報告に行きますから安心してください。こう見えても探し物は得意なんです。大丈夫です。安心してください。だから藤倉様は、寮に戻ってください。大丈夫ですから。きっと、見つけますから」


　そしてもう一度、大丈夫ですから安心してください、と付け加える。


　そんな様子が、強がっているように見えて辛くなる。もっと早くに気付かなかった自分を馬鹿だと思う。


「……一緒に帰ろう、八千代ちゃん」


「私、探します。きっと見つけますから」


「もういいから。八千代ちゃんも風か邪ぜひくよ？」


「大丈夫です。頑がん丈じようですから」


　そう言って、八千代ちゃんはゴミ袋の整理に戻る。その髪からは、大おお粒つぶの雫がぽたぽたと落ちている。水を吸すっているせいか、いつもの黒い和服が重そうに見えてくる。


「……妹さんのこと、どれくらい憶おぼえてますか？」


　八千代ちゃんが唐とう突とつに切り出す。


「大切だったんですよね。貰った靴を、ずっと履いてるくらいに。でも──離れていると、少しずつ、輪りん郭かくがぼやけていきませんか？　まるで、目め覚ざめた瞬しゆん間かんに、見ていた夢を忘れていくみたいに」


　手を止めて、それから、また言葉を続ける。


「だからせめて、形あるものは残しておくべきだと思うんです。そうじゃないと、全部噓うそだったって皆みなに笑われちゃいそうで、怖こわいんです。ぱちん、と夢から醒さめちゃいそうで──」


「妹のことなら、全部憶えてる！　これはかなり自信がある！」


　胸を張はって言う。八千代ちゃんが、小さく振り向いてくれる。


「好きなものから嫌いなものまでなんでも来いだ！　小さな癖くせから仕し草ぐさから、記憶して忘れようがない。言葉の全すべてを憶えてる。表情はいつだって思い出せる。おお愛いとしの妹よ！　貴方のことならホクロの位置から何から何まで──」


「……変へん態たい」


　八千代ちゃんの言葉は手て厳きびしい。「まあね」とだけ答えておく。


「もし、輪郭がぼやけていくとしてもね、八千代ちゃん」


　姿勢を低くし、傘をもう一度傾けて、ゆっくりと言葉を続ける。


「一緒に過ごした時間は、消えたりしないよね。お互いが忘れたとしても、それが無かったってことにはならないよ。もし、記憶が薄うすれていくとしたら、それは今が幸こう福ふくだってことで──きっとね、ふと思い出して、また幸せになれるんじゃないかって思うよ。だからさ、少しずつ忘れていくとしても、それは──」


「……今が幸福だから、ですか？」


「そ。八千代ちゃんは、Ｓ棟の皆のこと、嫌いだったりする？」


「そんなことは、無い、です」


　八千代ちゃんが、ぐず、と鼻をすする。ほら、風邪をひく寸すん前ぜんだ。


「皆も、八千代ちゃんのこと好きだよ。大切だって思ってる。だから、風邪なんかひいたら、心配する。だからね、一緒に帰ろう」


　空あいた手をゆっくりと差し出す。


　八千代ちゃんがその手に応えて、大騒動はこれにて終了。


　さりげなく頭を撫でようとして、「性しよう懲こりも無く！」と怒られたことを付け加えておく。ま、こうでなくちゃ八千代ちゃんじゃない、ってところかな。
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『もしもし？　え？　ひょっとしてお兄ちゃん？　うん、琴は元気だよ。お父さんもお母さんも元気にしてる。うん、うん──大丈夫、そんなに心配しなくてもいいよ。もう子供じゃないんだから。え？　靴って何のコト？　誕たん生じよう日び？　あ、ひょっとして、あの時の──何年前だっけ？　うわ、懐なつかしい！　お兄ちゃんまだ履いてたんだ、そのほうがびっくりだよ──うん、うん、へえ、新しいの買っちゃったんだ。何だ、言ってくれたら、琴がお兄ちゃんに似合うの選んであげるのに。え？　もちろんプレゼントなんかしないよ。琴は選ぶだけ。えへへー、だってお兄ちゃん、変なの買っちゃいそうなんだもん。──え？　買ってもらったって誰に？　ひょっとして彼女、とか？　なんだ、違うんだ。でも女の子の友達からプレゼントって何か凄すごいね。その子、お兄ちゃんに気があるのかもだよ？　え？　うん、うん、脈みやく無し血圧低下？　つまんないそれ。あんまり寒さむいこと言わないほうがいいと思うんだけど……。え？　うん、前の靴、どんなの買ったか？　そんなの憶えてないよー。何？　どういうことそれ？　その女の子が、前と同じ靴を買ってくれるって、そういうこと？　……お兄ちゃん、琴、女の敵って大嫌いなんだけど。だってそれ、貢みつがせてるよ！　おかしいもんそんなの！　え？　何、断ことわるとナイフで脅きよう迫はくされて殺されそうになる？


　……お兄ちゃん、そんな変なところ辞やめて帰ってきたほうがいいよ。琴は大だい歓かん迎げいだからね』
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　　　　□□□





　空気の小さな揺ゆれを感じて、地じ面めんに落としていた視し線せんを上あげる。


　第一校こう舎しや二階。


　ベランダの手すりに腰こしかけていた上級生が、不ふ意いにぐらりとバランスを崩くずした。


　頭の中で、一いつ瞬しゆんのうちにモノクロの連続写真が出来上がり、その最後の一枚には、左手を押さえてうずくまっている男の姿がある。


　程ほど無なくして、現実が虚きよ像ぞうに重かさなる。


　痛みのせいか上級生が声をあげて、音の有う無む以外は何も変わらないことを改あらためて知らされる。


　──左ひだり眼めの奥が、ずきりと痛いたんだ。





　私立御み城しろ学がく園えん。


　創立三年目にして早くも旧きゆう帝てい大だいクラスに合格者を多た数すう送り出し、七年目に入る現在では、新しん進しん気き鋭えいの進学校として、全国にその名を知られることとなっている。充じゆう実じつした設せつ備びに優ゆう秀しゆうな教師陣じん。中高一いつ貫かんの優すぐれたカリキュラムに、配はい布ふされる膨ぼう大だいなテキスト類るい。ただそのどれもが僕ぼくにとってはどうでもいいことで、何より重要なのは、御城学園が全ぜん寮りよう制せいの学校であるということだった。


　これ以上同じ時間を共有すれば、いつか破は綻たんが訪おとずれることは、まだ幼おさなかった僕にとっても予想のできたことで、御城学園の入学を勧すすめられた時も、放り出されたなんてことは思わなかった。お互いが最後まで家族であり続けるために、それは最さい良りようの選せん択たくだった。


　もちろん表面上は、小学校に半分も通うことが出来なかった息子むすこにとって、医い療りよう施し設せつが併へい設せつされた学校は都つ合ごうが良い、ということで、両親はまるで枕まくら元もとで昔話を聞かせるような優しい声で、その必要性を僕に語った。ただそれはきっと、親としての役割を放ほう棄きした訳ではない、と両親が自分自身に言い聞かせるためだけの滑こつ稽けいなイベントで、僕は笑いを嚙かみ殺ころしながら、「きっと受かってみせるから」とだけ言った。


　自分の部屋に戻って、家族の未来をイメージすると、珍めずらしく心が穏おだやかになった。


　聡そう明めいな妹との生活で、両親はきっと笑顔を取り戻すだろう。出で来き損そこないの息子に煩わずらわされることは無くなり、愛情を受けるべき妹は和なごやかな食しよく卓たくで今日一日あったことを話す。そんな当たり前の団だん欒らんがようやくにして訪れるのだ。彼らにとってこれ以上素晴らしい未来は存在しないだろう。


　進学校として知られる御城学園に入学した僕は、当初は張り切って日常を過ごすものの、溢あふれる才能に囲かこまれるうち、限界を感じて絶望し──


　上じよう々じようの物語だと思った。悪くない最後だと思った。


　離れていれば記憶は美び化かされる。決して安くない授業料と生活費は、絆きずなとしては充分すぎる。両親は親としての責任を果はたし、僕は自分の責任のもとにひっそりとひとりで消えていく。


　それで充分だった。





「ただいま」


　学園寮りようＢ棟とう、自分の部屋に戻ると、同どう室しつのＮ氏はベッドの上で本を読んでいた。顔を上げて僕を見ると、


「おかえり、お疲つかれさん」


　とだけ言って、ごろりと寝ね返がえりをうった。


　ちなみに彼の名前は、イニシャルがＮという訳では無い。個性の無い人にん称しようにはＳかＮかＦを置くことにしているというだけだ。いちいち憶おぼえていたらきりがない。同室の同級生なんて、この物語の中では背はい景けいに過ぎない。もっとも、本当の名前もよく憶えていない。確か、名前はちょうどアルファベットのいずれか一文字だったとは思うが、必要なときはそれとなく聞き出すことにしている。


　無む造ぞう作さに机つくえの上に鞄かばんを置き、椅い子すに腰こし掛かけて一息つくと、珍めずらしくＮ氏が声をかけてきた。


「今日のあれ、見てたよ」


「……あれって何だ？」


「上級生が第一の二階から落ちてたの、見てただろ。んで亮りよう平へいが左眼を押さえたのと同時に上級生がベランダから落ちた」


「それで？」


「超能力でも使ったんじゃないかって思ってさ」


　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。落ちたのは名前も知らない上級生で、他人のことなんて興きよう味みは無い。僕はただ、数秒先の未来を見ただけだ。未来は既き製せいのレールのうえを淡たん々たんと進んでいる。見えたとしても何かが変わる訳でもない。変えようなんて試ためしたこともない。


「僕が超能力を使ったのだとしたら、どうする？」


　馬鹿げた話に乗っておくのもいいだろう。ちょっとした暇ひまつぶしだ。


「面おも白しろいな、と思ってさ」


「面白い？」


「そーゆーの、興味あってさ」


「気に入らない奴を人知れず傷付けたいとか？　悪あく趣しゆ味みだな」


「そーゆーことじゃないよ」


　Ｎ氏は本を閉とじると、ベッドの縁ふちに腰かける。


「超能力って何なのか？　そこから始めなきゃいけない。例えば──そうだね、目が見えない人間は聴ちよう覚かくが常人よりも優すぐれていて、足音の反はん響きようで目前に壁かべが存そん在ざいすることが理解できる。亮平は、それって超能力だと思う？」


「違うんじゃないか？　あくまで人間の能力の範はん囲い内ないだろ、それ」


　人間の能力の延えん長ちよう上じようにある以上、それは超能力なんて呼べないだろう。例えば優れたアスリートを超能力者なんて呼ぶ訳わけにはいかない。確かに文字だけを捉とらえれば、能力を超こえたものが超能力なのかもしれないが。


「スプーン曲まげはどう思う？」


「もし視線や意い志しの力で曲げてるなら超能力だろうけど──腕わん力りよくで曲げてるなら違うかな」


「じゃ、腕力で鉄の板を捻ねじ曲まげることはどうかな」


　この問いに、少し悩なやむ。確かに人間の能力の延長上にはあるだろう。しかしそれは、百メートルを一秒で走ることの出来る人間が居ないのと同様に、ありえない話だと思う。そこまでくるなら、それは──


「超能力、かな。もちろん、鉄板の程度にもよるけど」


　Ｎ氏は楽しげに微笑むと、なるほど、と頷うなずく。


　くだらないやり取りもこれでおしまいだろう。だからどうしたという気分になってくる。まるで興味がない。例えば自分の能力、数秒先の未来が見えることが超能力と呼べるものだとして、定てい義ぎ付づけなんかに意味は無い。見えるものは見える、ただそれだけだ。


　Ｎ氏はもう一度ベッドに寝転がると、ぽつりとこう呟いた。


　答を期待されているというふうでは無かったので、特に何も言いはしなかったが、その言葉は数日僕の頭をぐるぐる回って悩ませた。


「ねえ、普通と違う力を持った人間って、不幸な存在なのかな？」


　例えば未来を見ることの出来る僕の能力の代だい償しようが、定期的に襲おそう頭ず痛つうや心しん臓ぞうの痛みなのだとしたら──おそらくそれは不幸なのだろう。


　僕は人生に絶望して死にたい訳じゃない。


　十五歳までしか生きられない、ということを悲ひ観かんして、自ら命を絶たちたい訳でもない。


　ただ、目の前の苦痛から逃のがれたいだけだ。苦痛に耐たえて闘たたかったところで、未来は決まりきった内容で何も変わらない。そんな未来なんて、天てん秤びんにかけるほどの価値も無い。





　　　　○





　プロローグはつつがなく進行していた。


　黙もく々もくと勉強だけをしていればいい、という意味で進学校は煩わずらわしくなく、併へい設せつした医い療りよう施し設せつから処しよ方ほうされる薬のおかげで、痛みから来る癇かん癪しやくを起こすようなことは無かった。


　今日もいつものように、女子生徒は授業の始まる前にやってくる。


　薬を飲む時間を細こまかに指し示じし、「亮平さん。忘れずに、時間どおりにちゃんと飲のんでくださいね」と告つげて去さっていく。この女子生徒は併設医療機関での手伝いもしているらしく、渡される薬や指示される内容に間違いは無かった。


「羨うらやましいぞ長なが峰みね！」「あの子、中等部一年の人気ナンバーワンなんだぞちくしょう！」「あー、俺おれもわざと怪け我がしよっかな」「アホか。あの子が担当とは限らんだろ」「日につ程ていなら知ってるけど？」「うわ！　その情報売ってくれ！」「昼メシ一週間ぶん！　これなら出せる！」「その後の展てん開かいがあるとは限かぎらんだろ」「そうだな」「長峰ぐらい男前だったら、か」「才能を分けてくれ才能を！」「むしろルックスだろここは」「女の子を分けてくれむしろ！」「仲なかを取り持ってくれ！　頼む！」「そりゃもう心から！」


　クラスメイトのこんな言葉が煩わしいといえば煩わしかったが、それをさらりと受け流す程度の要よう領りようの良さは持ち合わせていた。そもそも、件くだんの女子生徒の名前もよく憶えていない。初めに自己紹介はしたはずだが、とりたてて珍しい名前でも無かったはずだ。


「多分、あの子が長峰の《パートナー》になるんだろな」


　クラスメイトの誰かが言って、


「パートナー？」


　と聞き返す。結婚相手とか恋人とかそういった意味だろうか。


「なんだお前、知らないのか？」


　今度は他のクラスメイト。他の連れん中ちゆうも知っているらしく、不思議そうな表情を向けてくる。


「今の第七期《トップ３》も知らない？　有名なんだけどな」


　今度はトップ３か。成績上位者ってことなんだろうか。


「入学して三か月も経たつのに、知らないなんてモグリだぞ」「七期の九く樹ぎ宮みやさんってのがすんごい美人でな」「待てよ、概がい念ねんから説明しなきゃいけないだろ」「一人部屋が許きよ可かされるんだろ、確か」「んで、《パートナー》として補ほ佐さ役やくがつくと」「どんな人が選ばれるんだっけ？」「いやよく知らないけど」「成績優秀者とかすんごい金持ちとか──」「ルックスも関係あるらしいぞ」「真ま霜しもってのあれだろ、真霜家次期当主」「なんだよ真霜家って」「いやよく知らないけど」「旧家なんだろ、多た分ぶん」「よく分からないけどすんごいってことだな」


　どうも噂うわさだけが先走っている気がする。結局のところ、高等部三年に第七期《トップ３》と呼ばれる生徒がいる、という程度は理り解かいできた。ただ実じつ質しつは何も分からないし、中等部にそこまでの情報は来ていないらしい。自分が《トップ３》に、と言われてもよく分からない。そんなものになっても特に構かまわないが、そこまで生きているつもりは無かった。


　始し業ぎようのチャイムが鳴なる。


　慌あわただしくクラスメイトは席に戻り、いつも通りの授業が始まった。白しら髪がの国語教師は淡々と死について語り始める。


「自みずから選ぶ死の影に潜ひそむのは、生せいへの絶望である──そんな考えについてどう感じますか？　絶望は死に至いたる病である、と言ったのはキルケゴールですが、ここで主しゆ眼がんを置くべきは、『絶望』というよりむしろ『病やまい』であると私は解かい釈しやくします。人間の精神状態を細さい分ぶん化かして読よみ解とくまでもなく、『死』を選ぶことが『病』であると定てい義ぎづけるほうが理解は容易たやすいでしょう。種としての母ぼ集しゆう団だんを構こう成せいすべき一個体が自みずから死を選ぶというのはいささか異い常じような心理状態と呼べるのではないか？　始まりはここにあります。ならば母集団の意志とでもいうべきものが、一個体を『病』として切り離そうとしているのではないか？　そうは思えませんか？　そもそも、自ら死を選ぶ者が全て絶望という精神状態にあるのでは無く──」


　クラスメイトの半分ほどが居い眠ねむりをしている。この教師の授業はいつもこんなふうだが、僕としては他の課か題だいがやりやすくて助かっていた。何よりもまず必要なのは、成績を上げておくことだ。そこから下か降こう線せんを辿たどっていけば、動どう機き付づけとして充分だろう。両親もそれなら納得がいくはずだ。容易く理解できる死がそこにはある。


　そんなことをぼんやりと考えながら、くるりとペンを回す。


　埋うまっていく公式のぶんだけ、おしまいの時が近付いた気がした。





　　　　○





　自室のドアがノックされた。


　時間は午後九時ちょうど。寝ね静しずまっているような時間帯ではないが、正直鬱うつ陶とうしいと思う。同部屋のＮ氏が社しや交こう的てきな人物で無いのは幸いだったが、どうしても寮生活という都つ合ごう上じよう、煩わしい集まりがいくつかある。そうした類たぐいのものなら、なんとか理由をつけて避さけたいところだ。


　Ｎ氏はベッドの上で軽く目を閉とじている。眠っている訳では無いはずだが、出て行くつもりも無いらしい。仕方無しに、椅い子すから重い腰をあげる。


「……悪い、忙しかったか？」


　扉とびらの向こうに居たのは、見覚えのある同級生だった。名前までは知らないので、とりあえずＦ氏と置くことにする。会話をしているうちに分かるかもしれない。


「課題の途と中ちゆうだけど、何かあった？」


　何か言いたいことがあるようだったが、Ｆ氏は話を切り出そうとしない。


「入ってもらえば？」


　ベッドの上のＮ氏が言った。やはり起きていたのかと思う。こうなってしまえば、無む下げに追い返す訳にもいかなくなってくる。


　Ｆ氏は軽く微笑むと、テーブルの脇わきに腰を下ろした。


「山田君は何か相談事なんだろ？　本題は早く言わなきゃダメだよ」


　Ｎ氏が楽しげに言って、Ｆ氏の名前が判はん明めいする。山田君ね、なるほど。このやり取りの間ぐらいは覚えておくことにしよう。


「……いや俺、山下なんだけど」


　訂てい正せい、山下君。Ｎ氏も大たい概がいいい加か減げんだ。


　山下君はひととおり部屋の中を眺めると、不意に真しん剣けんな表情になって、


「最近、深夜の中等部で窓ガラスが割わられてるの、知ってるか？」


　知らなかった。ひょっとしたら憶えていないだけかもしれないと思う。とりたてて自分の生活に影えい響きようが無い以上、憶えておく道どう理りは無い。


「へえ、なんか大変だね」


　とりあえず相あい槌づちをうっておく。


「大変なんだよ……」


　山下君は項うな垂だれるが、何が大変なのか見当もつかない。誰かが直せばいいだけの話で、いち中等部生徒の生活に影えい響きようがあるとは思えなかった。


　ばん！　と山下君はテーブルに両手をついて、深々と頭を下げると、


「頼む！　窓ガラスを割ってる犯はん人にんを捕つかまえてくれ！」


　快かい活かつな声で言い切った。なんだかよく分からないことになっている。


「このままだと俺が犯人にされそうなんだよ！　そうしたら退たい学がくらしいんだよ。俺、どうすりゃいいんだよ。父さんと母さんから、期待されて田舎いなかから出てきたのに……」


　ますますよく分からない。両親から期待されてるなんて知ったことかと思う。助けを求めるべく、ベッドの上のＮ氏に視線を向けるが、我われ関かんせずとばかりに目を閉じている。


　山下君はといえば、今にも泣き出しそうに肩を震ふるわせている。正直、こんなところで泣かれても困る。泣くならどこかよその場所でひっそりと泣いて欲しい。


「その、山下君は何で僕に？　例えば寮長なら頼りになりそうだけど」


「長峰は話しやすいし、クラスメイトだし……」


　ああ、クラスメイトだったのか。それなら会話もしてるのかもしれない。困ったことがあったら頼ってくれ、なんて言っただろうか。憶えてはいないが、調ちよう子しを合わせて言ったことがあるかもしれない。ちょっと困ったことになりそうだ。


「それから──」


「それから？」


　まだ何かあったのか。実は親友だったりするんだろうか。適当なことを言うのは今後気をつけるべきかもしれない。こんな決意も、きっと明日には忘れているだろうけど。


「長峰は何か不思議な力を持ってるんだろ？　名めい探たん偵ていだって俺は聞いた。どんな難なん事じ件けんだって解決するって。頼む、同じクラスで同じ寮のよしみでなんとかしてくれ！」


　え？　いつの間にそんな噂が？　まさか──


　Ｎ氏を見れば、愉ゆ快かいそうに、にやにやと笑っている。『不思議な力』なんて馬鹿げた噂の出で所どころは間違いなくこいつだ。何を考えてるんだ？　確かめようってことなのか？　迷めい惑わくな話だ。


「いや、僕にはそんな力は無いよ。残念だけど」


　これでこの話はおしまい。他人に関わるなんて、頼まれたところで願い下げだ。そもそも未来が変わることは無いってことは、誰より自分がよく知っている。なるようにしかならない。運命は向こうからやってくる。それが望んだものであるかそうでないかは、今の段階では全く分からない。


「……ダメなのか、やっぱり」


　山下君はそこで言葉を失うしなう。僕はどうするでもなく、ただ黙ったままそんな様子を見ている。時間だけがいたずらに過ぎていって、時計の音が耳みみ障ざわりになってくる。早く出て行って欲しいと思う。時間は有限で、やるべきことはいくらでもある。


「……どうしても、ダメなのか」


　何度言われてもダメなものはダメだが──こうなってくると我が慢まん比くらべなんだろうか。たとえ険けん悪あくになるとしても、追い出したほうがいいんだろうか。悩なやんでいる間にも時間は過ぎていく。無む駄だなことで経けい過かしていく時間がもったいなく感じられて、ふと思いついた解かい決けつ策さくにこの場を委ゆだねてみる。


「《トップ３》に頼むってのはどうかな。なんでも凄すごい人らしいから、きっと解決してくれるんじゃないかな」


「……でも俺、《トップ３》なんて会ったことも無いし」


　じれったい。気が弱いにも程がある。寮長を頼りにしなかった時点で気付くべきだったのかもしれない。こいつがこんなじゃ話が進まない。


「じゃ、亮平が頼みに行くってことで、どう？　山下君」


　Ｎ氏が口を出してくる。「ホントか長峰！　お前は俺の恩おん人じんだ！」と山下君はいかにも嬉しそうな様子になる。ますます面倒なことになってくる。表情には出さないが気が重い。


「頼むぐらいならなんとか……」


　このあたりで妥だ協きようしておこう。


「助かる長峰！　今度メシを奢おごるから！」


　そんな山下君の台詞に、やれやれと思う。


　おそらく、ドアを開ひらいたことが失敗だったんだろう。寝たふりを決め込んでいれば、こんなことにはならなかったはずだ。そもそもＮ氏と同室になっていなければ──と考え出すときりがなくなってくる。


　きっとこれもまた運命で、避さけようの無い未来だったんだろう。


　そう結論付けて、納得することにした。





　　　　○





　御城学園高等部は、ちょうど時と計けい塔とうを挟はさんで中等部の反対側に位置する。


　高等部から入学する生徒が多いこともあり、敷しき地ちとしては中等部よりかなり広い。医療棟には何度か行ったことはあったが、意識して高等部へ来るのは初めてのことだった。


　用があるのは、学園寮Ｓ棟。灰色のその建物は、Ａ棟からＬ棟までの一般棟とは少し外れた位置にぽつんと建っている。《トップ３》と《パートナー》はそこで暮らしているらしく、特別扱いであることが、そうした事実からもはっきりと分かる。それでも抵てい抗こう無く《トップ３》と《パートナー》という存在が認みとめられているということは、よっぽど彼らが優れた人物なのだろうと予想がついた。


「一人で行けば良かったのに。面めん倒どう臭くさいなあ」


　つまらなそうにＮ氏が言う。ただそれはこっちの台詞だと言ってやりたい。面倒なことに巻き込んだのはお前だろう。


「そういえば──」


　Ｎ氏は一つ伸のびをして、


「山下君が犯人扱あつかいされた理由、聞いた？」


「たまたま深夜、中等部の校舎に行ってたら窓ガラスが割られて、ぼんやり立ってたら見つかって──だったかな」


　この記憶で間違い無いはずだ。おどおどしながら話す山下君の姿を思い出す。


「まず一つ目、何な故ぜ山下君はぼんやり立っていたのか。亮平はどう思う？」


「自分が犯人じゃないから。逃げる必要が無かったから。そんなところかな」


「違うね。山下君は、自分が割ろうとした窓ガラスが割れてびっくりしたんだよ。しかも、慎しん重ちように割ろうとしたそれが乱らん雑ざつに破は壊かいされた。人間はね、自分の予想を超えた事態に遭そう遇ぐうすると、体が動かなくなるんだ。こんな実験は知ってる？　ビルの屋おく上じようから、岩石を模もした発はつ泡ぽうスチロールを下に落とす。さて、下を歩いていた人間がどういった反応を見せるか。その場でしゃがみこむ例がほとんどだったらしいね」


　楽しげにＮ氏は語る。そんな実験はどうでもいいが、『自分が割ろうとした窓ガラス』というのはどういうことだろう。


「そして二つ目、深夜の中等部校舎。そんなところに何故山下君は行ったのか？」


「夜風にあたりたかったのかもしれないし、体力作りのためにランニングでもしてたのかもしれない。そんなの本人じゃなきゃ分からないだろ」


「推すい理りするんだよ」


　Ｎ氏は愉快そうに笑って、言葉を続ける。


「ヒントはいくつかあった。『自分の疑いを晴らしてくれ』ではなく『窓ガラスを割った犯人を捕まえてくれ』山下君はこう依い頼らいした。前者のほうがよほど容よう易いであるにも拘かかわらず、だ。そして、自ら寮長や《トップ３》に助けを求めることもしない。それから、両親を失望させることを極度に怖おそれているとくれば──」


　なるほど。深夜こっそり中等部に忍しのび込こもうとした。そんなところか。それなら変におどおどした様子にも納得がいく。とりたてて山下君を糾きゆう弾だんするつもりはない。むしろ良いデータが得られたと感謝したいくらいだ。


　周囲の溢あふれる才能に対して、劣れつ等とう感かんを抱くようになった人間がとる行動は？


　深夜にテスト用紙を盗ぬすみ出すこと。これは僕には無かった発想だ。場当たり的な解決を求めているあたり、愚おろかで美しいと思う。シナリオの一つに加くわえてもいいかもしれない。それが見つかって周しゆう囲いから冷たい視線を浴びる、とまでいけば理想的だ。


「亮平は、そんな山下君の力になりたいと思う？」


　山下君がどんな人間だろうと関係無い。単純に言えば興味も無い。


「引き受けた以上、仕方無いよ。そもそも《トップ３》に話を持っていくだけなんだから」


　そう言って、かすかに歩あゆみを速はやめる。


　なるようにしかならないのが現実だ。運が良ければ山下君は救すくわれるだろう。知ったことじゃない。そもそも僕とは無関係の問題だ。


　ゆっくりと、灰色のＳ棟が近付いてくる。





　　　　○





「とりあえずお嬢じようの判断を待つか。菊きく野のはどう思う？」


「そーね。それがいいんじゃない？　もうすぐ帰ってくるだろうし」


　Ｓ棟談話室。ソファに向かい合わせで、とりあえずの概要は話してある。中等部の窓ガラスが最近壊されていること。なんとかそれを《トップ３》の力で解決してほしいということ。以上二点。山下君が疑われている云々はとりあえず省略しておいた。Ｎ氏はといえば、僕が話している間終しゆう始し無む言ごんで、連れてこなくても良かったとさえ思えてくる。


「華か柴しばが寝込んでると、俺に厄やつ介かいなことが回ってきそうなんだよな……。参ったな」


　ソファに座って頭を抱かかえているのが、第七期《トップ３》真霜時とき彦ひこ。眼鏡めがねをかけておとなしそうな容よう貌ぼうはいかにも優等生といった雰ふん囲い気きだが、ぼさぼさの髪がそうした印象を打ち消して、どこかしら芸術家のような風ふ情ぜいを漂ただよわせている。


「ま、雫しずくも柴しばの字じを動かす訳にはいかないでしょ。観かん念ねんしなさいって」


　そのすぐ隣となりに立ち、楽しげに真霜時彦の背中を叩たたくのが、その《パートナー》八や重え垣がき菊野。髪を後ろで一つに纏まとめているが、それが腰のあたりに届くほど長い。釣つり目めがちだが、厳きびしそうな雰囲気はなく、むしろ親しみやすい印象を受ける。


「ま、しょうがないか」


　真霜時彦は、そう言って、テーブルの上に手を置くと、


「お嬢が来るまで雑ざつ談だんでもするかね。長峰亮平くん、窓ガラスを割った人間の心理、きみならどう考える？」


　また質問か。正直うんざりしてる。僕がどう考えようが、そんなことはどうでもいいだろう。過程が分かったところで結論が変わる訳じゃない。動どう機きなんて後付けでどうにでもなる。全く意味が無い。


「割りたかったから割った、それ以上考えられません」


「それは答になってない」


「答が必要なんですか」


「きみが考えることが必要なんだ」


　真霜時彦は、眼鏡を、くい、と持ち上げる。


　なんだよ全く。どいつもこいつも。


「日々の勉強でストレスでも溜まってるんじゃないですか」


「他には？」


「誰か僕の苦しみに気付いてください、なんて馬鹿げたメッセージですかね」


　知ってもらってどうするんだ、とは思うがそういう人間もいるだろう。ひとりよがりな自己完結に向かわないぶん、いくらかはまともなのかもしれない。


「もう無い？　そっちの彼も」


　考えていけばいくらでも出てきそうだが、きりが無いので黙だまっておく。Ｎ氏はといえば、軽く目を閉じて話すら聞いていないように見える。


「俺が一つの可能性を言ってみようか。窓ガラスを割ることはな、代だい償しよう行こう為いなんだよ。ヒトを壊こわせない替かわりにモノを壊している。じゃあ何故ヒトを壊したいと思うか？　これも代償行為だな。つまりは二段構がまえだ。自分を壊したくはない、だからヒトを壊したいと思う。そこにあるのはな、自分が生きてるってことの確認だ。実感が欲しいんだよ、ここに存在してるってことのな。ただ、ここで知っておくべきことは、自分を壊すことを躊躇ためらわない人間も居るってことだ。違うか？　長峰亮平」


　心を見み透すかしている、という訳ではないはずだ。ただの一般論として語っているに過ぎない。そもそも、僕の場合と真霜時彦の言葉はかなりずれている。ひょっとすれば、僕が犯人として疑うたがわれているのかもしれないが、それも別にどうでもいいことだ。


「お待たせしました」


　談話室のドアが開いて、一人の女性が入ってくる。


　長い髪をふわりと揺らして、子供のような無む邪じや気きな笑みを向けてくる。両手には大きなビニール袋を提さげて、重そうに歩く様子が危あぶなっかしい。


「あー、ひょっとして雫、それ全部柴の字の見舞い品？」


「そう、ですけど、おかしいですか？」


　雫、と呼ばれた女性は、鈴すずの音ねに似た、高く澄すんだ声で応える。


「じゃ、お嬢に判断を委ゆだねるかね」


　真霜時彦はそう言って、ソファから立ち上がる。


　入って来たのが九樹宮雫、そういうことだろう。第七期《トップ３》のはずだ。


　九樹宮雫は、すぐ目の前に腰を下ろすと、まっすぐに見み詰つめてくる。


　ちょうどこっちの頭の奥あたり、どこか一点を凝ぎよう視ししている。何の意味があるかは知らないが、早いところ結論を出して欲しいところだ。


　五分ほど誰も何も言わず、もう嫌になって立ち上がろうとした時、不意に九樹宮雫は表情を緩ゆるめて、その澄すんだ声でこう言った。


「──貴方あなたが解決してください。よろしくお願いしますね」


　どういう訳か、従したがわなければならないと思った。一種異い様ような迫力があった。優しい口調なのにも拘かかわらず、凍こおりつくような寒さを感じた。御城学園《トップ３》、何かが普通とは違う存在だということは、感覚として理解できた。


　もう、出来るだけ《トップ３》なんて存在には近付かないようにしよう。


　ここにはどこか、薄うす気き味み悪わるい違い和わ感かんがあって、気分が悪くなる。





　　　　○





　自分で来ておきながら、何でこんなところに居るんだと思う。


　もう夏が目もく前ぜんの六月で、深夜でもそれほど寒くないのは幸いだが、張り込みを続けてもう七日目になる。結局、あの《トップ３》の言葉に従っていた。


　今まで六日、何の成果もあげられていない。窓ガラスが壊される、という騒さわぎもぴたりと止んでいる。常じよう夜や灯とうの下で単語帳を見ながら、という状況が良くないのかもしれないが、結局のところ、犯人を捕まえようなんて想おもいはそれほど無かった。努ど力りよくはしたが見つからなかった。やるだけのことはやったが力にはなれなかった。そうした言い訳作り程度のものだ。これなら彼も──もう名前も忘れてしまったが、あのおどおどしたクラスメイトも納得するだろう。そもそも、僕なんかに助けを求めたのが間違っている。初めの単純な計算式で間違えた以上、その後をどうしたところで正しい解かいには辿たどり着つかない。当たり前のことだ。


　時計は午前三時を差している。単語帳も十七周目に入った。


　──もう、終わりにするか。


　単語帳を閉じて、学園寮へと歩み出そうとしたその時。


　誰かが居るのに気付いた。その誰かは、校舎の陰あたりで、何やらしきりに手を動かしている。不ふ審しんと言えば不審だった。


　ただ、何も考えず、ごく普通に歩いて近付くことにした。向こうがこっちに気付いていない訳がない。常夜灯の下で堂々と立っていたのだ。目立たないはずもない。


　案あんの定じよう、その人影は軽く右手を挙あげた。


　そして、手て招まねきされるまま、校舎の陰に歩いていく。


「お疲れさん。なんか飲むか？」


　そう言って、彼はコーヒーを差し出してくる。手に触れたコーヒーの缶はもうかなり冷たくなっていて、彼がずっとここに居たことが分かる。


「現れなかったな、結局。ま、そんなもんだろ」


　記憶の糸を手た繰ぐって名前を思い出す。ビニール袋を持って張り込み、なんて状況と合わせれば、ちょうど探偵のようにも見える乱らん雑ざつな髪型。そう、確か──


「真霜時彦さん、ですよね。……あなたも張り込みなんですか」


「ああ、まあな」


　真霜時彦は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑って、


「お嬢に頼まれたら誰だって嫌とは言えないからな」


　と付け加える。お嬢──それは多分、九樹宮雫のことだろう。面めん会かいは一瞬だったが、周囲に与える影響力を知るにはそれだけで充分だった。


「すみません。あなたが居るなら、僕もちゃんと隠れておくべきでした」


「一つ訊いてもいいか？」


　こっちの言葉を気にした様子など全く無く、真霜時彦は真剣な表情を向けてくる。


「長峰亮平、お前、何日張り込みを続けるつもりだった？」


「え？　七日のつもりでしたけど」


「今日が七日目か？」


「そうです。だから、もう帰ろうかと思って」


「そのこと、誰かに言っただろ」


「え、まあ、鍵のこともあるんで、同室の友人くらいには──」


「伏ふせろ！」


　その言葉と同時に、体を地面に押し付けられる。ひぅん！　と風を切る音がして、何かが砕くだける音が続いた。横目でちらりと状況を窺うかがう。校舎の壁かべがわずかに崩くずれ、テニスボールがめりこんでいた。


「……なるほどな。六日はただの嫌がらせか」


　顔のすぐ近くで声が聞こえる。真霜時彦の呼こ吸きゆうが速はやくなっているのが感じられる。


「嫌がらせ？　ちょっと、意味が──」


「長峰亮平、お前への嫌がらせだ。一日目で現れたんじゃ、それで終わりだからな。寒い中を立たせたかったんだろ。ありそうな話だ。──あっちまで走るぞ。来い！」


　真霜時彦が強く地面を蹴ける。


　手を引かれて走り出したそのすぐ後。


　地鳴りが続けて四度。振り返れば、ついさっきまで居た場所に、隕いん石せきでも落ちたような穴が開いていた。背せ筋すじがぞくりとする。やくざの抗こう争そうだって、隕石は落ちてこないはずだ。


「ちょ、何なんですかこれ！」


「さすがに容よう赦しや無ないな。全く噂通り！」


　真霜時彦が右手を振るう。飛んでいった何かは、中空で乾かわいた音を立てて地面に落ち、そこでそれがようやく小さなナイフであることに気付く。せいぜい見えたのは、深く青い空に、黒い影が横切ったという程度のものだった。


「こんなもんじゃ無む駄だか。さて、どうするかね」


　別の校舎の壁に背を預あずけて、真霜時彦は大きく息を吐く。


「……あの、もう帰っていいですか？　眠いし、明日のこともあるんで」


　面倒なことに関わりたくない。それが正直な気持ちだ。よくは分からないが、さっきから強きよう烈れつな攻撃を仕掛けてきてるのが犯人なんだろう。ただ、そもそも解決するつもりのない僕には全く関係無い話だ。痛いことは極きよく力りよく避さけたい。トップ３なんてものに関わると碌ろくなことにならないことも理解した。


「帰れるなら問題ないが──多分、お前も狙われてるぞ」


「あなたが引きつけてくださいよ。《トップ３》なんですから」


「言うねえ、長峰亮平。さっきみたいにテニスボールが飛んできたらどうする？」


「集中して避よけます。じゃ、任まかせましたから」


　それだけ言って、ゆっくりと歩み出る。「ちょっと待て！」と後ろから声がかかるが気にしないことにする。未来を見れば、当たるはずなんて無い。たとえ見えるのが数秒先までだとしても、避けるだけなら充分だ。


　風の音に耳を澄すます。


　感覚を三百六十度全てに研とぎ澄ませる。


　目を見開き、起こり得る全ての変化を知ち覚かくする。


　頭の奥が焼やけるように痛むが、しばらくの辛しん抱ぼうだ。眠ってしまえばとりあえずは治おさまる。後は事情を話して、明日の朝、いつも来る彼女から薬を貰もらうとしよう。


　まず一つ、これは左に二十センチ。それから二つ、これは首を横に動かすだけで──


「あ、真霜時彦さん、いいって言ったのに……」


　呟つぶやいて、苦笑する。


　二秒後の未来で、彼は両腕を重ね、弾だん丸がんと化かしたテニスボールを受け止めている。たぶん折おれただろう、と思ったと同時、現実が追い付いて、骨が砕くだけた音が響く。申し訳無いとは思うが、ほんの数秒先ではどうしようもない。この間に帰ってしまおう。


　そして、三秒後の未来。視界に真霜時彦の姿が無くなる。後ろ回し蹴げりの要よう領りようで、はるか遠くへ弾はじき飛とばされたのがかろうじて理解できる。そして、その場所に替かわりに現れたのは──





　ああ、犯人、お前だったのか。





　あの彼、おどおどしたクラスメイトのことをよく知ってる訳だ。この結論なら納得がいく。


　お前は、それを見てたんだもんな。当然だ。


　虚きよ構こうに、現実が重なる。


　高らかな声が、夜の静せい寂じやくに響き渡る。


「あの真霜時彦がこんなもの？　弱い弱い弱い弱い弱い弱すぎる！　つまんない最低なんなのコレ？　まだ全然満足なんかしてない！　つまんない！」


　同級生、そして同じ寮、同室で同じ時間を過ごすＮ氏。


　僕が七日で張り込みを終えるのを告げたのは、確かにこいつだけだった。なるほど、六日は嫌がらせか。そもそもこんなのだって、大おお掛がかりな嫌がらせにも思えてくる。


　確か、こいつの名前は──


「阿あ久く沢ざわ優ゆう、ただいま参さん上じよう！　ふふ、ふふふ、はははははははははははは！　亮平はもっと楽しませてくれるんだよね、ね？　そうだよね？　へへへ、楽しみだなあ！」


　そう、阿久沢優。Ｕ氏、とでも人称を置くべきだったか、と今いま更さらに少し後こう悔かいする。


「……お前、そんなキャラだったんだな」


「え？　だってさあ」


　阿久沢が首に手を回してくる。絞しめ落おとされるようなイメージは無い。とりあえずはされるままにしておくことにする。


「同室の亮平がね、なんかクールなキャラ演えんじてるんだもん！　ここってそーゆートコなのかなって思って。ちょっと面白いよねそーゆーの。仮装パーティーみたい！　踊おどれ踊れぐるぐる踊れ！　はは、はははははははは！　おっかしいのそれ！　バターになっちゃえ！」


「……テンション高いな、まったく」


「馬鹿を相手にするのって疲れるんだよ？　これぐらいじゃなきゃ」


　頰のあたりを舐なめ上あげられて、阿久沢を力任せに突つき飛とばす。


　少し離れた位置で阿久沢は愉ゆ快かいそうに笑っている。気味の悪さだけはたいしたものだと思う。全く理解はできないが、わざわざ闘たたかおうなんてつもりは無い。疲れるだけだ。


「阿久沢、寮に帰ろう。窓まどガラスを壊したいならいくらでも壊せばいい。別に気にしないから。僕には闘う意志なんて無いし、お前が期待してるような強さは無い」


　ふぅ、と息を吐いて言葉を続ける。別に言ってしまってもいいだろう。


「僕は確かに人とは違う能力がある。ただそれは、数秒後の未来が見えるってだけだ。それを変えられる訳じゃない」


「へえ、そう、なん、だ！」


　阿久沢が地面を蹴る。次の行動を一瞬で理解する。右足で頭を狙い、それをかわせば今度は左手で肩口を潰つぶしにかかる。それが分かっているなら──


　ほんの少し体をずらすだけで避けられる。風を切るのが感じられる距離だとしても、当たらないことが分かっているなら怖くもない。上段の右足には、首を傾かたむけるだけ。続く左手は、半身になる程度で済むだろう。月を見る余裕まである。


　深い蒼あおに浮かぶ月は、その三分の一が欠かけている。阿久沢もどこか、欠けたところがあるんだろうか。だからこんなことを？　それにしても──はた迷惑な話だ。


　現実はまったく未来のとおり。変えられないし変わらない。


　阿久沢が「へえ」と感かん心しんした様子で僕を見る。


「なるほど、未来が見える、ね。でもさあ、矛む盾じゆんしてるってことに、亮平は気付いてないの？」


　少し離れた位置。ポケットから取り出したテニスボールを、阿久沢は人差し指で弾はじく。


　十センチ右に動いて避けたテニスボールは、後ろの壁を砕いてその中に埋うめ込こまれる。


「さっきね、未来は変えられないって言ったよね？　でも、亮平が避けちゃった時点で未来は変わってる気がしない？　おかしいよそれ。それってさ、本当に未来なの？」


　テニスボールを続けて五つ。全てが当たらないポイントは確実に存在する。右に十七センチ動いて、頭を下げる。それで全てが風を切って後ろへ飛んで行く。壁はもう穴あなだらけだろう。学校関係者に少し同情する。


「じゃあ、これからが本番。一瞬で済すむよ、痛くしないから。痛かったら右手を挙げてください！　なんて言ってみたりして！　へへへ、歯医者さんって何でそんなことを言うか知ってる？　別に右手を挙げたからって、歯を削けずるのを弱めたりしないんだよ。あれってさ、神経がどこまで来てるかを確かめるんだって。痛くないほうが問題なんだよね、きっと」


　その表情が、愉快そうに笑う顔が。


　どこか哀かなしげに見えたのは気のせいだろうか。





「未来なんて、誰にも分からないよ。今から──それを教えてあげるよ、亮平」





　阿久沢が地面を蹴って、視界からその姿が消える。


　空気の揺れを感じて、上から来ることを理解する。右に飛とび退のき、地面が砕くだける音。未来に現実が追い付いてくるのが速い。突進から来る右のフック。頭を下げると同時に体を左に移す。空気が抉えぐり取とられているような印象すらある。次はどっちだ？　右に十二センチ動いて──いや、間に合わない。片手を犠ぎ牲せいにして致命傷を防ふせぐ！　弾かれるように右手が浮いて、骨が砕けた音がする。もう未来と現実がほぼ同時だ。未来なんて誰にも分からないってのはこういうことなのか？　絶対的なスピードで圧あつ倒とうすればどうしようもないってことなのか？　頭の奥がじりじりと焼け付くように熱い。心臓が、どくん、と大きく跳はねる。次は何だ？　いったいどうくる？　阿久沢の姿は──どこにある？


「ここだよ、亮平。これが最後」


　すぐ真後ろ、阿久沢が腰をひねり、右足をぐるりと回す。これは単純だ。しゃがむだけで大丈夫だ。体重が乗っているぶん、その軌き跡せきは明確だ。どんなに速くても、この程度の未来ならはっきりと──


「だからそれは、未来じゃない！」


　あり得ないはずだった。そこから軌道を変えるなんて、到底無理なはずだった。何も見えなかった。そんな未来は存在しないはずだった。速度を弱めるならまだしも、阿久沢はそのままのスピードで、横の軌道を縦たてに変えた。脳のう天てんを直撃する衝撃で、意識が朦もう朧ろうとしてくる。


「あーあ、右足ダメにしちゃった」


　ぼんやりとした中で、阿久沢の声を聞く。


「亮平がやってるのはね、予想なんだよ。データを解かい析せきして、一番妥だ当とうな結論をイメージしてるだけ。脳が明確な映像まで作り出しちゃってるから、それを未来だと勘かん違ちがいしてるんだ。いつだったか、頭を押さえてたよね？　あれは多分、データの過か剰じよう摂せつ取しゆで脳がオーバーヒートしてるんだよ。本当は、誰も知覚自体はしてるんだ。処しよ理りしてないだけ」


　阿久沢の言う通りだった。確かに僕の考えは矛盾していた。阿久沢の攻撃を避けていたということは、つまり、僕は自分の意志で未来を回避していたことになる。数秒先しか見えないってのはそういうことだ。やたらと頭が熱いのにも納得がいく。


　なら、最後のあれは──


「普通の人間が能力を抑おさえている、そんな話は知ってる？　理由はね、限界の力で動くと、体のほうが壊れちゃうから。単純に言えば、痛いから止めようって脳がブレーキをかけてるんだ。だから最後の回し蹴りは、一般人に対する予想なら、亮平が正しいんだよ。ただあたしはね、そのブレーキが壊れてるから、だからあんなふうに出来た」


「阿久沢、お前……」


　ようやく、少しずつ体の感覚がはっきりしてくる。


「真霜時彦が言ってたこと、あれって多分あたしのことなんだ。何かを壊してないとね、自分の体が自分のものじゃないみたいに感じられてくる。自分が痛くないから、その代償行為なんだよ。……亮平とは正反対だよね。ねえ亮平、どっちが不幸だと思う？」


　痛みを感じない阿久沢と、いつも痛みに襲われている僕と。出来損ないの僕らの未来は、不幸だとしても未確定だ。どっちが、なんてまだ分からない。どっちもそうであったとしても、二人なら、また違うのかもしれない。


「……確かめてみるってのも、悪くないか」


　ゆっくりと立ち上がる。頭の奥がまだじりじりと熱いが、これも生きてるって証しよう拠こなのかもしれない。もちろん、後で薬は貰もらう予定だけど。


「へえ、亮平でもそんな顔するんだ。いつもつまんなそーにしてるくせに」


「……つまんなそーにしてるのは、そっちだろ」


「あたしのは演技だもん。亮平とは違うよ」


　阿久沢が笑って、つられてこっちもおかしくなる。


「ほら、肩貸せよ。歩けないだろ、そんな右足じゃ」


　阿久沢の右手を首に回す。意外と華きや奢しやだと思う。これであんなに動いてたんじゃ、体が壊れるのも当然だ。鍛えるなら、つき合ってやるのもいいかもしれない。


「優しいトコあるじゃん。ならあの子にも、もうちょっと優しく出来るよね」


「……あの子？」


「いつも薬渡してる子。あの子ね、きっと亮平のこと好きだよ」


「たいして話もしてないのに？」


「恋ってそんなもんだよ？　突然に落ちる病ってところ」


「……まあ、それはいいけどさ。阿久沢、お前明日からどうするんだ？」


「どうって？　どういうこと？」


「また無愛想なＮ氏に戻るのかってこと」


「Ｎ氏？　何それ」


「そう位置付けてたんだよ。憶えるの面めん倒どう臭くさいから」


「へえ、一応情報量の調節はしてたんだ。人間って凄すごいよね」


「他人に興味無かっただけ。で、明日からはどうすんだよ。いきなり素すだとみんな驚くぞ」


「驚くかなあ。ホントは制服も女子用のがいいんだよね、可愛いから」


「……まあ、好きにしろよ」


「フォローはしてくれる？」


　さて急に女装趣味になった同室の友人をどうやってフォローすべきか？　そんな命めい題だいをつらつら考えて歩いていると──


　がくん、と突然地面が崩くずれた。


　視界が縦に揺れて、どん、と尻しり餅もちをつく。


　頭上、崩れた地面の縁に、一人の男が立っている。


「お疲れさん、長峰亮平、それから阿久沢優。これでいいんだろ、お嬢」


　不機嫌そうに真霜時彦が言って、その傍そばに、九樹宮雫が現れる。


　小さくしゃがんで、穴を覗のぞき込こむと、その澄んだ声で優しく、


「中等部をこんなにぼろぼろにしたんですから、反はん省せいしてくださいね」


　……ぼろぼろにしたのって、阿久沢だけだろ？　なんで僕までなんだ。最低だ。


「こんのバカ雫！　出せ出せいますぐ出せ！　こっちは右足怪我してるんだぞ！」「ゆっくり反省してくださいね」「あの、時彦さん？　僕だけでも助けてもらうって訳には……」「ああ、亮平くんは見事に俺を見捨てたよな。一緒に反省してろ」「出せ出せ出せ！　横おう暴ぼうだバカー！」「それじゃ、もう寝ましょうか。最近凄く眠くって」「ちょっと九樹宮さん？　僕らはここで寝ろってことですか？」「別に外が怖いって歳じゃないだろ」「出せバカー！」


　結局、一晩中阿久沢は罵ば倒とうの言葉を叫さけび続け──


　僕が一いつ睡すいも出来なかったことは言うまでもない。








「無む茶ちやしないでくださいって言ってたじゃないですか！　どうしたんですかその右手は！　薬を使えば痛みは治おさまりますけど、そんな問題じゃないんです。反省してください！　お願いですから、もっと自分の体に気を配くばってください！」


　いつも通りの始業前。女子生徒は薬を持ってやってきて、右手を豪ごう快かいに腫はらせた僕を見て目を丸くした。治ち療りようの暇ひまも無く、ただぐるぐるに包ほう帯たいを巻いてみたのだが、骨こつ折せつとは当然にそうしたものでは無かったらしい。


「すぐに医療棟に行きましょう。授業は欠けつ席せきということにしますから」


　女子生徒が左手を握ってくる。そこで、やらなきゃいけないことに気付く。阿久沢の言葉を真に受ける訳じゃないが、これからもきっと世話になっていくはずだ。それがいつまでかは分からないが──とりあえず。


　立ち止まった僕に、女子生徒は怪け訝げんそうな表情を向けてくる。


「どうしたんですか？　早く行かないと、その──」


「あのさ」


　簡単なことが、どこか照れ臭い。他人に関わることを避けてきたことの報むくいなのかな。


　でもきっと、少しずつ慣なれていけるはずだ。


「名前、聞いてもいいかな？　多分、前聞いてたとは思うんだけど」


「え？　あ、その、はい」


　女子生徒は俯うつむいて、顔を真っ赤にすると、


「榊さかきみどり、です。あの、いつも名前呼んでくれないから、忘れられてるのかも、なんて思ってたんですけど、その、なかなか言えなくて……」


　そう、とりあえず。


　簡単なことから始めていこうと思う。


「これからもよろしく、榊さん」






　あとがき







　１巻の発売が平成16年の１月で、本作が平成16年の12月発売です。つまり、僕ぼくにとってのデビュー一年目の締しめくくりが本作、ということになります。総決算、というほどのものでもないですが、初めて世に出た短たん編ぺん『机の手紙にご用心』から、最近の書き下ろしまで収しゆう録ろくされているというのは、なかなか感かん慨がい深ぶかいものがあります。やはりそこに見られるのは明あきらかな成長が、成長が……えとその、あまり変わってないような気が自分でもするのですが、これはその、持ち味というか個こ性せいというかアイデンティティというかそのそのその！　要ようするにですね、根本にあるのはＬＯＶＥなのです！　ザッツ不変！　オールユーニーディーズラヴ！


　ぴろりろりろりー♪


　む？　なにやらメールの着ちやく信しんなのです。


『ＬＯＶＥな出逢いありマス[image: ]　人妻から女子高生から──』


　ひとづま！（きゅぴーん！）


　富士見ミステリー文庫リニューアルと共ともに歩あゆんできた、いわばＬＯＶＥの伝でん道どう師したるこの僕には日々こんなメールが舞い込んできます。迫せまり来くる人妻やら女子高生やらスチュワーデスさんやらナース服のお姉さんやら猫耳娘さんやらをちぎっては投げちぎっては投げ、ちぎっては、投げ、ちぎっては、投げ……（哀しくなってきた）


　そういえば、女の子からのメールなんてとんとお目にかかったことがありません。やはり甘い匂においがするのでしょうか。謎なぞです。ミステリーです。これを題だい材ざいに一本短編が書けそうな勢いきおいであああああああ。せつなさにじっと手を見る日々。


　いや待てよ。チョト待てクダサイヨ。そうです。担当さんは女性の方なのです。昔、国語の先生が言っていました。『行間を読め』と。この教えがきっと生きてくるはずです。そうに違いない。そこに、何らかのメッセージが──


『〆しめ切きり、明日までですよ』


　行間を、行間を、きっと、行間は……（夢む遊ゆう病びよう者しやのように）





　話を元に戻しまして。


　デビューから一年間、いろんな方々にお世話になりっぱなしでした。直接感かん謝しやの気持ちを伝えたい人がいっぱいいっぱいです。このシリーズを読んでくださっている方々にも、どうにかして感謝の気持ちを伝えたいなあ、とは思うのですが、なにぶん僕は地方在ざい住じゆうで、なかなか難むずかしいのでした。なので、このあとがきに、胸いっぱいの愛をこめて。


　本当にありがとうございました！　これからもがんばります！




　初　出





机つくえの手紙にご用心




　　月刊ドラゴンマガジン２００４年２月号




求める人気は誰のため？




　　月刊ドラゴンマガジン２００４年６月号




黒い子犬とワルツを




　　月刊ドラゴンマガジン２００４年７月号




恋と願いと鐘かねの音ねと




　　月刊ドラゴンマガジン２００４年８月号




靴くつにまつわるエトセトラ




　　書き下ろし




変へん奏そうアンダンテ




　　書き下ろし





さよならトロイメライ


Novellette─ノヴェレッテ─





壱いち乗じょう寺じかるた
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